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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　その言づてをもたらしたのは淡あわ島しま瑞みず希きの師し匠しようだった。八十二歳になったばかりの光こう塩えんは、自分の内うち弟で子しを部屋に呼び、宛あて名なも差し出し人もない封ふう筒とうを手て渡わたした。

「こいつをわしの友人から託ことづかった。染せん織しよくの修しゆ業ぎようは大変だろうけど、頑がん張ばってくださいと言っておったよ」

　瑞希がひらくと、中に手紙はなかったが、代わりに花の写真が一枚入れられていた。

「わあ、コスモスの群生ですか？」

　すごく綺き麗れいな景色ですねと、瑞希は眸ひとみを輝かがやかせた。長い睫まつ毛げを伏ふせがちに、しばらく写真に見入ってから、

「こんな素す敵てきなものをもらって、お礼をしたいと思うのですが、どうすればいいでしょう？」

「ああいや、それは必要ない。ささやかにおまえを応おう援えんする男がいると、そのことだけをわかってもらえれば充じゆう分ぶんということだった」

「そうですか……。でしたら師匠がその方にお会いしたとき、僕がすごく喜んでいたのだとお伝えしていただけますか？　この写真も、伝言も、大切にしますからと」

　光塩の友人からのメッセージはその後も折々に届けられ、染織家の屋や敷しきに弟子として住みこむ瑞希を陰かげながら励はげまし続けた。

　彼からの伝言はいつも温かな思いやりに満ちていたし、写真の花はその時々で種類も背景も違ちがっていたが、より善く美しいものを見せてやりたいというやさしさが感じられた。

　瑞希は彼の名前さえ知らなかったが、最初に言づてをもらってからの四年間という月日のなかで、『あのひと』の存在は深く心に根づいていった。

（師匠の友だちというのなら、きっと年ねん輩ぱいの男性だろう。ほんとは一度だけでもいいから、会ってお礼を伝えたいけど……『あのひと』が望まないなら、我わが儘ままを言うのはよそう。その分だけ修業を積んで、いい作品を見てもらいたい）

　そして『あのひと』からの写真は文ふ箱ばこに、伝言は瑞希の心に大切にしまわれて、悩なやんだときや、迷ったときには、彼からもらった言葉を思い返すのが常となった。

　瑞希がただ一度、師匠を介かいしての伝言ではなく、文書の形で『あのひと』からメッセージを受け取ったのは、石いし津づ光塩の葬そう儀ぎが行われた翌日だった。

　屋敷の郵便受けに直接入れられていた白い封筒。いつもと違って写真はなく、その代わりにワープロ打ちの手紙があった。







『光塩先生がご逝せい去きよされたことを知り、あなたがどのような想おもいでいるかと考えれば、居ても立ってもいられない気持ちになります。

　もしできるなら、いますぐにそちらへ行って、あなたを慰なぐさめ、傍そばで励まし続けたい。

　なのに、そうできない自分自身が歯は痒がゆくてたまりませんが……せめて、これだけは伝えておきたいと思うのです。

　俺はいつでもあなたを大事に想っています。どんなときでもあなたのことが、この心のなかにあります。

　旅先で花の写真を撮とるときは、鎌かま倉くらにいるあなたの姿をいつも思い浮うかべていました。俺が綺麗だと感じたものは、常にあなたと結びつけられているのです。

　いまは遠くからあなたのことを案じているしかできませんが、どうかこれだけは忘れないでいてください。

　俺の心はいつでもあなたの傍にあります。これまでも、そしてこれからも。ずっとあなたを大切に想っています』




　　　　◇　　◇




　鎌倉の谷戸を吹ふき過ぎていく風に春の花びらが交じる季節。淡島瑞希は石津光塩が遺のこした屋敷で甥おいの到とう着ちやくを待っていた。

　白シャツにスラックス姿の瑞希は、吹く風に乱された茶色い髪かみを細い指で耳にかけ、彼が来るはずの方向を一心に見つめている。

（約束どおりの時間に来るなら、駅には到着してるよね。いまはどの辺なんだろう？　駅からここまで結構あるし、迷わず来てくれるといいけど）

　淡島亮りよう平へいとの対面は、瑞希にとって本当に久しぶりだ。それというのも亮平は、小学校の卒業式を終えるとすぐに自分の父母、つまり瑞希の義理の兄達と北海道に引っ越こして、以後はほとんど会えなくなっていたからだ。

　去年の秋におこなわれた光塩の葬儀の際には、家族で参列してくれたらしいのだが、瑞希はそのときの出来事をおぼえていない。

　瑞希は敬愛する師匠を亡なくした衝しよう撃げきと哀かなしみで、いまだにあの折には誰だれが来て、誰と挨あい拶さつしたのかが思い出せないままだった。

（最後におしゃべりできたのは、亮平が中学二年生のときだっけ？　あのときには随ずい分ぶん背が伸のびたなと思ったけど、僕を見て照れていたし、まだまだ可愛かわいかったよね）

　そんな亮平も大学生。きっと立派に成長しているんだろうなと瑞希は思う。

　幼いときに父母を亡くし、その親友の養子にしてもらった瑞希にとっては、義理とはいえ亮平はたったひとりの甥である。その彼にようやく会えて、一いつ緒しよの時間を過ごせるのだ。

　そう思うと楽しみでならなくて、それゆえか、ゆうべはなかなか寝ねつけなかった。

　少しばかりふらつくのはそのせいかと、屋敷の玄げん関かんを出たところで、繊せん細さいな面おも差ざしをうつむけて、軽くこめかみを押さえたとき。竹たけ垣がきで囲まれた細い路地の角を曲がって、待っていた人ひと影かげが現れた。

「亮平……！」

　ジーンズにブルゾン姿の青年は、こちらのほうに気がつくと勢いよく駆かけ出した。あっという間に近づいてくる相手を目に入れ、瑞希は（えっ？）と瞬まばたきする。

「こんちは、瑞希。元気だった？」

　よく通る声を発する青年は、自分が予想していた以上に成長していた。

　ボトムに包まれた脚あしは長いし、上着を纏まとった上半身は厚みがあって、大学生になり立てとは思えないほど逞たくましい。

　紙製の手て提さげ袋ぶくろを提げている亮平は間近まで来て立ち止まり、瑞希の顔を見下ろすと、先刻までの笑えみを幾いく分ぶん曇くもらせた。

「待たせてごめん。ここは日ひ陰かげだし、寒かった？　約束したよりもっと早く来ればよかった」

「ううん。僕はいま外に出たとこ」

　言いながら、瑞希は目の前の青年をまじまじと見る。

「あの……亮平、だよね？」

　大きくなっているだろうとは思っていたが、それにしても予期した範はん囲いを上回って、亮平の外見は変化していた。

　以前に会ったときには、まだ子供っぽさを残していた顎あごのあたりは随分としっかりした印象に変わっている。すっきりと伸びている鼻筋も形こそ前のままだが、記き憶おくよりも高くなっている気がした。四年半前よりもさらに意志が強そうに見えるのは、冴さえた光を放つ眸と、引き結ばれた唇くちびるのせいだろうか。

　無造作にセットしてある黒くろ髪かみと、同じ色の眉まゆの形は変わらないが、その顔立ちは見み違ちがえるほど精せい悍かんさを増していて、なぜだか瑞希を落ち着かなくさせてしまう。

「もちろんそうだよ。誰だと思った？」

「えと。亮平だってわかってたけど……なんだかすごく大人っぽくなってたから」

　瑞希が言うと、亮平がうれしそうにニコッと笑う。その笑顔は昔のままで、なんとなくほっとしながら「入って」と青年をうながした。

「これ、よかったら」

　玄関に入るとすぐに、亮平は自分の家からだという土産みやげ物ものを手渡してくる。

「中身はチーズと、クッキーだよ。ありふれたやつだけど、瑞希はここのが好きだからって」

「わぁ。荷物になったのに……ありがと、亮平。うれしいよ」

　感激しながら紙袋のなかを覗のぞいて、瑞希は心からの礼を述べた。

「國くに明あき義兄にいさんと、雅まさ美み義姉ねえさんは元気でやってる？」

「うん、元気だよ。ふたりとも相変わらず仕事で外を飛び回ってる。父さんはコンペの準備で忙いそがしいし、母さんも今度こそ社長賞を獲とるんだって張りきってた」

　瑞希の義兄夫婦は建築業界に身を置いて、双そう方ほうともに活かつ躍やくしている。國明は一級建築士、雅美はインテリアデザイナーとして、多た忙ぼうな日々を送っているようだった。

「義兄さんのコンペって、確か函はこ館だてＩＴセンターの設計だっけ？」

「そうそれ。そっちが取れたら、また当分は出張に行きっぱなしになるだろな」

「ほんと、すごいねえ。ＩＴセンターの設計とか、そんな大きなものを自分で作るってどんなだろう」

　二重の大きな眸ひとみを見ひらき、思わず感かん嘆たんの息をつく。すると、亮平が「お祖父じいさん達も似たようなこと言ってた」と苦く笑しようした。

「義父とうさん達が？」

「まあ、あっちはのんびりやってるから。このあいだの電話では、赤ちゃんがつかまり立ちしたんだって喜んでた」

　亮平の祖父母であり、瑞希の養親でもある彼らふたりは、いまから四年半ほど前に、親しん戚せきが大勢いる信州に居を移し、そこで悠ゆう々ゆう自じ適てきの生活を送っている。亮平も、瑞希も、彼らふたりと直接会える機会こそほとんどないが、折に触ふれて電話でのやり取りは欠かさずに続けていた。

「義母かあさんの……姪めいの、娘むすめさんの赤ちゃんだっけ？」

　赤ん坊ぼうが一いつ生しよう懸けん命めい歩こうとするほほえましい情景を想像し、瑞希がやわらかな口調で言うと、亮平が「うん、その子」とうなずいた。

「お祖母ばあさんは昔っから子供好きだったもんな。いまでも近所に住んでる子供を預かっちゃ、なんだかんだと面めん倒どうを見てるみたいだ」

「ん、僕もそうやって親身に育ててもらったよ……」

　義母の情愛を思い出せば、しみじみとありがたい。想いをこめてつぶやいてから、瑞希は改めて自分達が玄関口に立ったままなのに気がついた。

「さあ、入って。中はあんまり片づいていないけど」

　昨日まで急ぎの仕事にかかっていたから、部屋の掃そう除じができていない。亮平を迎むかえるのに散らかっててごめんねと瑞希は言った。

「そんなの、いいさ。それより……少しは落ち着いた？」

　その話題に踏ふみこむのをはばかったのか、問う声は遠えん慮りよがちだ。大だい丈じよう夫ぶと思わせたくて、瑞希はさりげない口調を作った。

「ん、弔ちよう問もんのお客さまのピークはもう過ぎたから。最近は誰かから伝え聞いて、お花を送ってくださるくらい。僕のほうは、次の法要まで特に大きな用事はないんだ」

　かいつまんで状況を説明すると、亮平が真しん摯しな面持ちでうなずいた。

「俺も……お線せん香こうをあげさせてもらっていい？」

「うん。もちろん」

　瑞希は亮平を伴ともなって、二階に行くための階段に向かっていった。

「ここ、狭せまいし、急だから気をつけて」

　この屋や敷しきは、大正時代に建てられた古民家を光塩が買い取って手を入れたものだった。一階は工こう房ぼうとして、二階は住居として使っているから、生活の場のほとんどは上の部分に設けている。

「こっちだよ。師し匠しようの部屋は」

　瑞希は二階でいちばん広い座ざ敷しきに亮平を案内した。山水の景色が刻まれた欄らん間まのあるこの部屋には、銘めい木ぼくを使った書しよ棚だなと、簞たん笥す、それによく使いこまれた文ふ机づくえとが置かれている。

　時代の流れを感じさせる部屋のなかに、しかしこればかりは新しい漆うるし塗ぬりの仏ぶつ壇だんがあり、その前には瑞希が摘つんできた庭の花と、いまだに送られてくる光塩のファンからの花はな籠かごがともに供えられている。

「失礼します」

　亮平はそう言って座敷に入ると、仏壇の前に行った。次いで、その場に腰こしを下ろし、線香をあげてから、神しん妙みような面持ちで手を合わせる。瑞希が意外に思うほど彼は真しん剣けんな表情で、長いあいだそうしていた。

（なにを祈いのっているんだろ……？）

　瑞希が小首を傾かしげたとき、亮平は合わせていた手を解ほどいた。そうして自作の着物姿で笑っている光塩の遺い影えいを見ながらぽつぽつと語りかける。

「俺は……光塩先生の作品が好きだったな。俺なんかが評価するのもあれだけど……ものすごく格好いい着物を作るって思ってた」

「うん。僕もそう思う」

　光塩の作品は、華はなやかな色いろ遣づかいと、大だい胆たんな意い匠しようとで、彼のファンはもちろん、有識者達からも高い評価を受けていた。先年は紬つむぎ織おりの無形文化財として国から認にん定ていされており、染せん織しよく界かいでは重じゆう鎮ちんの位置づけにあったのだ。

　けれどもそういった評判や、業績よりなによりも、瑞希は光塩の作品そのものが好きだった。師匠の人ひと柄がらを反映してか、激しいのに大らかで、のびのびとしているのに細やかな、彼の才さい華かが自由に溢あふれ出た作品に瑞希は魅み了りようされていた。

「師匠の織りは最高に素す晴ばらしいもの」

　亮平の感想に心から同意してこっくり瑞希がうなずくと、ふいに彼はこちらのほうを窺うかがうように眺ながめてきた。

「瑞希。ほんとに大丈夫？」

「ん、なんで？　もちろん」

　きょとんとして瑞希が返した。亮平はなにか言おうと口をひらき、しかしすぐには言葉を出さない。どうしたのと重ねて聞いたら、それとは違ちがう返答で応じてくる。

「……俺は瑞希の活躍も知ってるよ。前回、染織工芸展で賞を取ったあの作品、確か『萌もえ黄ぎ』ってやつだっけ？　淡あわい黄緑から鮮あざやかな緑色に変わってくのが、植物の成長を目まの当たりにしているようで、すっごくいい感じだった」

　工芸会のホームページの画像で見たんだ、と亮平が言う。褒ほめられて、うれしいけれど気き恥はずかしくなり、瑞希は照れ笑いを頰ほおに浮うかべた。

「あ、そうなんだ？　あれを見てくれたんだ？」

　瑞希は色素が薄うすいほうで、髪かみも、眸も、明るい色み。それに、肌はだも透すけるように白かった。赤くなると、人並み以上にはっきりわかってしまうので、きっと亮平もそれに気づいているだろう。

　亮平より九歳も年上なのに、身内の褒め言こと葉ばで他愛たわいなく真っ赤になる。

　甥おいの亮平はこんなに大人っぽくなったのに、いつまでも世慣れない自分がどうにも恥はずかしくて、瑞希はひとつ首を振ふると、勢いよく立ちあがった。

「そういえば、僕からも渡わたすものがあったんだ。あっちの居間に……」

　言いさして、くにゃりと目の前の景色が歪ゆがむ。

（あれ……？）と思ったそのときには、崩くずれるように畳たたみの上に座っていた。

「瑞希！」

　さらに横よこ倒だおしになりかけた細い肢し体たいを、あわてて亮平が抱だき止める。広い胸にすっぽりと収まって、瑞希はこんな際なのに、いまの状じよう況きように懐なつかしさをおぼえていた。

（ああ……この感じ、おぼえてる）

　昔から仲がよかった叔父おじと甥は、しばらくぶりに会ったときには、互たがいをハグし合うのが恒こう例れいになっていた。亮平はずいぶん大きくなったけれど、抱き合って気持ちが和なごむこの感覚は変わっていない。

「あのね、亮平」

　血の気が失うせた瑞希の頰は冷たくなっていたけれど、気持ちばかりは温かく感じながら、微かすかな声で話しかけた。

「なんだ、瑞希!?」

「亮平と『ぎゅっとする』のはいつぶりかなあ？」

　聞くと、亮平は肩かた透すかしを食くらったように（え？）という顔をした。強い腕うでに抱き支えられたまま、瑞希が返事を待っていると、

「えと。いつぶりって、最後は俺が中学二年生のときだったけど……それより、瑞希」

　大丈夫かと亮平に問いかけられて、平気とうなずく。まだなんとなくふわんとした気分のまま、そうだったなと考えた。

（そっか。実家で会った、あれが最後で……）

　義兄の國明が仕事の都合で引っ越こしてから、ふたりはそうたやすくは会えなくなったが、それでも時折は実家で顔を合わせていた。

　亮平は学校が長期休みに入った際にはなにがあっても祖母の家を訪おとずれたし、そのころには光塩の屋敷に住みこんでいた瑞希のほうも、懸けん命めいに自分の時間をやりくりして実家に戻もどっていたからだ。

　けれどもそののち、瑞希の養父母が安あ曇ずみ野のに移ってしまい、ふたりが足がかりにしていた場所がなくなると、まだ学生の亮平と、内うち弟で子しの瑞希とでは、つかの間会うことも難しい。こうして瑞希が亮平と身近に接していられるのは、本当に久しぶりのことだった。

「また亮平と『ぎゅっとする』ができるなんてうれしいよ。僕、ほんとに──ああ、亮平といるんだな──って実感したから」　>>>♥

　安心できる腕のなかでつぶやけば、わずかに亮平が身じろぎしてから口をひらいた。

「それはまあ俺も同じで……だけど、瑞希。めまいを起こして、倒たおれるなんてどうしたんだ？　暢のん気きなこと言ってないで、寝ねたほうがいいんじゃないか？」

「んん、別にどうってことない。寝不足でふらっとしただけ。こうして亮平にくっついたら、元気が出たよ」

　言って、瑞希は眉まゆ根ねを寄せている亮平に身体からだを寄せた。すると、首筋に当てた耳から彼の鼓こ動どうが伝わってくる。

（体温、高い……それに、すごくどきどきしてる……？）

　亮平は動どう悸きがするほど心配しているようだ。安心させたくて、瑞希は首筋から顔を離はなして彼を見あげた。

「ほら。僕はもう平気だから」

　なのに、亮平はしかめっ面つらをしたままだ。

「そうは言うけど、瑞希はちっとも平気には思えない。元気なところを瑞希が見せたがってたから、俺は黙だまっていたんだけど、会ったときから顔色の悪さには気づいてた」

　気き遣づかわしげに見つめる亮平の眸ひとみの色は群ぐん青じようよりも少し濃こい。これも昔から変わらぬもので、瑞希は夜の海にも似たこの色が好きだった。

「顔色が悪いのは、たぶん食事をしてないせいかも。ここのところ、仕事の納期が詰つまってて、そのへんは適当にやってたからね」

　言われるまで気づかなかったが、自分はそんなにやつれたように見えるのだろうか？

「心配かけちゃって、ほんとごめんね。だけど、お腹なかが空すいてるだけだよ」

「でも……！」

　言いかけた亮平を、ぐうっという音がさえぎる。

　一いつ瞬しゆん目を見合わせて、それから同時に噴ふき出した。

「瑞希、ほんとだ。すごい音」

「ね。僕の言ったとおりだろ」

　自じ慢まんすることでもないが、瑞希がえへんと胸を張る。すると、亮平は呆あきれたみたいに眉まゆをあげ、腕の力を緩ゆるめてくれた。

「そこは威い張ばるとこじゃない。ほんとに腹が減ってるだけか？　さっき頰が赤かったけど、熱なんか出してないか？」

　場の空気は和やわらいでいたものの、彼はまだ心配そうだ。

　難しい顔をして、ふたたびどうなのかと訊たずねられ、瑞希は亮平の憂うれいを解こうと、彼の手を取りあげた。

「ほらね。大だい丈じよう夫ぶ」

　言いながら彼の手を自分の額に当てさせる。亮平は手のひらも随ずい分ぶん大きくなっていて、瑞希の額を覆おおってもあまりあった。

「熱なんか少しもないだろ？」

　得意げに告げた瑞希は、しかしそのすぐあとで彼の気配に変調を感じ取った。

「ん？　どしたの、亮平？」

「いや……それより瑞希、腹が減ってるならなんか食えよ」

　なんだかおかしいと思ったのもつかの間、亮平はぶっきら棒な調子でうながす。瑞希は額に当てている手の甲こうに、自分の白い指先を添そえたまま「そうだね」とうなずいた。

「でも、台所に食べるものがあったかな？　パンはこないだ全部食べたし……」

　残りの食材はどうだったかと瑞希が思い返していたら、亮平が遠えん慮りよがちに提案してくる。

「台所を使っていいなら、俺がなにか作るけど……」

　亮平はそこで言いやめ、今度は明らかに困った顔で言葉を継ついだ。

「そろそろこの手を外していいか？」
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（なんだか亮平、困ってた）

　光塩の部屋から隣となりの居間に移って、瑞希は亮平が料理を作ってくれるのを待っている。お客さまに調理させるのは悪いからと、瑞希も台所についていったが、亮平は食材の在あり処かすら定さだかでない様子に呆れ、居間にいろと追い戻されていたのだった。

　座ざ卓たくの前で思い出すのは、さきほど亮平が見せていた表情で、瑞希はそれが気になっていた。

　亮平にくっつき過ぎていたのかと、あの場の流れから推測するが、いままではあれくらい当然と思っていたのだ。

　これまで國明が『べったりだな』とからかうほど、ふたりは親密なスキンシップをしてきた仲で、瑞希が幼い亮平を抱っこしたり、膝ひざに座らせたりは日常の出来事だった。

　亮平がかなり成長してきてからも、頭を撫なでたり、ハグし合ったりすることも普ふ通つうにあって、今日もそれと同じ感覚でしたことだったが……。

（まあ、いまはちょっと膝に乗せられそうもないけど）

　抱っこも無理だと、瑞希はその状況を想像してみる。いまの亮平は百七十二センチの瑞希より、軽く十センチは高いだろう。華きや奢しやな瑞希と比べると、横よこ幅はばも相当に勝っていて、たぶん自分がどう頑がん張ばっても持ちあげることさえも難しい。

（やっぱりあれだけ大きくなっちゃったから、叔父さんとスキンシップは勘かん弁べんってことかなあ）

　それならそれで仕方がないかと瑞希は思う。自分としては寂さびしいが、これも亮平の成長の証あかしだろう。

（だけど……いまだって亮平は僕にやさしい。お客さんで来てくれたのに、僕の世話をさせてごめんね）

　気遣わなくてはいけないのはむしろ瑞希のほうなのに、会ってすぐに体調の悪さを見み抜ぬかれ、料理までしてもらった。駄だ目めな叔父で申し訳ないと思うけれど、彼のやさしさに心が温まっている。

（……あ。台所からちいさくだけど、物音が聞こえてくる。この家で他のひとの気配がするのって、久しぶり）

　耳を澄すますと、コトン、パタンと、亮平が立てている音が聞こえる。なんだかほっとしてくるな、と瑞希がおぼえず自然な微び笑しようを浮うかべていると、しばらくしてから亮平が盆ぼんを手に戻ってきた。

「お待たせ」

　言って、亮平が座卓に料理の皿を置く。それを見て、瑞希は感かん嘆たんの声をあげた。

「わあ、すごい」

　目の前にはいい匂においを漂ただよわせる焼き飯と、ワカメの吸いものとがある。亮平は料理も上手だと感心して眺ながめていたら、彼が苦笑して口をひらいた。

「ここん家ちの台所、なにもないのに驚おどろいた。あちこち漁あさらせてもらったけど、冷蔵庫はほぼ空っぽ。野菜用のストック箱には芽の出かけた玉ねぎがあるくらいで……。結局、その玉ねぎと、冷れい凍とう庫こに残ってたミックス野菜と、年代物の水屋のなかにしまってあったツナ缶かんと、レトルトご飯とで焼き飯を作ったんだ」

　ワカメの吸いものも、水屋から見つけ出した乾物と、調味料とでどうにか作れたと亮平が言う。

「あのありさまじゃ、ろくなもの食ってないだろ？」

　聞くというより事実を確かめる彼の口調に、これはまずいと決まり悪く肩かたをすくめた。

　実際のところ、瑞希は調理をするのはおろか、日々の食品もこまめに買うことはせず、日持ちのするパンやなにかを適当に齧かじって済ませていたのだった。

「うん、まあ……そんな感じ？」

「そんな感じじゃないだろ、まったく。瑞希は元々身体が丈じよう夫ぶじゃないんだから。飯くらいちゃんと食え」

　不ふ機き嫌げんそうな彼の様子に、瑞希はますますちいさくなった。

「ごめんね、亮平。これからはちゃんとするから怒おこらないで」

「怒ってない。心配してんだ、俺は」

「うん。わかってる。……ありがと、亮平」

　ぶっきら棒な言い方でも、亮平のやさしさは身に沁しみている。

　ふっと視線をめぐらすと、そんな彼に感謝の言葉だけではなく、ささやかながら自分の気持ちを表すものが目に入った。

「亮平の作った料理、ありがたくいただくけど……その前に」

　居間の片かた隅すみに置いていたスポーツ店の紙かみ袋ぶくろを持ってこようと腰こしをあげる。とたん、立ちくらみが起きたけれど、なんとかそこまで行って戻もどる。そして、瑞希がその紙袋を差し出すと、亮平は驚いた顔をした。

「俺に……？」

「うん。言うのが遅おそくなったけど、大学入学おめでとう」

　すると、亮平の頰ほおにじわじわと笑えみが広がる。うれしいけれど、照れくさいとき、彼はそんな笑顔になるのだ。

「ありがと。これ、開けていい？」

「うん、もちろん」

　喜んでくれたとわかって、瑞希のほうも自然と頰を緩ませる。亮平は紙袋に入っていた箱を開け、なかのものを取り出した。

「わ。これ、俺が欲しかったやつ」

　瑞希からのプレゼントはスポーツシューズで、亮平が来てくれると知ったとき、織りの最中ではあったけれど、それを買いに大船まで行ったのだ。普ふ段だんの瑞希は作業にかかると、外界の出来事が遠くなって、電車に乗って買い物に行くことなどないのだが（亮平にプレゼントを渡わたしたい。そして喜んでもらいたい）との想おもいは、いったん作業をあとにするほど強かった。

「亮平の好みとサイズを義兄にいさんに聞いたんだ。気に入ってくれてよかった」

「瑞希、ありがと。大事にするよ」

　気持ちをこめた礼を言われて、瑞希の心がほっこりと温まる。お陰かげで冷えていた手足にまでぬくみが回ってきたらしく、それまで色をなくしていた肌はだの上にも幾いくらか血の気が甦よみがえった。

（いいな、こういうの。また亮平とおしゃべりできてうれしいなあ）

　人見知りの激しい瑞希は、他人と話すのがかなり苦手だ。実のところ、住みこみで内うち弟で子しをしていたときも、外向きの対応はいつも客好きの光塩が請うけ負おっていた。もちろん瑞希もそれではならじと、来訪客や電話の応対をしようと努力していたが、頑張るわりにはいつまで経たっても慣れるということはなく──わしがやるから気にするな。それより瑞希は自分の仕事に専念しておれ──そう師し匠しようから命を下され、結局いまに至るまで対人スキルが向上することはなかった。

　そんな瑞希にとって、亮平の訪おとずれは久々に気の置けない相手との触ふれ合いで、しかも彼は自分が大好きな甥おいっ子だ。

　にこにこしながら、靴くつをふたたび箱にしまう亮平を眺めていると、ふっとこちらを見返した彼の視線とぶつかった。とたん、亮平はまぶしいものでも見たかのように瞬まばたきをくり返す。

（……？）

　瑞希は小首を傾かしげたが、直後に「飯食え」とうながされ、疑問はうやむやになってしまう。

　そのあとは言われるままに元の席で瑞希は食事をはじめたが、亮平の近きん況きようが知りたくて「大学どう？」と聞いてみた。

「確か、亮平は学生寮りように入ったよね？　そっちはもう落ち着いた？」

「まあまあ。適当にやってるよ」

「授業のほうは？」

「そっちは楽勝の部類かな。一年生の前期は緩ゆるめにカリキュラムを組んどいたし」

　ふうん、と瑞希は美味おいしく焼き飯を食べながらうなずいた。

（最初はゆっくりするつもりかな？）

　たぶん、それでも最終的には優ゆう秀しゆうな成績を修めるだろうが。

　この春、亮平は都内にある有名私立大学の経済学部に入学した。

　入学式のとき、新入生代表で挨あい拶さつをしていたと國明から聞いていたから、つまり彼はトップの成績でいまの大学に合格したのだ。

「亮平の成績だったら、北海道の国立大学でも充じゆう分ぶん行けたと思うけど……あえて、こっちの大学にしたのは、なにか目的があったってこと？」

　瑞希が聞くと、亮平は一いつ拍ぱく置いてから首しゆ肯こうした。

「まあそうなるかな。っていうか、こっちに来るのがむしろ目的」

「こっちって、東京に？」

「そう。奨しよう学がく金をもらうのが東京の大学に行かせてもらう条件だったし、それで志望校に受かるまではって、必死になってた」

「そっか。随ずい分ぶん頑がん張ばったから、最初はちょっと緩めにしたんだ」

　納なつ得とくして瑞希が言うと、亮平は曖あい昧まいにうなずいた。

「それより、瑞希。飯食ったら、布ふ団とんに入れよ。このあと、急ぎの仕事とかはないんだろ？」

「うん。仕事はないよ。だけど、寝ねなくても大だい丈じよう夫ぶ。亮平の顔を見て、亮平の料理を食べたら元気になった」

　心配をかけたくなくて何度も平気だと主張したが、食事のあとで「それじゃ立って、くるっと回って」と指示される。やってみたらあっさりめまいを起こしてしまって、瑞希はふたたび亮平に抱だき止められる羽目になった。

「ほらな。まだぜんぜん本調子じゃないんだよ」

　いいから寝てろと怖こわい顔でうながされ、結局瑞希は自分の部屋に行かされた。

　瑞希の部屋は二階のいちばん奥にあり、文ふ机づくえと、年代物の簞たん笥すと、飾かざり棚だながあるだけのあっさりした設しつらえだが、二方向の窓から見える眺めはいいし、明るくて過ごしやすい室内だ。

「ここの家、一階が作業場で、二階が生活するとこだよな？」

　亮平が敷しいてくれた布団のなかで瑞希がうなずく。

「二階で少しばたばたするけど、瑞希は気にせず寝ててくれ。あと、光塩先生の部屋と、一階の作業場には絶対に入らないから。それだけは気をつける」

「え……ばたばたって……なに？」

　横になったら、どっと疲つかれが出たのだろうか、瑞希は気だるい声を出した。

「食料の買い出しと、晩飯の支し度たくくらい。いまからちょっと行ってくれば、時間のほうは余よ裕ゆうだし」

「で、でも。悪いよ、そんなの」

　亮平はお客さんで、鎌倉には遊びに来たのに。

　思わず瑞希が上体を起こしたら「いいから寝てろ」と叱しかられた。

「遠えん慮りよはいい。瑞希は俺の……身内だろ？」

　そう言われると、甥からの申し出を断りにくい。しかも彼が親切で言ってくれるからなおさらだった。

（だったら、ちょっとだけお願いしてもいいかもしれない。以前には、いまより幼い亮平に世話を焼かれていたんだし）

　かつて亮平は自分がおやつを食べるとき、かならず瑞希にもそれを食べさせたがったし、瑞希がうたた寝したときは、ちいさな身体からだで引きずってきた毛布をかけてくれもした。熱はないかと心配そうに触れてきた幼い手。瑞希はそうした過去の記き憶おくで自分自身を納得させると、今日のところは彼からの思いやりに甘えてしまうことにした。

「それじゃ頼たのむね。買い物のお金は居間の茶簞笥に入ってるから。いちばん右にある小抽斗ひきだしだよ」

「うん、わかった。それじゃ、ゆっくり休んでろ」

　亮平が今度は自分から瑞希の額に手を置いた。まるで瑞希が壊こわれものであるかのようにそっと触れ、こめかみからゆっくりと髪かみに指を滑すべらせる。

（あぁ……気持ちいい）

　髪をそっと撫なでていく丁てい寧ねいでやさしい仕草が、無防備になっていた瑞希の心をさらに溶とかした。ふいに目ま蓋ぶたがさきほどよりも重くなり、すうっと眠ねむりへと落ちかかる。

　完全に寝ね入いってしまう直前に薄うす目めを開けて見あげれば、すっかり逞たくましく、格好よくなったけれど、そこは少しも変わらない夜の海色の彼の眸ひとみが、こちらをじっと見つめていた。
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（……眠ったな）

　亮平は瑞希の傍かたわらでそれを見て取り、ほっと息を吐はきだした。

　静かな寝息を立てる姿は苦しそうではなかったが、それでも目の下に浮うかぶ翳かげりが彼の疲ひ労ろうを物語る。

（それに、さっきは貧血を起こしてた。あっちは明らかに栄養不足だ）

　瑞希が言っていたように仕事も忙いそがしかっただろうが、本当にそれだけのことだろうか？

　独りぼっちになってしまった寂さびしさから、体調も顧かえりみず無理を重ねているのじゃないか？

　かつて都内に住んでいたとき、父の家を訪れる瑞希のことをよく亮平は心配したものだった。

　子供なりに、この年上の綺き麗れいなひとはさほど自身に関心がない、というよりも、なにかに気を取られてしまうと、そちらでいっぱいになるのだろうと気づいていた。

（このひとにはなんだかよくわからないけど、とても大切なことがあって、一いつ生しよう懸けん命めいそれをのぞきこんでいるから他ほかに気が回らないんだ）

　だから、しょっちゅう食べなかったり、眠らなかったりで、ふらふらになっている。

（年上だけど、たよりない。俺がよく見ていてやらなきゃ）

　いつしかそんな使命感が生まれてきて、彼が家に来たときはあれこれと世話を焼いた。もちろん傍はたから見れば七、八歳の子供が、九歳も年上の叔父おじに対していっぱしの口を利きくのは滑こつ稽けいだったかもしれない。しかし、当時の亮平は大おお真ま面じ目めな気持ちでいたし、瑞希を思う心情だけは誰だれにも負けないつもりでいた。

（このひとはたよりないけど、それでいい。俺がついててあげるから）

　そののち年ねん齢れいがあがっていけば、瑞希とは血が繫つながっていないと知れたが、それで気持ちが離はなれるどころか、ますます亮平は彼に心が傾かたむいた。

（瑞希には俺みたいに父さん、母さんがいないんだ。それなら、せめて俺が瑞希を大事にしてやる。一いつ緒しよにいるよ、心配ないよと言ってやる）

　かくして、父の國明が苦く笑しようするほど、瑞希が家に来たときは亮平がへばりつく構図というものができあがり、『べったりだな』とからかわれても、それがどうしたと逆にひらき直る気分でいた。

　そうして亮平が誰にはばかることもなく瑞希と触ふれ合っているうちに、わかってきたことがある。

（なんだか瑞希にはひとりも友達がいないみたいだ）

　自分の家に来ないとき、瑞希は自宅でひっそり過ごしているらしい。休みの日に友達と遊びに行くなどはしないようだし、学校には通っているらしいのだが、そこでの話を聞くこともまったくなかった。

　どうしてだろうと、瑞希のことを注意深く見守ったのち、やがて亮平は自分なりの見解を得た。

（瑞希はひどく怖がりなんだ）

　彼は自分の内側にこもっていて、出ていくのを怖がっている。他人と積極的に触れ合うのにためらいがある。

　しかし、その茶色に澄すんだまなざしは、周りを決して拒きよ否ひするのではなく、素す直なおにいろんなものを映す。見聞きする事こと柄がらをありのままに眺ながめていて、ときには誰にもできないようなうがった感想も口にする。

　ただ、このひとはちょっとだけ他のひととは違ちがうものを心のなかに潜ひそめているから、外の世界に交ざっていると息がしにくくなるのだろう。

　亮平は子供ながらも、瑞希のことをそう見み極きわめて、さらに彼を守ってやらねばという気持ちになった。

（だって、瑞希は俺のことが好きなんだ。俺といるときは、よくしゃべるし、よく笑うし、よく食べる。それなら俺が傍にいなくちゃ）

　意気ごむ当時の自分自身を甦よみがえらせて、亮平はわずかばかり苦笑する。

（あのあたりで、瑞希に対する俺の気持ちの位置づけが決定したかな？）

　三つ子の魂たましい……というけれど、幼いときに培つちかった瑞希への感情は、亮平の心の底にいまもどっしりと根を生やしたままである。

　瑞希の傍にいて、面めん倒どうを見なくちゃならない。それは亮平にとって、なによりも重大な役割だった。

　そして亮平にそうした想おもいがあればこそ、東京の大学に入学し、ふたたび瑞希と会えるような機会を持った。今後はちょくちょく瑞希の許もとを訪おとずれて、ともに過ごせる時間を作る。自分としては、ともかく念願が果たせた訳だし、いまはそれだけで充じゆう分ぶんだ。

　亮平のそんな気持ちはまぎれもなく本心で……なのに、仄ほの暗ぐらいところから別の想いが滲にじみ出す。

　本当は、それだけでは到とう底てい足りない。もっと瑞希の近くにいたい。もっと瑞希と触れ合いたい──聞き分けのないその声が耳元で聞こえてくるのだ。

　しばらくためらっていたのちに、亮平はおのれの上体を傾けた。

　去年の秋、師し匠しようの光塩が亡なくなった際には挨あい拶さつをしただけだったし、瑞希は終始うつむいていた。彼のうつろな眸には、自分の姿は見えておらず、次々と弔ちよう問もん客が訪れる斎さい場じようで、こちらも相手を眺める時間はほとんどなかった。

　しばらくぶりの瑞希の顔をじっくりと見たいと思った、これはいけないことだろうか？

　そんなふうに自問する声はあるが、それでもやめる気にはならず、亮平はつい目の先で眠るひとを注視した。

（最後に間近で瑞希を見たのは四年以上前なのに……）

　人形みたいに長い睫まつ毛げと、すっと通った鼻筋と、珊さん瑚ご色の綺麗な唇くちびる。さらさらの茶色い髪は肩かたまで伸のびているけれど、きっとそれはファッションでもなんでもなくてただ無ぶ精しようをしているだけだ。なのに、まるで狙ねらったみたいにこの繊せん細さいな顔立ちを引き立てている。

（なんでこんなに変わってないんだ？）

　瑞希は今年で二十八歳になるはずなのに、冗じよう談だんみたいに、若くて、華きや奢しやで、美しい。

　亮平は衝しよう動どうに駆かられるままに手を伸ばし、瑞希の髪をひと束摘つまんだ。節高で長い指先のあいだにあるのは、細く艶つややかな感かん触しよくだ。　>>>♥

（……俺がこれにさわれるのは、自分が瑞希の甥おいだからだ）

　瑞希に触れて高こう揚ようする想いが生まれ、しかし同時に、ふっと自分をいさめる気持ちも湧わいてくる。

（義理でもなんでも、俺が瑞希の身内だからだ）

　そこを越こえると、たちまち亮平は瑞希の傍にいられなくなる。そのことは誰に言われるまでもなく、自分がよく知っている。

　亮平は摘まんでいた髪を離すと、血の気の薄うすい顔を眺めた。すると、さっきまでもやもやとしていた気分が速すみやかに薄れていく。

（……こんな顔色をさせてちゃ駄だ目めだ）

　仕事のこと。師匠を亡くしてしまったこと。そうした事情はわかるけれど、瑞希の身体からだが心配でならなかった。

（もし俺がこの家にいられたら……）

　多少なりとも、青い顔で横たわるこのひとの力になることができるだろうか？

　亮平は拳こぶしを握にぎると、すっとその場から立ちあがる。それから足音を忍しのばせて廊ろう下かに出て居間に戻もどると、ポケットからスマートフォンを取り出した。

「ああ、父さん。俺だけど」

　いまいいかと訊たずねてみれば、大だい丈じよう夫ぶと父が応じる。

『おまえは瑞希の家だろう？　あいつの様子はどうだった？　食事はちゃんとしているみたいか？』

　十六歳という年齢差がそうさせるのか、父の國明は瑞希に対して保護者意識があるようだった。結けつ婚こん後も自分の家庭に瑞希を呼んで、あれこれ気き遣づかっていたこともその気持ちの表れだろう。北海道に越こしてからはさすがにしばしばとはいかなくなったが、関東方面に出張する際はかならず義弟と会うようにしていたらしい。

「元気とは言いがたいかな。さっきも半分倒たおれるみたいに眠ねむったし……。あ、それでも病気って感じじゃないから。熱もないし、呼吸も平静。苦しそうにはしていなかった。だけど……」

『だけど、なんだ？』

「前よりも瘦やせたみたいだ。あれはろくなもの食べてないせいだろうし、自分の健康をほとんど気にしていないみたいだ」

『瑞希はそういうところ、無む頓とん着ちやくなやつだからな』

　電話の向こうでハアッとため息が聞こえてくる。亮平は「父さん」とあらたまった声を出した。

「俺、しばらくのあいだだけ、ここに通ってきてもいいかな？　この家に来て、瑞希の面倒を見たいんだ」

『だが、それは……』

「頼たのむよ、父さん。瑞希のことほっとけないんだ。俺はもちろんこの家が、高名な染せん織しよく家かの工こう房ぼうだったってわかってる。瑞希の身内だからって、勝手にここに泊とまりこんで、わがもの顔に振ふる舞まうようなことはしない。瑞希の世話をしに通うだけ。仕事の場には立ち入らないし、迷めい惑わくにならないように気をつけるから」

　本気の声で父に告げると、しばらくのちに条件つきの許しが下りる。

『……おまえにそうしたい気持ちがあって、瑞希がいいと言うんなら。ただし半はん端ぱにするんじゃないぞ。相手にとってなにがいいのかよく考えろ』

「うん、わかった。ありがと、父さん！」

　勢いこんで亮平が礼を言うと、父親が電話の向こうで短く笑った。

『もしかしたらそう言い出すかと思ってた。おまえは昔っから叔父おじさん大好きっ子だったからな。ほら、小学校の卒業式をおぼえているか？』

　昔のことを持ち出され「あれは……」と亮平は顔をしかめる。

「あんなの、もう時効だろ」

　いまから六年前に行われた卒業式には、両親と、瑞希とが来てくれた。式のあと校庭で会ったとき、父兄以上に感激したのか、彼は涙なみだをぽろぽろこぼしていたのだった。

　──卒業おめでとう。亮平、式ではものすごく立派だったよ。いちばん亮平がカッコよかった。

　叔父馬ば鹿か丸まる出だしの台詞せりふながら、瑞希は本気で感動しているらしく、透とう明めい感かんのある肌はだの上には幾いくつもの水すい滴てきが伝わっていた。

　──瑞希、俺は……。

　亮平が初めて見た彼の涙はとても綺き麗れいで、自分のために泣いてくれるその姿にも激しく心が揺ゆさぶられた。そのせいだろうか、十二歳の亮平はごく衝動的に細い肢し体たいに抱だきついて大声で叫さけんだのだ。

　──北海道には行きたくない！　瑞希と別れるのは絶対嫌いやだ！

　両親はこのひと幕を『亮平にも可愛かわいいところがあったな』というくらいに思っているかもしれないが、あれはただ純じゆん粋すいに叔父に懐なつく甥っ子の感情表現だったのだろうか？

　あるいはと考えて、しばし無言のままでいれば、息子むすこが憤ふん慨がいしていると思ったか、國明が『悪い悪い』とあやまってきた。

『それじゃあ瑞希のことを頼む。こっちからもあれに連れん絡らくを入れておくから。おまえもなにか困ったことがあるようだったら、私の携けい帯たいに連絡しなさい』

　それで親子の会話は終わり、亮平は複雑な気分をかかえて通話を切った。

（父さんにああいった昔の記き憶おくがあるように、瑞希も俺をまだまだ子供だと考えているんだろうか？）

　それは不本意ではあるけれど仕方のないことだろうし、亮平自身も昔の想おもい出をなくしたいとは思わない。

　瑞希を大切に思う気持ちは、これまで培つちかってきた情愛と、いまだ手の届かぬものへの憧あこがれとが交じっていて、確かに背せ伸のびしている部分がないとばかりはいえないからだ。

（だとしても、いまは精いっぱい自分なりにやるだけだ）

　瑞希にとってなにがいちばんいいことかを考えながら。

　亮平は脱ぬいでいたブルゾンを拾いあげると、まずは買い物と玄げん関かんに向かっていった。




　　　　◇　　◇




　亮平と久々に会えたのに、具合を悪くして面めん倒どうをかけたあげく、ろくなもてなしもできないまま帰してしまった。夜よる遅おそく瑞希が目を覚ましたときには、すでに亮平は食料品の買い出しと、風ふ呂ろの用意と、夕食の調理とを終わらせていて、彼自身はこの家から立ち去っていた。

　これはいけないと、翌朝亮平に電話をかけて、昨晩の詫わびとともに泊まっていけばよかったのにと言ったとき、穏おだやかな口調ながらそれはできないと伝えられた。

『この家は、光塩先生のものだろう？』

　亮平はたとえ親しん戚せきだからといって、瑞希の師し匠しようが遺のこした屋や敷しきに泊まっていくのを善しとしないようだった。

「でも、僕は買い物の代金すら受け取ってもらってなくて」

　悔くいる想いをかかえてこぼすと、亮平がなだめる調子で応じてくる。

『今日の夕方、学校帰りにそっちへ行くから。それはまたそのときの話でいいさ』

　その言葉どおり亮平は夕刻に訪おとずれて、しかし代金のことではなく別の話を切り出した。

「俺は瑞希に頼みごとがあるんだけど、聞いてもらえる？」

「あ、うん。もちろん」

　玄げん関かん先さきで言いかけた亮平を、ひとまず入ってと居間にあげる。そうして、座ざ卓たくの前に行かせて腰こしを下ろさせ、瑞希自身は亮平にお茶を出そうとしたときだった。

「それはいいから、ここに座って」

　亮平は真しん剣けんな表情で、自分の前を仕草で示す。瑞希は彼に言われるままにその正面に膝ひざをついた。

「なに……？」

「俺をしばらくこの家に通わせてくれないか？　瑞希の体調がよくなるまでのことでいいから」

　思いがけない彼の台詞に、瑞希は目をぱちぱちさせた。すぐには思案がつかないで黙だまっていると、彼がどうなのかと聞いてくる。

「駄だ目めか、瑞希？　それともオッケイしてくれる？」

「えっと、あの。体調がよくなるまでって……でも、僕は元気だよ。亮平が心配することはなにもないから」

「うん、瑞希がそう言うならそうかもしれない。だけど俺は心配なんだ」

　瑞希があやふやな口調になったら、亮平はまるでこちらを貫つらぬくような視線を投げる。強いまなざしに射い抜ぬかれて、思わずこくっと息を吞のんだ。

　幼い彼が自分を心配してくれたときには微笑ほほえましいと感じるゆとりがあったのに、いまはなぜか妙みような具合に心が揺さぶられている。動どう揺ようしている自分自身に困こん惑わくして、しばし固まったままでいたら、彼がまた口をひらいた。

「よけいなお節せつ介かいだと瑞希がうとましく思うなら、この頼みは引っこめてもかまわない。だけど、少しでも譲じよう歩ほできる余地があれば、うんと言ってほしいんだ」

「僕は……その……」

　正直言えば、亮平が来てくれるのはすごくうれしい。昔のようにしょっちゅう亮平と会えるなんて夢みたいだ。

（だけど、亮平に迷惑なんじゃ……）

　久しぶりの対面で、瑞希は無様にもめまいを起こして引っくり返った。その際に、ろくに眠ねむらず、食わずにいたことも気づかれたから、亮平は子供のときの感覚を引きずって、無理をしてでも助けてやろうとしているのじゃないだろうか？

　迷いながら、瑞希は真しん摯しなまなざしを見返した。

（もし、僕がうんと言ったら、独特の色をしたこの眸ひとみを何度も見られる……？）

　亮平がここに毎日通ってきて、自分と一いつ緒しよに過ごしてくれる？

　おしゃべりをして、ご飯を食べて、ともに笑い合うことができる？

　そう考えると、気持ちがぐらつく。できれば、うんとうなずきたい。

（でも、駄目だ。僕の都合で亮平に負担をかけてしまうなんて）

　おのれを唆そそのかす誘ゆう惑わくよりも自制の想いが大きくなって、瑞希は目を伏ふせがちにちいさな声を畳たたみに落とした。

「僕は……承知、でき……」

「瑞希」

　自分を遮さえぎる強い声。ハッと見あげると、絶対あとには引かないというような強い意志を表した顔があった。

（ああ……亮平のこの顔は、何度か見た）

　普ふ段だんは我わが儘ままを言うことのない亮平が、自分の意志をどうしても押し通そうとするときの表情だ。

　北海道に引っ越こすときに、空港で亮平が──俺はまたかならず瑞希に会いに来るから──と言ったときと同じ顔。

　それに気づいた瞬しゆん間かんにさっきまでのためらいを押しやって、なにかが瑞希の胸の内から湧わいて出てくる。

「……ここまで通うのは、大変だよ？」

　亮平に負担をかけるのは嫌なのに、喉のどの奥から出てきたのはそんな言葉だ。

「ぜんぜん大変なんかじゃないさ。それじゃ、瑞希は承知なんだな？」

　瑞希のそれを遠回しの肯こう定ていと理解して、亮平が身を乗り出した。瑞希はうつむき、蚊かの鳴くような声で言う。

「でも、買い物のお金は受け取ってくれなきゃ駄目だよ？」

　この念押しは「うん」と言ったも同然で、見る間に亮平の表情が明るくなった。

「もちろん、そうする。なにか買ったら、あとでレシートを渡すから」

「その、別に、レシートとかはいいんだけど……」

　ほんとにいいのと念押ししたら、亮平が大きくうなずく。

「前期の講義はだいたい二時ごろ終わるように組んでるんだ。それが終わったら、ここに来る」

「まっすぐに？」

「うん」

「亮平は、それでいいの？」

「いいさ。瑞希は？」

　ニコッと笑って聞かれたら、もう駄目だった。ひそかに弾はずむ気持ちを抑おさえて、瑞希は白旗を掲かかげてみせる。

「僕も、いいよ」

　申し訳ないと思う心もあったのに、これからは亮平と毎日会えると思っただけで、うれしさが滲にじんでしまう。おぼえず頰ほおが緩ゆるむのを瑞希は急いで引き締しめた。

「あの。だけど亮平は、ここには遊びに来る感じでいいからね。僕も師匠の内うち弟で子しをしてたんだし、家事はひととおりやれるから」

　言ったけれど、亮平はうなずいてくれなかった。どころか、こちらの弱点を的確に突ついてくる。

「ここで瑞希がちゃんと内弟子をしてたのはわかってる。だけど、料理は？」

「……日本茶を淹いれるのは得意だよ。師匠にいつも差しあげてたから」

　返答になっていないと自分でも知っていたが、やはり亮平はそれでは納なつ得とくしなかった。

「うん、そうなんだ？　それで、飯の支し度たくのほうは？」

　突っこまれて、にわかには答えられず、むやみに視線をうろつかせる。

「食事は……師匠にこだわりがあったから。産地とかにも気を配ってて、すごい贅ぜい沢たくはしなかったけど、そのときどきの旬しゆんのものを美味おいしく調理して食べたいほうで……だから師匠は自分で全部……」

　最後はもにゃもにゃと口のなかに消えていく。返答に窮きゆうして黙ってしまうと、亮平がなだめ顔で述べてきた。

「や、別にそれが悪いって訳じゃないんだ。なんてったって、瑞希は先生の弟子だもんな。師匠のやり方に万ばん事じ合わせるのは普ふ通つうだから、料理をおぼえる機会がなくても変じゃない」

　だから気にするなと亮平が言ってくれた。なんとなく丸めこまれた気もするが、瑞希は素す直なおに首を振ふる。

「光塩先生には及およばないけど、俺も料理は得意なほうだし。たんなる俺の趣しゆ味みだと思って、瑞希はやらせとけばいい」

「そ、そう……？」

「そうそう。俺が好きでやってるんで、費用もきちんともらうから」

　そんなふうないきさつで、亮平は北鎌倉まで通いはじめることになった。







　その後の亮平は、授業が終わるとまっしぐらに北鎌倉の家を訪れ、当日の晩の分と、翌日の朝昼の食事を作り、風ふ呂ろの支度をしたのちに、瑞希と晩飯を一緒に食べてから学生寮りように引きあげるのを日課にしている。

　そればかりか有能かつ気の利きく彼は、来客が苦手な瑞希の代理として、荷物を届けに来る宅配業者や、注文伺うかがいの青果店や、酒屋の応対も率そつ先せんして請うけ負おってくれていた。

「瑞希。『松まつ源げん』さんには、キャベツと、玉ねぎと、マッシュルームを頼たのんどいた。『山やま秀ひで』さんには、みりんと、料理酒と、ミネラルウォーターを持って来てくれるように言っといたから」

「ありがと、亮平。助かるよ」

　いつしか気づけば、ふたりのあいだでそんな会話も日常になっている。

　しかも亮平は、家のなかのことだけではなく、さらにはここの中庭が放置気味になっているのをなんとかしようと思ったらしい。

　この日は大学の講義が休講になったからと、かなり早い時刻から顔を出して、せっせと庭の雑草を引き抜いたあと、光塩が植えていた庭木の類たぐいに鋏はさみを入れて、あちこち形を整えはじめる。

　おりしも今日は週末の金曜で、瑞希は常日ごろから忙いそがしく立ち働いている亮平に少し楽をしてほしいと、近所の寿す司し屋やから出前を取った。風呂も早々に沸わかしておいて、汗あせを搔かいたのをさっぱりさせてから一緒に食事をしてもらおうと思ったのだ。

「亮平……っ、わっ！」

　夕暮れどきに瑞希が中庭に行ってみると、ちょうど亮平が散水機で庭木に水をやっている最中だった。声をかけながら、なにげなく近づこうとしたときに、いきなり目の前でその水が広こう範はん囲いに飛び散った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……!?」

　どうやら古い散水機が壊こわれたらしく、いきなり大量の水を撒まき散らしたからたまらない。手前のほうにいた自分はどうにか助かっていたものの、盛大に水をかぶった亮平はびしょ濡ぬれになりながら、蛇じや口ぐちをひねって飛沫しぶきを止めた。

「……ホースが裂さけてる」

　それを確かめてから、亮平は「大丈夫、濡れただけ」と無造作に告げてきた。

「だけど、ものすごく濡れてるよ」

　亮平の着ていたＴシャツも、ジーンズも、色を変えるほどぐっしょりだ。髪かみからも水が滴したたっていて、とっさにタオルをと考えた瑞希だったが、それよりも手っ取り早い方法がある。

「亮平、すぐにお風呂に入って」

　どのみち今夜は食事前にゆっくり入浴してもらうつもりだった。サンダル履ばきの足を濡らしつつ近寄ると、得意そうに胸を張る。

「僕が沸かしといたんだ」

　全身ずぶ濡れの亮平を引っぱって、瑞希は彼を二階の風呂場に連れていった。光塩の好みで造らせた檜ひのきの風呂場は、浴よく槽そうも大おお柄がらの彼に合わせた大きなもので、おそらく長身の亮平もゆったりと入れるはずだ。

「着き替がえはあとで出しとくから。下着は前に間ま違ちがえて、大きいサイズを買ってたのがある」

　脱だつ衣い所でそう言うと、亮平が「わかった」と承知する。瑞希は自室に取って返すと、簞たん笥すから着替えと下着とを取り出して、ふたたび風呂場に戻もどっていった。

「亮平、着替えをここに置いとくね」

　脱衣所で声をかけたら、礼を告げる声が浴室のなかから返る。

　瑞希はタオルと、用意してきた衣類を置いて立ち去ろうとしたのだが、ふっとシャンプーが切れているのを思い出した。

「ごめん、亮平。シャンプーの替かえがここに……」

　棚たなから詰つめ替えの袋ふくろを取り出し、瑞希は浴室への扉とびらを開けた。

「わっ」

　瑞希が浴室に入ったとき、ちょうど亮平は湯ゆ桶おけの中身を自分にかけたところだった。浴槽のすぐ手前からこちらを見るなり、彼は頰を引き攣つらせる。

「え……？」

　亮平がひどく驚おどろくさまを見て、瑞希もまたびっくりする。

「どしたの、亮平？」

　これまで何度も一いつ緒しよに入浴したことがあり、瑞希は自分が特別おかしなことをしたのだとは思わなかった。

「これ、切れてたと思ったから……」

　白いシャツにスラックス姿の瑞希は、当とう惑わくしながら裸足はだしでぺたぺた近づいていく。

　とりあえずシャンプーの詰め替えを手て渡わたすくらいはしておこうかと思ったのだ。なのに、亮平はすごくあわてた顔になり、こちらが距きよ離りを縮めていくと、思いきり背を反らして後ずさった。

「ちょ、待てって……うわっ」

　バランスを崩くずした体勢から足を滑すべらせ、亮平は背中から浴槽へ落ちかかる。直後に派手な水みず飛沫しぶきがあがって、彼の姿が浴槽のなかに沈しずんだ。

「亮平……!?」

　瑞希はシャンプーの詰め替えを床ゆかに落とし、彼の許もとに駆かけ寄った。

「大丈夫!?」

　自分が濡れるのもかまわずに、彼の脇わきから背中のほうに腕うでを伸のばして、上半身をかかえ起こす。そうして、どうにか亮平を助け起こすと、彼はぷはっと息をつき、つかの間閉じていた目ま蓋ぶたをひらいた。

「亮平、平気？　どこか怪け我がをしなかった？」

「…………」

　聞いても彼は答えない。ただじっと、こちらのほうを眺ながめている。

（え……？）

　瑞希は亮平を助け起こすのに必死でいたから、たったいままで気づかなかったが、相手は浴槽に尻しりをつけて座った状態、自分はその上に身体からだを伸ばして抱だきついた格好なのだ。

　ふたりは図はからずも抱き合うような体勢になっている。瑞希がそれを意識した瞬しゆん間かんに心臓がとくんと鳴った。

（なんで……そんな目で……？）

　こちらのことを見つめているのか。

　まじまじと凝ぎよう視しされ、瑞希はそのまなざしの激しさに自分もまた動けなくなる。

　そうしてしばし固まったままでいると、亮平はゆっくりと視線を下げて、湯を滴らせている細い顎あごから首筋へ、そしてそこからさらに白いシャツの襟えり元もとへとその視点を移していった。

「……りょ、亮平……」

　これは本当にあの亮平か？　いつも気さくに、穏おだやかに接してくれる、あの青年なのだろうか？

　瑞希の慄おののきを知ってか知らずか、亮平はいまだに黙だまりこくったまま白いシャツの胸むな元もとを注視している。

　どこをそんなに見ているのかと、亮平の視線の先を目で追って……直後にカアッと頰ほおを染めた。

（な、なんで、こんなとこ……っ）　>>>♥

　髪や顔と同様に、瑞希のシャツも湯を吸っていて、ことに袖そでと前面部は肌はだに張りつくほど濡れていた。そしてそのせいで、胸に張りついている布地から、瑞希のその箇か所しよが透すかし見えていたのだった。

　淡あわく色づく乳輪と、そこの中心にあるちいさな尖とがり。

　亮平の凝視の先が自分の乳ち首くびにあると知って、瑞希は羞しゆう恥ちと困惑とで、どうしていいかわからなくなる。

「りょ、りょう……」

　震ふるえる声を洩もらしたら、亮平が目線をあげた。

　今度はじっと唇くちびるを見み据すえられ、獰どう猛もう過ぎるまなざしにおぼえず息を吞のみこんだ。

（う……っ……）

　これは本当に誰だれなんだろう？

　慄く瑞希は、おそらく激しい戸と惑まどいを顔面に表していて、亮平は唇から目をあげた瞬間にそれに気づいたようだった。

「……ああ……ごめん、驚かせた？　俺もびっくりして固まってた」

　視線をやわらげて洩らした声は、幾いく分ぶんしわがれていたけれど、元の亮平に戻ってくれてほっとした瑞希にとって、それは些さ細さいなことだった。

「あ、うん……いきなり浴槽に落ちちゃったから、僕もあわてた。あの……どこも怪我とかしていない？」

　背中につけていた両手を離はなしておずおずと訊たずねかける。亮平は「大丈夫」と言ってから、床に落ちていたシャンプーに目をやった。

「詰め替えを持ってきてくれたんだな。瑞希、ありがと。あとは自分でやれるから」

　平静な声こわ音ねにうなずき、瑞希はそっと彼の脇から腕を引き抜ぬき、そろそろと身体を起こした。無意識に大きな動作を控ひかえていたのは、あるいは彼を刺し激げきするのを怖こわがっていたせいか。

　強い視線を自分の背中に感じつつ、逃にげる動作にならないようにことさらゆっくりと瑞希は浴室を出ていった。

（……ふう）

　脱衣所に入ったとたん、肩かたの力がいっきに抜ける。ここでシャツを脱ぬぐことはせず、バスタオルを手に取ると、さらにそこから廊ろう下かのほうに向かっていく。

　頭のなかにはさきほど見たまなざしが残っていて、改めて瑞希を混乱に陥おとしいれた。

（さっきのあれは……いったいどういうことなんだろう？）

　惑う瑞希が頰に手を当てたとき、階下から電話の音が鳴りはじめた。







　びくっと肩を跳はねあげてから、瑞希は反射で腰こしをあげる。

（誰……？）

　電話の応対は苦手だが、放ほうっておく訳にもいかない。瑞希は一階に下りていくと、応接間にある固定電話の受話器を取った。

「はい、淡島です」

『やあ、瑞希。なにしてた？』

　受話器から流れてきたのは、耳に引っかかるような高い音調の男の声。名乗らなくてもわかるだろうと言いたげな馴なれ馴れしいこの口調は片かた桐ぎりだった。

　彼は現在、大手出版社の社員であり、かつては光塩の担当編集者を務めていた男である。ぱっと見はエリート風で、隙すきなく整った容姿だが、あることから瑞希は彼との接せつ触しよくを避さけるようになっていた。

『仕事の最中じゃないだろう？　だったら、瑞希が電話に出るはずないもんな？』

　知ったふうな男の台詞せりふに、瑞希はおぼえず眉まゆをひそめた。一いつ瞬しゆん、このまま電話を切ろうかと思ったが、やはり言うだけは言っておきたい。

「もう電話をしないでください」

　この屋や敷しきの主あるじが亡なくなってのち、片桐は瑞希に連れん絡らくを寄よ越こしてきた。

　まるで、ここに出入りする弔ちよう問もん客や、手続き上の関係者などがいなくなるのを見み澄すましていたかのように、瑞希がひとりになったころから執しつ拗ように接触してくるのだった。

『いまは都合が悪いのか？　それならまたかけ直すが』

　男が発する猫ねこなで声を耳にすると、おぼえず忌いまわしい過去の記き憶おくが甦よみがえり、瑞希の肌が粟あわ立だった。

　まるで夜の沼ぬま地ちに足を取られてしまったような、湿しめって粘ねばつく不快な感かん触しよく。そして、その間中浴びせられる男の傲ごう慢まんな言い草と、それに反論できないままに流されていく自分の姿。

　二年前に瑞希をいやおうなしに巻きこんだ、悔くいの交じる苦く悩のうの出来事は、しかしもう終わらせられたはずだった。

　持っていたバスタオルを握にぎりながら、瑞希はさらに相手を拒きよ絶ぜつする言葉を探した。

「いまじゃなく、今後電話をかけてほしくないんです。あなたとは二度と話したくありません」

　これは自分の真実の想おもいだった。片桐と会話したい気持ちなどまったくない。この男とのあいだに起こった出来事は、いまも瑞希の心のなかに深い傷きず跡あとを残している。

　なのに、片桐は平然とこんなことを嘯うそぶくのだ。

『瑞希、いつまでも意地を張るのはやめるんだ。きみもひとりで寂さびしいんだろ？　そのうち俺がきみに会いに行ってやる』

「やめてください！　絶対来ないで」

　このうえの会話を続けたくなくて、相手に断らずに電話を切った。

「はぁ……」

　架か台だいに戻もどした受話器に手を置いたまま、瑞希は畳たたみに座りこんだ。

（師し匠しようのお陰かげで、あの男とは縁えんが切れたと思っていたのに……）

　出版社の編集として、片桐がこの屋敷に顔を出したのは二年半ほど前だった。かねてより光塩が書きためていた随ずい筆ひつを本にしてまとめるという話になり、そちらの担当として彼は足あし繁しげくここに出入りするようになったのだ。

　当初は、光塩とのあいだはもちろん、片桐は瑞希とも良好な関係を保っていた。

　そもそも彼は、担当編集者という以上に光塩の熱心なファンであり、同じく師匠を尊敬する瑞希とは最初から共通点がたくさんあった。しかも彼は染せん織しよくばかりか、陶とう芸げいなどの美術品に関しての知識も豊富で、瑞希はそれらのことを語り合うのが楽しかった。

　そのうち片桐に言こと葉ば巧たくみに聞き出され、女に興味を持てないとつい洩らしてしまったが、それも彼の人格を信しん頼らいしていたからだった。

　そして瑞希の推測どおり、その場での片桐は特になにか言うでもなくただ黙だまってうなずいた。だから瑞希はほっとしてこんなふうに考えたのだ──たとえ自分にどのような性せい癖へきがあろうとも、そちらは個人の問題であり、片桐は淡たん々たんと事実のみ受け入れてくれたのだろう。

　けれどもまもなく、そんな瑞希の思いこみを木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだくようなことが起こった。

　生き真ま面じ目めな編集を装って、片桐が瑞希に呼び出しをかけてきたのだ。光塩の本のことで相談があると言われ、出かけた先はホテルのバー。瑞希はそこで、おそらくはおかしなものを飲まされてしまったらしい。

　気がつくと、ホテルの部屋で、片桐が荒あらい息を吐はきながら自分のうえで必死に腰を振ふっていた。

　──きみが酔よって、俺のことを誘ゆう惑わくしたんだ。おぼえていようがいまいが、その事実は変わらない。

　行こう為いのあとに発せられた片桐の言い草は、瑞希を恐きよう怖ふと混乱に陥れた。

　とんでもないことをした。自分はこの男と寝ねたいと思っていなかったのだ。ただ、敬愛する光塩という存在を中に挟はさんで、親しくしていただけだ。

　けれども、瑞希の主張は片桐には少しも通用しなかった。身体からだの痛みをこらえて、おぼつかない口調ながら、自分の気持ちを伝えた瑞希は、しかし片桐のスマートフォンに残された自分の痴ち態たいを見せつけられて、真っ青になってしまった。

　──瑞希は俺と寝たんだからな。もう俺のものなんだ。

　傲ごう然ぜんとそう言い放つ片桐は、瑞希との関係を一回きりで終わらせようとしなかった。昼間、光塩の随筆をまとめる用事でこの屋敷に来たときは、熱心に仕事を遂すい行こうしていたが、夜になると瑞希を強ごう引いんに連れ出して、朝まで帰さないこともあった。

　そのたびに必死で嫌いやだと抗あらがったのだが、片桐の求めを拒絶しようとすれば、光塩にばらすと言われ、結局折れて従わざるを得なかった。

（男のことで、仕事も手につかなくなっている自分自身が情けない。師匠には、こんな僕を知られたくない）

　その想いが瑞希を縛しばり、また片桐が自分の身体を抱だくときの乱暴な仕打ちにも神経が削けずられて、毎日が耐たえがたくつらかった。

　瑞希は片桐を見ると怯おびえ、それが彼にも伝わって、ますます相手を苛いら立だたせ、粗そ暴ぼうな振る舞まいをさせるという悪あく循じゆん環かんのくり返し。

　まるで拷ごう問もんにでも遭あっているような日々の果て、ついに瑞希は片桐に宣言した。

　──もう二度とあなたの誘さそいは受けません。

　片桐に振り回されて、さんざん悩なやみ、惑いつつ、それでも瑞希は懸けん命めいに考えたのだ。

　光塩に片桐との関係を知られるのは恐おそろしいが、それを隠かくしてこの男と関係を持ち続けていたくない。確かに自分は、好きでもない相手と寝るという過あやまちを犯おかしたが、それを覆くつがえすことだってできるはずだ。

　傷つき、苦しみ、恐ろしさに震ふるえながらも、瑞希は片桐の求めを撥はねつけ、以後は決して彼の脅おどしに屈くつしなかった。

　そしてこの関係は、業ごうを煮にやした片桐が、この屋敷のなかで瑞希に無体を働こうとしたところを光塩に見つかるという顚てん末まつで幕が引かれた。

　自分の弟子には事実を確かめるための質問をし、いちおうは片桐の言い分を耳にした光塩は──今後いっさいわしの前に顔を出すな──と片桐に怒ど鳴なったのだ。

　あとで聞けば、瑞希の師匠は片桐との関係を勘かんづいていて、それでも当人達が合意のうえならと考えていたそうだ。

　光塩は打ちひしがれている瑞希を慰なぐさめ──そんなにあやまらなくていい──と言ってくれた。

　──理り不ふ尽じんな出来事も、つらい思いも、人生にはつきものだ。どんな経験もおまえの一部。肝かん心じんなのは、そのあとをどう生きるかだ。

　そう言ったあと光塩は、この一件に関しては誰だれにも言わないと瑞希に約束してくれた。

　──瑞希がこれを乗り越こえられる日が来るまでは、わしはいっさいこのことを口にせんよ。悩みや苦しみもひとという存在があってこそだ。以後はよりいっそう修しゆ業ぎように励はげんで、糸の上に自分の想いを織り出すといい。真しん摯しに紡つむぐ心を見たとき、ひとは気持ちを動かされる。

（それなのに、僕は昔にあと戻りをするつもりか……？）

　違ちがうと瑞希は首を振る。

　片桐がなんと言おうと、ふたりの関係は終わったのだ。自分は二度と彼に応じることはしない。瑞希が改めてそれを心に誓ちかったとき。

「瑞希」

　虚きよを突かれ、瑞希は文字どおり飛びあがった。

「なっ、なに!?」

「……まだ着き替がえていなかったのか？　随ずい分ぶん暖かくなってきたけど、いつまでもそのままだと風邪かぜをひくぞ」

　顔色を変えたまま振り向くと、亮平は……ものすごく変な格好になっていた。

「それ……」

「もうちょっと大きなやつはなかったのか？」

　苦りきった声を発する亮平は、瑞希の服を着ていたが、シャツの前がぱつぱつになっているし、両りよう腕うでも相当きつめで八分袖そで。スラックスのウエストも合っていなくて、金具は上まで閉められず、両りよう脚あしはかなりの部分が裾すそからにょっきり突つき出している。

「ご、ごめ……っ」

　亮平が格好いい容姿なだけに、おかしさが際きわ立だっている。

　さきほどかかってきた不快な電話も、過去の暗い追想も一いつ瞬しゆん忘れ、瑞希はたまらず噴ふき出した。

「そ、そうだよねっ……僕とはサイズが違うものね」

　下着はさすがに入らないかと思ったが、シャツとスラックスに関しては、自分にゆとりがあることを考えて、大だい丈じよう夫ぶかと推量したのだ。

「なっ……なにか……他ほかに……っ」

　笑いをこらえようとして、明らかに声が震える。亮平はさらにぶすっとした顔になり「そんなに笑わなくてもいいだろ」と唇くちびるを曲げてみせる。

「まあいいけどさ。それより、瑞希。早く服を着替えろよ」

「う、うん。亮平も浴衣ゆかたと替かえる？　あれなら多少はましかもしれない」

　ようやくどうにか笑いを収めて瑞希が言った。しかし亮平は「いい」と言う。

「それだって、袖も丈たけも足りないんだろ？」

　濡ぬれた衣服は乾かん燥そう機きで回しているから、それまでこれを着ていると亮平は告げてくる。

　瑞希はふたたび笑わないよう亮平から視線を逸そらした。

「それじゃ、僕は着替えてくるね」

　亮平がおかしな格好で現れたので、いっとき気分がなごんだし、風ふ呂ろ場ばで妙みような雰ふん囲い気きになったことも、いまは自分の勘かん違ちがいかと思えている。

（驚おどろいただけだって言ってたし……あれはそういうことなんだ）

　幾いく分ぶん気持ちを軽くして、廊ろう下かにひと足踏ふみ出したとき、背後でピリリという音がした。

「……っ!?」

　刹せつ那な、瑞希の息が止まった。次いで、愕がく然ぜんとして振り向くと、亮平が胸ポケットに入れていたスマートフォンを引っ張り出すところだった。

「あ、悪い。俺の電話」

　亮平はあやまる仕草で左手をちょっとあげると、端末を耳に当て、誰かの話を聞いていたのち、通話口に声を吹ふきこむ。

「明日あしたのゼミのレジュメだって？　それは……」

　どうやら相手は大学の友人らしい。電話の音に驚きよう愕がくしてしまったせいで、いまだ平らかではない気持ちをかかえて、瑞希は二階へと歩みはじめる。

　その胸にどこかからひとつの想おもいが湧わきあがり、それがゆるやかに暗い場所へと沈しずんでいった。

（僕はさっきのが……片桐さんからの電話かと思ったんだ。僕は……亮平に、片桐さんとのいきさつを知られたくない）




　　　　◇　　◇




　亮平がもし、自分と片桐の関係を知ったならどう思うだろう？

　その想いを心の底に沈めたまま、しかし瑞希は表向きはなにげなく振ふる舞おうと努めていた。

「亮平、今日はいい天気だし、散歩がてら明めい月げつ院いんまで行ってみようか？」

「明月院って、確か紫陽花あじさいが咲さいてるとこか？」

「うん。いまが見ごろだと思うんだ」

　いつも自分のことで忙いそがしくしてくれている亮平にも鎌倉を楽しんでもらいたい。

　そんな想いで、瑞希は晴れない気持ちを無理に引き立て、学校帰りの亮平を観光地に誘ってみた。すると、亮平は機き嫌げんよくうなずいて、

「それはいいな。じゃあいまから行ってみようか」

　そうしてふたりして、なごやかにおしゃべりしながらそこまでぶらぶらと歩いていく。明月院は北ほう条じよう家縁ゆかりの寺で、まずは本堂でお参りを済ませたあと、なにか飲もうということになり、境けい内だいにある茶屋に向かった。

「亮平、なに頼たのむ？」

「瑞希は？」

「僕は、えっと、抹まつ茶ちやと和わ菓が子しにしようかな」

　じゃあ俺もと、亮平は同じものを注文し、緋ひ毛もう氈せんの敷しかれた茶席に隣となり合わせて、青や紫むらさきに彩いろどられた花を眺ながめる。

「綺き麗れいだねぇ」

　いっときは憂うれいも忘れ、瑞みず々みずしい緑のなかに鮮あざやかに浮うかびあがる多た彩さいな色に思わず見み惚とれる。

　すると、亮平が席を立って、しばらくどこかに行ったあと、スマートフォンを手に持って戻もどってきた。

「ほら、瑞希」

　亮平が差し出したスマートフォンの画像には、可愛かわいらしいピンクの紫陽花が写っていた。

「わ。こんな色もあったんだ」

　思わず感かん嘆たんの声をあげると、亮平がニコッと笑う。

「瑞希はたぶんこういう色が好きかと思った」

「……ありがと、亮平」

　亮平が楽しんでくれればいいと思っていたのに、ここでもやっぱり、彼は自分に尽つくしてくれる。すまないと思うのにうれしくて、瑞希は微び妙みような笑えみを浮かべた。

「気にするなって。俺がしたくてしてるんだって、いつも言ってることだろう？」

　瑞希の心情を的確に拾い取ると、亮平が右みぎ腕うでをつと伸のばし、こちらの髪かみに触ふれてくる。そして、そこをくしゃくしゃに乱してくるから、瑞希は驚いて目を瞠みはった。

「わっ……亮平!?」

「あは、ごめん」

　亮平は笑いながらあやまると、茶席から悠ゆう々ゆうと皿を取りあげ、美味おいしそうに和菓子を食べてみせたのだ。

「瑞希。この餅もち、結構うまい」







　そんなふうにして、どうにかなごやかな暮らしが続いていたものの、しかし決して事態はいい方向に進んでいるとは言えなかった。

　その後も相変わらず片桐からの連れん絡らくがやむことはなく、瑞希の心臓を容よう赦しやなく締しめつけてくる。

　あれからは電話機の表示をまず確かめるから、受話器を取りはしないものの呼び出し音が鳴るだけで瑞希の顔から血の気が引いた。

　日ごとに瑞希の心は重くなるばかりで、次し第だいに食しよく欲よくも落ちてきて、夜も眠ねむれなくなっていく。

　そして、亮平はそんな瑞希を心配し、食が少しでも進むようにと、さまざまな献こん立だてを考えては勧すすめてくれた。

「ただの夏バテだから心配ないよ」

　何度も瑞希はそう言い張り、無理をして亮平の作ってくれた料理を食べた。

　しかし、そののちもいっこうに食欲は回復せず、この日も昼食を残した瑞希についに業ごうを煮にやしたのか、「今日はどうでも聞かせてもらう」と亮平が詰つめ寄ってきた。

「瑞希はいままではぐらかしてばかりだけど、そこまで飯が食えないような理由ってなんなんだ!?」

「理由なんて、別に……ほんとにこれはなんでもないんだ」

「だけど、なんでもないはずないだろ。そんなひどい顔色で！」

「でも本当に平気だから……」

「瑞希！」

　亮平は強い声を出したのち、ぐっと唇を引き結んで、こちらの顔を見み据すえてくる。

（……っ、りょう……へい？）

　彼が泣きそうな顔をしていたということはない。むしろ苛いら立だたしげに相手を睨にらみつけている。

　けれども、瑞希にはわかったのだ。

　亮平は自分のことが心配でたまらなくて、さらには、この状じよう況きようをどうすることもできないでいるおのれの無力さに歯は嚙がみしている。

　どうしていままで気づかずにいたのだろう。

　彼の唇くちびるは苦しそうに歪ゆがんでいるし、その両眼は焦しよう慮りよの色を浮かべている。いつしか彼の顔色までも悪くなり、頰ほおも前より削そげたようだ。

（僕のせいで、亮平は傷ついている）

　瑞希が大切に思うひとが、自分のために苦しんでいる。

（こんなの……駄だ目めだ）

　片桐と自分との関係を亮平に知られたくない。その想いは、いまもやはり心にある。

　それでも、こうしていたずらに彼を心配させ、苦しめていいはずはない。

（このままじゃ駄目なんだ……早く……どうにかしなくちゃいけない）

　まるで炙あぶられるようなあせりが生じ、なにかないかと考える瑞希の頭に、かつて聞いた師し匠しようの声が甦よみがえる。

　──理り不ふ尽じんな出来事も、つらい思いも、人生にはつきものだ。どんな経験もおまえの一部。肝かん心じんなのは、そのあとをどう生きるかだ。

（そうだ。僕は……）

　自分にはまだできることがある。この事態を越こえられる力がある。そう信じて努力したい。

　瑞希はおのれにそれを強く言い聞かせ、微かすかな笑みを頰に浮かべた。

「亮平、ごめんね……ちゃんとご飯を食べるから」

「ほんとにか!?」

　亮平はあからさまにほっとした顔をした。それを見て、またも瑞希の胸が痛む。

（僕のせいで、こんなにもきつい思いをさせてたんだ）

　それでも、本当のことだけは言えなくて、視線を下にして低く洩もらした。

「たぶん……夏なつ風邪かぜなのかと思うんだ。だから、ちゃんと薬も飲むし、休みもするよ」

　そして、瑞希は言ったとおりに、亮平の作ってくれた昼食を口にして少し眠り、夜の食事もきちんと済ませた。







　その晩、瑞希は「随ずい分ぶん楽になった」と言い張り、亮平が後ろ髪がみを引かれる様子で帰ったのち、一階の応接間に下りていった。そこにある電話帳から番号を探し出し、目当てのそれを見つけると、電話をかける。待つほどもなく相手は出てきて、

『はい。腰こし越ごえ弁護士事務所です』

「あ、すみません、夜分遅おそくに。こちらは北鎌倉の淡島ですが……」

　ひとつ息を吸ってから、瑞希は弁護士に片桐との一件を過去に亘わたって打ち明けた。この人物は光塩の顧こ問もん弁護士をしていた繫つながりから、引き続き瑞希とも契けい約やくを結んでいたのだ。

　誰だれにも片桐との関係を知られたくない。そう思いつめて、気持ちがすくんでいたときには考えつかなかったことだが、いまはこの件を打破したいという想おもいが、恐おそれやためらいに勝っていた。

　腰越はひととおり瑞希からの話を聞き、自分のほうも必要だと思われる事こと柄がらを質問したあと、過去の事件性を立証するのは難しいが、つきまといの方向で対処できると言ってくれた。

『まずは、淡島さんにつきまとっている相手に対して、管かん轄かつの警察署長から警告文を送付します。それでも迷めい惑わく行こう為いを続けるようなら、今度は公安委員会から禁止命令を行います。そして、その命令に違い反はんした場合には、法で処しよ罰ばつできるんです。もちろん、そこまで行かずに事が収まれば申し分ないんですが』

「はい。……僕も片桐さんを法で処罰したいなんて思っていません。ただ、僕のことを忘れてほしいだけなんですが……」

　それが、どうしてこんなにしつこく絡からんでくるのか。

　瑞希の疑問に、腰越は『これはただの憶おく測そくですが』と前置きし、自分の意見を披ひ露ろうする。

『相手の男は、いささか度を越えて光塩先生を崇すう拝はいしていた。そして、あなたはその先生の唯ゆい一いつの内うち弟で子しだ。もしも、その男があなたのことを一個の独立した人格ではなく、先生の一部のように思っていたら、あなたを籠ろう絡らくすることで光塩先生を部分的に手に入れたと錯さつ覚かくしても、不思議ではありませんから』

「そんな……」

　薄うす々うすとは感じていたが、改めて第三者から意見を聞くと、それもそうかと納なつ得とくできるところがあった。

　瑞希の人格は最初から否定され、光塩の欠片かけらのように思われていた。そして、そのために策を弄ろうしてまで自分を抱だいた。

　なぜならそれは──瑞希を通して光塩を見ていたからだ。

　その事実が腑ふに落ちて、思わず大きなため息を吐はき出すと、もしや相談者にショックを与あたえてしまったかと、腰越があせった声であやまってくる。

『ああすみません。出過ぎたことを言いました』

「え、いえ……僕はむしろ……いまのお話を伺うかがって、ほっとしました」

　片桐は瑞希を少しも好きではなかった。抱いたのは、瑞希を光塩の一部のように思っていたから。

　そうと聞かされて、本当にそのとおりと納得できるし、安あん堵どもした。

　過去から現在に亘っての片桐の行為には変わらず嫌けん悪おの念しかないが、だからこそ、自分を恋こい慕したうがゆえの行動ではないとわかって、かえってすっきりした気分になった。

「腰越先生に相談して、本当に助かりました。お陰かげさまで、自分のなかの迷いが少し晴れたような気がします」

『そうですか、それはよかった。この件に関しての手続きは、こちらで進めておきますからね』

　言って、腰越が会話を終わらせようとする。

「あ。待ってください」

　それともうひとつ考えていることがあるのだと瑞希は言った。

「この家に関してのことなんですが……」




　　　　◇　　◇




　腰越弁護士と話し合った翌日から、瑞希はじょじょに元の食しよく欲よくを取り戻もどしはじめていた。亮平に言われるまま、彼の料理を口にしたし「そっちもどうぞ」とお返しに彼にも勧める。

「このミートボール、すっごく美味おいしいから食べなきゃ損だよ。僕のをひとつあげるから、亮平も食べてみて」

　自分の皿のをあげようと瑞希が言うと、彼は目を白黒させた。

「いやあの。それは俺が作ったんだし、もう味はわかってて……」

「駄目だよ。僕と半分こ」

「……えーと。わかったよ。ありがたくいただきます」

「おいし？」

「ん、まあ。……あ、瑞希。自分で食うから！　『あーん』はしなくてもちゃんと食うから！」

　昔、おままごとをするように、互たがいに食事を食べさせ合った。その折の光景を思い出し、瑞希がミートボールを挟はさんだ箸はしを差し出せば、大きな体たい軀くをした青年が困ったように顎あごを引く。それからすぐに半笑いの顔をして、

「瑞希には負けるよ、まったく。……だけど、ほんとに瑞希が元気になってよかった」

「亮平、ごめんね。それと、ありがとう」

「礼はいい。俺がやりたくて、やってることだ」

「うん、ごめん」

「ごめんもいいって。それより、ほら、もっと食えよ」

　以前のようにほのぼのとした情感を交かわしながら、しかし瑞希はここのところ胸を占しめているある考えに想おもいを馳はせた。

（亮平はほんとにやさしい。僕が弱ってしまっていると、すぐに気づいて助けの手を伸のばしてくれる。でも、いつまでもこんなことでいいんだろうか？）

　亮平は遊びたい盛りの大学生で……なのに自分の世話をするため、生活が学校とこの家の周辺だけに終始している。幾いくら身内だからって、亮平の思いやりに甘えっぱなしでいい訳がない。

　何日も瑞希は真しん剣けんにそのことを考えて、やはり亮平に話さなければと心を決めた。

「いま、ちょっといい？」

　今日も学校から直行してきた青年に、待っていた玄げん関かん先さきから声をかける。

「ん、なに？」

「話したいことがあるんだ」

　瑞希は亮平を伴ともなって応接間に入っていった。彼の向かいに正座して、

「あのね。いまは七月半ばだから、もうすぐ亮平も夏休みに入るだろ？　そしたら亮平も一年生の前期が終わる。いままで都内からこの家まで通ってきてくれてたけど、これから先はどうするつもりなのかなって」

「どうするって……俺はいままでどおりだけど」

「これから先もいままでどおりに？　都内の寮りようから往復二時間以上かけて？」

「そんなの別に問題ないさ。大学の講義もきっちり受けてるし」

　確かに亮平は大学をさぼるようなことはなかった。平日は必ず講義を受けに行き、そちらが終わると、電車でここまで通ってきて、瑞希の面めん倒どうを見てくれる。

　それなのに、瑞希がどんなに勧すすめても一度も泊とまることはなく、寮からここまでの交通費もいっさい受け取ろうとはしないのだ。

「僕は大学生の亮平に負担をかけてる。もうすでにいろいろ世話になってるから、えらそうには言えないけど、やっぱり僕は亮平のお荷物にはなりたくないんだ」

「それは……！」

　反はん駁ばくしかけた亮平を仕草で留め、まずは話を聞いてほしいと彼に頼たのんだ。

「平日全部、都内からここまでの往復は、どう考えてもきついと思う。それで、僕は國明義兄にいさんと話したんだ。今後はどうすればいいのかって」

　瑞希の真剣な話しぶりと、その内容とで、先の展開を悟さとったのか亮平の眉まゆが曇くもる。

　深刻な表情をする亮平を目に入れながら「だけど」と瑞希は言葉を継ついだ。

「國明義兄さんはその前に、亮平の意見を聞いてやれって言った」

「俺の？」

「うん。亮平は僕の面倒を見ることで、自分の時間を無む駄だにしてるって思わないの？」

「思わない」

　即そく座ざに亮平は言ってのけた。

「電車の時間は講義の予習復習に充あててるし、瑞希の家に来ることはすでに生活の重要な部分になってる。むしろ、それなしで俺の毎日は成り立たない」

　亮平の心づもりを耳にして、瑞希の心は複雑に波立った。

　これほど親身になってくれる彼の心根がうれしいし、反面心苦しくもある。亮平にもっと自由に遊んだり、自分のところ以外の場所でさまざまな経験を積んでほしいとも思うのだ。

「亮平がそう言ってくれるのはうれしいよ。だけど、僕は……」

　ためらう瑞希に亮平もまた不安そうな顔になり、低めた声で聞いてくる。

「瑞希は俺が来なくなっても平気なのか？」

　言われてうっと声を吞のんだ。平気じゃないけれど、そうだとも告げられない。けれども噓うそもつけなくて、瑞希は黙だまりこんでしまう。

「ほんとは俺に面倒を見られるのが嫌いやだった？」

「嫌だなんて……！」

　そんなことは絶対なかった。光塩亡なきあと、亮平の存在がどんなに瑞希の心を励はげましてくれたことか。ともすれば、虚うつろな気分に陥おちいりがちだった自分を、亮平がさりげなく明るい方向に引きあげてくれたのだ。

「もしかして、瑞希は俺が邪じや魔まだから、ひとりでのびのび暮らしたいって思ってる？」

　瑞希は無言で何度も横に首を振ふった。

「じゃあ、瑞希はどうしたいんだ？」

「……僕は」

　亮平とここで一いつ緒しよに暮らしたい。

　でも、それを口にしていいのだろうか？

「瑞希」

　ためらう瑞希の背中をそっと押し出すようなその声に負けてしまって、つい本音が口をつく。

「亮平と……ここで一緒に暮らしたい」

　とたん、亮平の顔がぱっと輝かがやいた。

「それが瑞希のほんとの気持ちか!?」

　もうこれ以上隠かくすことができなくて、ついに瑞希はこっくりとうなずいた。

「ありがと、瑞希！」

　よほどうれしかったのか、突とつ然ぜん亮平が腕うでを伸ばして、こちらの身体からだを抱だき寄せる。

　かつてはよくした仕草であり、亮平とハグするのには慣れていたはずなのに、ドキッと心臓が跳はねたのは、いきなりの行動に驚おどろいたせいだろうか？

「父さんが前に電話で言ってたんだ。相手にとってなにがいいのかいちばんに考えろって。だから、瑞希がほんとに嫌なら、ここに通うのをあきらめなくちゃならないって思ってた」

　だから、一緒に暮らしたいと言ってくれて、本当にありがたかった。

　そう告げる男の両りよう腕うででぎゅうぎゅうと締しめつけられて、瑞希は視線を左右に泳がせている。歓かん喜きに躍おどる亮平はこちらの当とう惑わくも知らないふうで、さらに耳元に弾はずむ声を吹ふきこんだ。

「じゃあ俺は、ここにいていいんだな？　瑞希が承知なら、学生寮はすぐにでも引き払はらうから」

「あ……うん」

　抱き締められて落ち着かない気分になるし、さらに瑞希はそわそわしてしまうそのこと自体にも困惑していた。

（こんなのって、なんだか変……？）

　思っていたら、それが表情に出たのだろうか、ふいに亮平が目を眇すがめた。

「やっぱり、俺がこの家に住むのは嫌？」

「あっ、ううん。そうじゃないよ」

　ただちょっと、間近に感じる亮平の匂においや、感かん触しよくに戸と惑まどっているだけのこと。

　でもそれは言えないで、瑞希は彼から離はなれる口実を思いついた。

「えっと。ここに住むって決まったんだし、改めてこの家をひと回り見てみない？」

「この家を……？」

　瑞希の誘さそいを唐とう突とつに感じたのか、亮平が眉をあげる。瑞希はこくこくとうなずいて、亮平が腕の力を緩ゆるめた隙すきにそっと彼から身を離した。

「ん、一階の作業場も見せてあげる」

　言うと、亮平はにわかに興味が湧わいたようだ。

「だけどあっちは仕事場だろう？　ほんとに俺が入っていいの？」

「うん。大だい丈じよう夫ぶだよ。師し匠しようは友達をよく家に呼んでたし、親しいひとには機はたを織るところも見せてたんだ。基本、師匠は賑にぎやかなのが好きだから誰だれがいても気にしないし、僕はいったん作業に入ると、誰が見ていても気づかないから」

　言いつつも亮平からさりげなく距きよ離りを置き、ほっと安あん堵どの息をつく。それから瑞希は亮平と応接間を出て、廊ろう下かを進むと、織り場のなかに入っていった。この作業場の床ゆかはすべて板張りで、ふたつ並んで置かれた機の上部には、それぞれちいさな電灯が天てん井じようから下がっている。

「あちらが師匠ので、こっちが僕の。おととい織りあげたばかりだから、次の糸はまだかけていないんだけど」

　木材が飴あめ色いろになった機は光塩ので、まだ色が薄うすいそれは自分のだと指差した。亮平は機の傍そばで瑞希のそれをしげしげと見ていたあとで、

「この機で一本一本織っていくのか。こういうのは初めて見たけど、ほんとにすごいな」

　感心しきった口調が瑞希をくすぐったくさせてしまう。照れる気分を味わいながら、よかったら作品を見ないかと聞いてみる。

「俺が見てもかまわないのか？」

「うん、もちろん」

　そういえば、亮平に自分の作品を実際に見せたことは一度もなかった。

　どんな感想を持つのだろうかと、ひそかにどきどきしながらも、瑞希は亮平を伴ともなって、次の部屋に入っていった。

「ほらあそこ。仕立ててもらっていないから、まだ反たん物ものの状態だけど」

　衣い桁こうに掛かけてあったのは、青地に波の意い匠しようをあしらった作品で、瑞希がそれを指差すと、亮平は目を瞠みはる。まるで視線が外せなくなったみたいに、織りあげていた布を長いあいだ見つめ続けていたあとで、低くつぶやきを落としてきた。

「織った布って、こんなにも綺き麗れいなんだな。本物の波飛沫しぶきが目に浮うかんだ」

　亮平の表情と口ぶりから、本気で感動してくれているのがわかる。瑞希は気き恥はずかしくなりながら、それでも心を弾ませてうなずいた。

「ほんとはね、仕立ててもらった段階で作品として完成なんだよ。着てもらうのを前提に織っているから……でも、ありがとね。亮平に褒ほめてもらってすごくうれしい」　>>>♥

「俺のはたんなる素人しろうとの感想だけど」

「ううん。思ったことを言ってもらうのがいちばんだもの。それに、亮平の感想なら僕にとっては大事なことだよ」

　言うと、亮平がクッと唇くちびるを嚙かみ締める。（あれ……？）と思った次の瞬しゆん間かん、端たん整せいな横顔にじわじわと血の気がのぼった。

（あ。照れた）

　こういうところは、昔の可愛かわいい亮平を思わせる。心がほんわり温まって、瑞希は笑えみを深くした。

「……糸は、どんなのを使ってるんだ」

　気持ちを引き締めようとしてか、亮平がぶっきら棒な口調で訊たずねた。瑞希はそれも微笑ほほえましく感じつつ、隣となりの作業場も見せてやる。

「織りのための色糸は、普ふ段だんは木き桶おけに入れてあるんだ。色ごとに仕分けして、あとで取り出しやすいように」

　亮平は長身をふたつに折って、木桶のなかを覗のぞいている。こちらへの愛あい想そやつきあいではなく、本気で興味を惹ひかれているふうだった。

「これ、全部植物で染めるんだよ。桜、山やま吹ぶき、梅、藍あい、茜あかね」

　歌うように、瑞希は花の名前を言った。亮平は、まるでそこに咲さく花があるかのように糸に向けた細い指先に視線を当てる。

「花びらで染めるのか？」

「ううん。木の根とか、枝とかを、煮に出だした液で染めるんだ。それも、咲く前の木がいいんだよ」

「咲く前の……？」

「うん。咲いたら色が綺麗に出ない。花の色は外に表れる前に、このなかにちゃんとあるんだ」

　誰にも見られず、気づかれず、しかし自分という木の花がやがて満開に咲かせる色は、すでに心の内にある。

　瑞希が自分の胸の上を押さえると、亮平が真しん摯しな表情でうなずいた。

「花の色は……か」

　それきり亮平は口を閉とざして佇たたずんでいる。

　どうしてか、いまの彼は簡単に声をかけられない雰ふん囲い気きを発していて、瑞希もまた黙だまったまま長身の青年の横顔を見つめるばかりだ。

　随ずい分ぶんと長い時間が経たったかと思えるころ、亮平がこちらを見て静かに言った。

「本当に、綺麗な色だな」

「うん、亮平」

　彼は何事かに想おもいを馳はせているようだったが、無ぶ遠えん慮りよにそれに触ふれるのはためらわれ、瑞希はさりげない様子を作り、木桶のなかに手を入れる。

「これは天然の素材だから、こんなふうな色を出すのは長年のコツがいるんだ。化学薬品で染めた場合はもっと簡単に鮮あざやかな色合いが出せるけどね。でも、僕は天然の色が好きだよ。この糸たちは、木の命をわけてもらって染めたんだ」

　生き物にするように糸の束をやさしく撫なでると、瑞希はにこりと亮平に笑いかけた。

「んっと、だいたい作業場はこんな感じ。あとは……カフェも案内するね」

　一階の縁えん側がわから中庭へとサンダルを履はいて下り、瑞希はそこを突つっきって、敷しき地ち東側の建物へと彼を導く。

「こっちは道路に面してて、昔はよそ様の家だったんだ。それを師匠が買いあげて、一いつ緒しよの家にしたんだって。一階は趣しゆ味みのカフェで、二階は書庫」

　この建物は母おも屋やよりちいさくて、一階部分の床は板張り、仕切りはすべて取り払って店てん舗ぽにしている。

　カウンターと、素そ朴ぼくなテーブルと、椅い子すとが数セット置かれた客席。『地の塩』と光塩が名づけたここは、歳月の流れから取り残されてしまったような静かな空間になっていた。

「土、日は田た端ばたくんがここを切り盛りしてくれるんだ。一時は閉めていたんだけどね、また再開したほうがいいだろうって」

「田端くんって？」

「師匠の友達のお孫さん。大学生なんだけど、すごくしっかりした子でね。就職したら無理だけど、来られるあいだは来てくれるって」

　ふうんとつぶやく亮平は少しばかり眉み間けんが狭せばまっている。なにか気に障さわることでも言ったかと思うけれど、顧かえりみてもおぼえがない。戸惑いつつ「コーヒー飲む？」と聞いてみると、穏おだやかな顔に戻もどってうなずいた。

「それじゃ、亮平はカウンターのところに座って待っててね。僕が美味おいしいのを淹いれてあげる」

　頼たのもしく請うけ合ってみたものの、じつを言えばこの厨ちゆう房ぼうでコーヒーを淹れたことは一度もなかった。光塩がいたときは彼が自ら厨房に立っていたし、その後は田端に任せきりでいたからだ。

　うろおぼえの記き憶おくを基もとに、ネルフィルターを取りあげてみたものの、次はどうしていいのかがわからない。

「瑞希。挽ひいた豆をフィルターに入れ、湯を注いで、サーバーに落とすんだ」

「あっ、そ、そうだったね」

　亮平の指示どおりにして、どうにかコーヒーを淹れたものの、味に自信はまったくない。カウンターにコーヒーカップを差し出したあと、おそるおそる亮平がそれを飲むのを見守った。

「どう……？」

「ん、美味しいよ」

　本当だろうかと、サーバーに残っていたコーヒーを自分でも飲んでみる。

「……薄過ぎるね」

　悄しよう然ぜんとして洩もらしたら、亮平は「これくらいが俺は好きだよ」とすかさずフォローしてくれた。

　わが甥おいながら、こういう気き遣づかいは絶ぜつ妙みようで、瑞希はふっと（亮平はもてるんだろな）と思ってしまう。

「亮平って……どんな高校生だった？」

　それでも、彼女はいるのかとは聞きにくくて、瑞希は質問の矛ほこ先さきを変えて訊ねた。

「普ふ通つうの学生だったかな。ただ、部活はせずにバイトに明け暮れていた」

「どんなバイト？」

「ファミレスの洗い場や、コンビニとかかな。あとは、引っ越こし便の手伝いや、倉庫で荷物の仕分けとか。身体からだを使う仕事のほうが、好きだし、割もよかったから」

「割もって、バイト代が？」

「うん。必要なだけ金を貯ためたら、自転車で道内をめぐるんだ。それであちこちを見て歩く。土地のひと達と仲良くなったり、そこでしばらく彼らの手伝いをしたりとか、面おも白しろいし、勉強にもなる」

　ふうんと感心して瑞希はつぶやく。

「亮平はすごいし、真ま面じ目めなんだねえ」

　必要な資金を自分で調達し、物もの怖おじせずにそこの土地の人々と交流できる。ボランティアも積極的にこなしたうえで、それが勉強になると言うのだ。

　しかし、亮平は苦笑して、軽く首を横に振ふった。

「すごくもないし、真面目でもない。俺にはそのほかにも目的があったから」

「えと、目的って？」

　聞いてもいいものだろうかと、ためらいがちに訊ねてみる。すると、亮平は一いつ瞬しゆん鋭するどいまなざしになったあと、ふっと視線を逸そらしてしまう。

（あれ……もしかして聞いちゃいけなかった？）

　亮平の仕草にドキッとしたのもつかの間、彼はふたたびこちらに顔を戻すと「いろいろさ」と言ってくる。

「北海道に引っ越したのは、俺にとってはちょっとしたカルチャーショックみたいなもんで、こんなに広い道や草原があったのかって、なんていうか新しん鮮せんな驚おどろきを感じたんだ。頭で知ってるのと、実際に見ることとは違ちがうんだって実感して……それで、もっといろんな土地をめぐってみたくなったんだ」

　明るい調子で語ってくれる亮平に相あい槌づちを打ちながら、内心瑞希はほっとしていた。

（そうか。聞いてもかまわなかったんだ）

　よかったと安あん堵どして、しかしなぜか心の底にはちいさな不安が残ったままだ。

　昔のままの亮平と、立派に成長した分だけ変わったふうに思えるところ。

　どっちも亮平で、好ましいと感じるのに……だったらなぜ、瑞希の胸にさざ波が立つのだろう？

　ふいに注がれるまなざしの鋭さに息を吞のみ、妙みように動どう揺ようしてしまうのか？

　考えても理由ははっきりしないままで、瑞希は戸と惑まどいを胸に秘ひめ、亮平の話に耳を傾かたむけていた。










　　　　◇　　◇




「ああ、瑞希。ここにいたのか」

　食事ができたと呼びに来て、亮平は一階にある糸置場の傍かたわらで瑞希を見つけた。

　亮平が瑞希と同居をはじめてから、すでに五日目。亮平はここにいることを許された翌日に、身の回りの物だけ持って寮りようから戻った。以来ずっとこの屋や敷しきに住んでいて、大学の学生寮は父親と相談のうえ、まもなくそこを引き払はらう段取りになっていた。

「寒くないのか、こんなところに座りこんで」

　瑞希は次の作品に取りかかるまで、少しゆっくりするのだと言っていたが、頭のなかではすでに構想を練っているのだろうか、スケッチブックになにかを熱心に描かいていたり、色糸を眺ながめたりして過ごしている。

　今夜も彼は亮平が呼びに来ると、まるで夢から醒さめたように、ごくゆるやかな動作でこちらを見あげてきた。

「ん。平気だよ……亮平は、いつ帰ってきたの？」

「二時間前」

　亮平は瑞希の夢想を妨さまたげないよう、普ふ段だんは注意しているが、放ほうっておくといつまでも冷たい床ゆかに座りこんだままでいる。それで適当なタイミングを見計らって、そっと声をかけることにしたのだった。

「飯食うか？」

「そうだね……お腹なかぺこぺこだ」

　そう言うくせに、いまはまだ夢の名残なごりが脳のう裏りにあるのか、いっこうに立ちあがる気配もなく、不思議に輝かがやく眸ひとみを亮平に向けている。

「ほら、立って」

　ひっそりと座りこむ華きや奢しやな肢し体たいに腕うでを伸のばすと、無意識の仕草だろうかこちらに両手を掲かかげてくる。無防備なその動作に胸を衝つかれ、亮平は鼓こ動どうを速めつつ瑞希の身体を抱だき起こした。

（なんでこのひとは、こんなに変わらないのかな？）

　亮平が物ごころついたときから、瑞希はこのような存在だった。

　ひっそりとして、美しく、儚はかなげで、自分の世界を持っていた。

　瑞希がひとたび自身の内面世界へと没ぼつ入にゆうすると、すべてのことが彼から遠くなってしまう。

　もっとずっと幼いころは、それが嫌いやでわざと瑞希を揺ゆさぶって話しかけたこともあった。しかし、そうしたときでも瑞希は決して怒おこらずに、いまのように夢の輝きを眸に宿してふんわり微び笑しようしてみせたのだった。

（このひとは俺の存在を受け入れて、心を完全に許している）

　それは亮平が瑞希の身内であるからで、甥でなければ、そもそもここにいることは許されない。瑞希は甥の亮平がいることで安心を感じているのだ。

「……亮平？」

　瑞希を抱いたまま動かない亮平が訝いぶかしいのか、ちいさな声を瑞希が洩らした。ハッとして、亮平は細い肢体から手を離はなす。

「あ、ごめん。なんかぼうっとしてたみたいだ」

「亮平、もしかして疲つかれてる？　僕の面めん倒どうを見てくれるのはありがたいけど、無理しなくていいんだよ」

「いや。無理とか全然。むしろやり足らないくらいだし」

　そう言えばと亮平は言葉を継ついで、

「ここの中庭に菜園みたいなものがあるだろ？　ここ最近は手入れをしていないから荒あれ放ほう題だいになってるけど。あそこに手のかからないハーブの種を蒔まいてもいいか？」

　話の内容が実務的な事こと柄がらになったためか、さきほどよりもよほどはっきりした表情で瑞希がこくんとうなずいた。

「いいけど亮平、畑作りもしたことあるの？」

「旅先で農家に泊とめてもらったときは、畑も田んぼも手伝った」

「ふうん、すごいね」

　感心しきった表情と口調とが可愛かわいらしい。それに誘さそわれ、知らず微笑ほほえんでいたのだろうか、瑞希がつと背せ伸のびした。

「どうして笑ったの？」

　間近から視線を合わされ、心臓がドキッと躍おどる。亮平はごまかすために瑞希の頭に手をやって、自分がいつかしたように、そこをくしゃくしゃと撫なでてやった。

「わっ、亮平!?」

「なんか瑞希が子供っぽいなと思ったんだ」

「え、そんなことな……」

　瑞希が口を尖とがらせて、反はん駁ばくしようとしたときだった。応接間に置いてある電話台のところから呼び出し音が鳴りはじめる。

　瑞希は電話が苦手だが、最近ではそれが高じているようで、とたんに怯おびえた顔をした。

「瑞希、俺が代わりに出ようか？」

　怖こわがる様子に、ならば自分がと代理を買って出た亮平だが、瑞希は急いで首を振る。

「いっ、いい。僕が出る」

　瑞希は小走りで応接間に駆かけていき、そこにあった電話を覗のぞく。それがいかにも怖こわ々ごわといったふうで、亮平はつい気になって彼の様子を窺うかがい続けた。

「ん？　……えっと」

　瑞希はしばし表示の番号を眺めてのち、軽く首を傾かしげながら受話器を取った。

「もしもし……？」

　どうやら先方はおぼえのない相手のようだ。なんだろうかと思った直後、彼はさっと顔色を変化させた。

「……こちらには電話をしないでくださいとお伝えしたはずですが」

　通話の相手が誰だれなのかわからないが、瑞希の頰ほおが強こわ張ばっていて、ただならない様子と知れる。とっさに亮平は身構えながら、この事態を見守った。

「……いえ、幾いくら言われても、僕にはその気が……本当です。もうかけてこないでください」

　瑞希は横に首を振ふりながらそう言うと、唐とう突とつに電話を切った。

　そしてそのあと、いつまでもそこに突つっ立ったままでいる。

「……瑞希？」

　そっと近寄って、声をかけると、細い肩かたがびくんと揺ゆれた。

「あ……っ。な、なんでもないんだ。ただちょっと……」

　目を合わせるのを恐おそれるように、瑞希は視線を左右に揺らす。こちらを避さけようとする彼の様子は亮平がこれまで見たことのないものだった。

「飯が冷める。二階に行こうか？」

　あえてさらりと亮平が水を向けると、瑞希は明らかにほっとした。それでもまだこちらは見ないで、うつむいたまま声を発する。

「う、うん。今晩のおかずはなに？」

「それは階上うえにあがってからのお楽しみ」

　まるで逃にげるように急ぎ足で廊ろう下かを進む瑞希の背中を追いながら、亮平はぐっと拳こぶしを握にぎりこんだ。

（瑞希の……あんな様子は、初めて見た）

　自分の世界に入りこみ、夢想を得ている瑞希でもなく、身内の亮平にふんわり笑う瑞希でもない。

　あれは、生々しい関係性をかいま見せる、生身の人間そのものの瑞希だった。
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　片桐から電話がかかってきたことは、亮平が留守のあいだに腰越弁護士に連れん絡らくした。

　腰越はその件を重いものに考えて、片桐には警告からさらに強い抑よく止し力りよくを持つ措そ置ちを取ろうと言ってくれる。そしてそのときに『不安であれば甥おいごさんに電話に出てもらったら』と提案されたが、瑞希はそれにはうなずけなかった。

　もし亮平に頼たのんだら、片桐とのいきさつも話さなければならなくなる。そのときに亮平がどう思うかと想像すれば、たとえ弁護士の勧すすめでも「そうします」とは受け入れられない。

「いえ、それは……。僕が充じゆう分ぶんに気をつけておきますから」

　腰越にはそう断っていたものの、ただでさえ電話が苦手な瑞希としては、すでにベルの鳴る音は恐きよう怖ふとしか思えない。

　この日は一階にいたときに呼び出し音がしはじめて、糸置場でぼんやりしていた瑞希の肝きもをいっきに冷やした。ベルは鳴りやむ気配がなく背中に冷や汗あせを搔かきながら応接間に入っていくと、恐る恐る電話機を覗きこむ。

（あ。違ちがった）

　いったんほっとしたものの、表示された番号はこれも瑞希が歓かん迎げいしない相手のものだ。

　少し迷って、しかし出ないで済ませられるはずもなく、瑞希は仕方なく受話器を取った。

「はい。淡島です」

『東西百貨店の尾おの上えです。いつもお世話になっております』

　通話の相手は、都内有名百貨店の外商部の人間で、彼の挨あい拶さつに応じる瑞希の声は重い。彼らの目的が瑞希には見当がついていて、自分がどう応じるかもあらかじめわかっていることだからだ。

　相手方が狙ねらっているのは、『宇う治じ十じゆう帖じよう』の名前を冠かんした一連の作品で、石津光塩が遺のこしたそれらは現在瑞希が所有している。外商部の人間達は瑞希が光塩の遺産をすべて受け継いだと知ったときから、執しつ拗ように接せつ触しよくを図はかってきていた。

「いえ、何度もお伝えしたとおり、ここに来てもらっても同じことで……はい……それじゃ、お話を伺うかがうだけ。それでもよければ……」

　結局先方の押しの一手に抗こうしきれず、瑞希は浮うかない表情で相手に会うことを承知した。

「では、いつごろに……え、もう駅にいるんですか？　あ、ええ……わかりました」

　通話を終えると、瑞希は知らず心中のつぶやきをこぼれさせた。

「あれはもう行き先が決まってるのに……」

　石津光塩が生前織りあげた作品は数多く残っているが、そのなかでも『宇治十帖』の連作は特別なものだった。『橋はし姫ひめ』から『夢ゆめの浮うき橋はし』まで、十帖の名めい称しようをそのまま作品に反映させた彼の着物は、その芸術性から夙つとに有名なものであり、女優や資産家の夫人など、たくさんのファンがそれらを買いたがった。しかし、光塩はおのれの作品を売ることを善しとせず、長年手元に置き続け、自分が死んだのちは美術館に寄き贈ぞうするよう瑞希に言い遺していたのだった。

「どうしたんだ？」

　なにかの用事で下りてきたのか、二階にいたはずの亮平が応接間に顔を出し、気き遣づかわしげに聞いてきた。その表情から、さっきの通話が聞こえていたのだと瑞希は気づく。

　これはことさらに隠かくすようなことでもないので、瑞希はため息をひとつつき、さきほどの電話の内容を打ち明けた。

「ん。師し匠しようの作品を買い取りたいってひとがいてね。でもそれは、美術館に寄贈することになってるんだ」

「寄贈するって決まってるのに、そいつを売れって言ってくるのか？」

「そう、外商部のあのひと達は、以前から師匠の作品を扱あつかってきたからね。どうしても、あれを欲しいって言うんだけど……僕も絶対に譲ゆずれないし……」

　瑞希が表情を曇くもらせると、亮平はぐっと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「俺がそいつらを、力ずくで追っ払ぱらおうか？」

「ううん。力ずくなんて、そんなことできないよ。工芸会はあの百貨店を毎年染せん織しよく工芸展の発表の場にしてるんだ。僕が百貨店のひと達と騒そう動どうを起こしたら、会そのものに迷めい惑わくがかかると思う」

　話を聞くだけと言ったしね、と瑞希は亮平を安心させようとする。

「僕は師匠の作品を売る気はないし、こちらがそう言ってる以上、彼らは無理に持ち帰れはしないもの」

　そのことを自分自身に言い聞かせるようにつぶやくと、横からむずかしい顔をして亮平が聞いてきた。

「なあ、瑞希。俺もその場にいちゃ駄だ目めか？」

「でも、それは……気持ちはありがたいんだけど、僕ひとりでも平気だよ」

「だったら、途と中ちゆうでお茶を出すだけ。そのとき別になにもないなら引っこむし」

　瑞希は少し考えて、それくらいのことならと譲じよう歩ほした。

「うん、いいよ。じゃあ悪いけど、お茶出し頼むね」

　そのような会話をふたりが交かわして間もなく、百貨店の社員達が玄げん関かん先さきに現れる。

「お邪じや魔まします」

「どうぞ。こちらです」

　一階の応接間に彼らを通し、座ざ卓たくを挟はさんで瑞希は下座に腰こしを下ろした。向かいに座る男のひとりは年ねん輩ぱいで、もうひとりはそれよりもずっと若い。

　若い男は瑞希が初めて見る顔だったが、年かさの社員のほうは、さっき電話をかけてきた尾上であり、工芸展の会場ではしばしばその姿を見ていたし、この屋や敷しきにも光塩の作品を引き取りに何度か訪おとずれたことがある。

「さきほどお電話でお願いしていた件ですが……それでどうでしょう？　気持ちを決めていただけましたか？」

「決めるもなにも、僕はお売りしませんと言っていたはずですが……」

　そんなところからはじまった交こう渉しようは、最初から両者のあいだに妥だ協きよう点など見つからず、時間を重ねていくにつれ、若い男の口調ばかりが荒あらくなった。

「どうして売ろうとしないんですか!?　いままで光塩先生は、いつだってこちらで着物を扱わせてくれていたんです。なのに、おかしいじゃないですか。寄贈だなんだって、納なつ得とくができませんよ！」

　スーツ姿の若い男は興奮しきって瑞希を詰なじる。見れば、血圧があがっているのか、顔まで真っ赤になっていた。

「こちらには、先生と培つちかってきたこれまでの実績があるんです。幾いくら弟で子しをしてたからって、あなたの一存で決めてしまっていいんですか!?」

「ですが、師匠の作品は美術館への寄贈が本当に決まってるんです。これは師匠の生前からの望みですから」

「本当にそうですか!?　それを確かだと証明できる文書などはお持ちですか？」

「いえそれは。書類などはありません」

「だったら、それは淡島さんの思い違いということだってありえますよね!?」

　男がきつい声を出す。そのとき亮平が盆ぼんを手に襖ふすまを開けた。

　半はん袖そでＴシャツにブルージーンズの亮平は、一見淡たん々たんとした様子だったが、体格のいい若い男が部屋に入ってきたことで、ふたりは一いつ瞬しゆんぎょっとしたような顔をする。

「こ、こちらは……？」

「僕の甥の亮平です」

　瑞希が明かすと、尾上は穏おだやかにうなずくが、若いほうは嫌いやな感じに目を尖とがらせた。

（……やっぱり、会うなんて言わなければよかったな）

　電話でのやり取りではまだしも礼れい儀ぎを保っていたし、直接会っても、ここまで雰ふん囲い気きが荒あれるとは予想していなかった。

　長年高名な染織家の作品を扱ってきたという、百貨店側の驕おごりもたぶんあるのだろうが、若い男は明らかに苛いら立だって、攻こう撃げき的になっている。

　亮平に向けている若い男の目つきを見て、瑞希は内心嘆たん息そくしてから、努めて平静に話をつづけた。

「ただ、特別に書き残したものなどはありませんが、寄贈予定の美術館の館長さんは師匠からの申し出を直接聞いて、それを音声テープにして残しています。そちらがたぶん証明になるんじゃないかと思います」

　瑞希が述べると、若い男は口惜くやしそうに唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「……テープったって、それが絶対本物だってわかったもんじゃないですし」

　亮平が出した茶ちや碗わんには目もくれず、男は負まけ惜おしみを口にする。そのとき尾上が横合いから言葉を挟んだ。

「すみませんねえ。うちの部員が随ずい分ぶん興奮してしまって」

　ひとつ頭を下げてから、尾上がなだめ顔で言う。

「こちらの者がご無礼を申しあげて失礼しました。ですが、私からも少し聞かせてもらえませんか」

　瑞希がどうぞと会え釈しやくする。尾上は落ち着いて言葉を続けた。

「光塩先生の作品をご寄贈なさろうとされるのは、結構なお志かと思います。しかし、先生の作品を求めている人々は、この世にたくさんいるんです。何百万の金を積んでも、それを手に入れて身に纏まといたい。ガラスケースの内側に展示されれば、その機会は永遠になくなってしまうんです。それは死蔵と呼ばれるに等しいものなんじゃないでしょうか？」

　諭さとすような問いかけだったが、瑞希はそれに応じる答えを持っていた。

「さあ、死蔵と言いきってしまうのはどうでしょうか？　確かに美術館に展示されたら、誰だれかが身に纏うことはなくなる。ですが、その代わり、より多くのひと達に見てもらうことができます」

「確かにね」と尾上がうなずく。

「そのご意見にも一理あります。ですが、見るだけの着物にしてしまうことが、染織家、石津光塩の本意だと思いますか？」

　その質問に肯こう定ていの仕草で返した。

「はい。生前、師匠が僕に言い遺のこしていたんですけど──自分の好きなこの一連の作品だけは、広く一いつ般ぱんに公開したい。糸を染め、それを織って布を作り、着物にして売ることを長らく仕事にしてきたけれど、『宇う治じ十じゆう帖じよう』の連作だけは金に換かえずに後世に遺しておきたい──その言葉を聞いたとき、僕は師匠の弟子として必ずそうしますと答えたんです。ですから、師匠のあの作品を売るなんて僕には絶対できません」

　そこまで言って、瑞希は亮平に視線を向けた。盆を手に不動の姿勢で佇たたずむ彼は、いますぐにでも客を追っ払いたいような不ふ穏おんな気配を発している。

（ね、僕なら大だい丈じよう夫ぶ。だから部屋の外で待ってて）

　そういう気持ちを眸ひとみにこめると、亮平は不服そうに一いつ瞬しゆん唇くちびるの端はしを曲げたが、ややあってから踵きびすを返した。

　それを見送り、瑞希はまたも男達に向き直る。すると、若いほうの男が怒おこった口調を投げてきた。

「幾ら遺ゆい言ごんだからって、正式な文書なんかないでしょう？　寄き贈ぞうだなんて、そちらの気が知れませんね。売れば一点、何百万にもなるというのに、無む償しようでやってしまうんですか!?」

「最初からあれらは寄贈するはずのものですし、無償かそうでないのかは、僕には関係のないことですから」

「関係なくはないでしょうが！　いまとなっちゃ、石津光塩の遺産のすべてはあなたのものだ。『宇治十帖』の連作をこちらで扱あつかわせてもらえたら、何千万とあなたの懐ふところに入るんですよ!?」

　怒ど鳴なり声にも怯ひるまずに、瑞希は頑がんとして首を振ふる。

　生前、光塩は瑞希に対して金では買えない大事なものをたくさんくれた。だからせめて光塩の遺志には忠実でいたかった。

「僕はあれらを売る気はないと何回も言いました。電話では納得できないとおっしゃったから、ここに来てもらったけど、僕の気持ちは変わっていません」

　そのあとは「売ってくれ」「売りません」の押し問答に終始したが、どうにか瑞希は粘ねばりとおした。

「……まったく、話にならないな！」

　若い男が座ざ布ぶ団とんを蹴け飛とばす勢いで立ちあがる。瑞希を思いきり睨にらみつけ、襖を勢いよく開けたとき、廊ろう下かに亮平がいるのが見えた。

（僕を心配して、外で待っててくれたんだ）

　漆しつ黒こくの髪かみをした青年を目にしたとたん、ほっと肩かたの力が抜ぬける。

　しかし、それもつかの間で、次の瞬しゆん間かん瑞希はその場に凍こおりついた。

「チッ。えらそうに。何様だと思ってるんだ。たかが光塩の愛人風ふ情ぜいが！」

「ちょっと、きみ。やめなさい、聞こえるよ」

　部屋から出つつ、尾上があわてて制止した。しかし、廊下を足音高く踏ふみ鳴らして、若い男はなおも憤ふん然ぜんと言い放つ。

「だって、本当のことでしょう!?　皆みなが噂うわさしてますよ。光塩の財産全部を内弟子に譲ゆずるって、それしかないじゃないですか！」

「いいからよしなさい。それより、今回の顚てん末まつを……」

　交渉失敗をどんなふうに報告するか。言い交かわしつつ、男達はこの家を立ち去っていく。

　瑞希は呼吸さえろくにできずに、遠ざかる足音を聞いていた。

（僕と……師し匠しようとは、そんなんじゃない）

　世事に疎うとい自分には、そんな噂があったことも初耳だったが、あの若い男が言った──光塩の愛人──は事実ではない。

　瑞希の師匠に同性愛の性せい癖へきはなかったし、もちろん瑞希をそのような対象としたことはない。

　光塩からつれづれに瑞希が聞いたところでは、彼がまだ意気盛んな時分には女性関係もほどほどにはこなしていたが、総じてからりとした大人のつきあいであったという。

　交友関係が広く、諸事にこなれた光塩は、いい恋れん愛あいは大いにやるべしというさばけた感性の持ち主で……しかしプライベートと仕事とは厳然と分けていた。

（師匠は、片桐さんとの一件があったときも、それ以後も、微み塵じんも態度を変えないで、僕自身とその作品とを見てくれたんだ）

　光塩と自分との関係を邪じや推すいされた憤いきどおりが湧わきあがり、次いで、亮平はどう感じたかと気になった。

（あれ？　そういえば……）

　亮平はどこだろう？　男達が去ったとき、ともに彼の足音も消えていった。さきほどの話を聞いて、いまごろ彼はなんと思っているのだろう？

（部屋から出ていって、亮平を探せばわかることなんだ）

　なのに、確かめるのが怖こわい。

　光塩との関係は事実無根と主張できるが、自分がゲイであることは否定できない。

　たとえそこまで明かす必要はないとしても、若い亮平が愛人だなんだという生なま臭ぐさい話を聞かされ、鼻白む気持ちになっていたとしたら……？

（もし、そうだったら……どうしよう）

　瑞希がうなだれて、自分の膝ひざを見るともなく眺ながめながらしばらく経たったときだった。

「……っ！」

　背後に聞こえた足音に、おびやかされた小動物の仕草で瑞希が振り返る。亮平は盆ぼんの上に茶碗を載のせて、座ざ敷しきのなかに入ってきた。

「瑞希、お茶を淹いれ直したよ」

　手をつけていなかった茶碗を下げ、新しいのを目の前に置く。

「ほら、飲んで」

　瑞希はおずおずと手を伸のばし、新緑の色をした飲み物をひと口含ふくんだ。

「どう？」

「……おいし」

　丁てい寧ねいに淹れた緑茶は、舌にやさしい。思ったままにちいさな声で瑞希が言うと「よかった」と亮平が屈くつ託たくない笑え顔がおを向ける。

「瑞希にもし時間があるなら、このあと中庭のハーブを摘つみに行かないか？　ここのところミントが随分育ってきたんだ」

　やさしい声こわ音ねにはなんの偏へん見けんも感じられず、乱れるこちらの心をただ気き遣づかいながら、そっと労いたわってくれている。

　亮平の温かさに勇気をもらって、瑞希は震ふるえる声を洩もらした。

「あの……あれは、違ちがうから」

　亮平は瑞希の眸を見返して「うん」と言った。

　ただそれだけのことなのに、硬かたく強こわ張ばっていた身体からだがほっと緩ゆるんでいく。

「光塩先生は、瑞希の大事な師匠だもんな」

「ん……そう。師匠は僕に生き甲が斐いと、居場所をくれたひとなんだ」

　話していいかと訊たずねると、もちろんと頼たのもしく応じてくれる。瑞希はここに来てくれと仕草で亮平を横に座らせ、おもむろに口をひらいた。

「あのね。そもそものきっかけだけど……僕が美大に通っていたとき、最初はむしろ織りじゃなくて、天然素材での染せん色しよくに興味を持っていたんだよ。いずれは藍あい染ぞめとか、そういったのを研究したいと思ってた。でも、そのうちに染めだけじゃなく、織りのほうに惹ひかれていって……そんなときに師匠と会った」

　光塩は大学の講師として招かれたのだと瑞希は言った。

「師匠の言葉や作品は、僕の身体に沁しみ渡わたるようだった。新しい世界を知った感動に心が震えた。僕の求めていたものはこれだって思ったんだ」

　大おお袈げ裟さな言いかたかなと、面おも映はゆく感じてしまって聞いたけれど、亮平は真しん摯しな顔で「ううん」と言った。

「俺は瑞希の作品を見てるから。着物とか、俺にはぜんぜんわからないけど、あれには心が揺ゆさぶられた。ぱっと見て、目に焼きついた。瑞希のそんな才能を、先生だったらもっと的確に把は握あくできる。だから、内うち弟で子しにしたんだろ？」

　瑞希はこっくりうなずいた。

（……亮平がここにいてくれて、ほんとによかった）

　いまはまだ言葉にするとそんなものにしかならないけれど、亮平から受け入れられ、理解される喜びと、自分でもなにかわからない感情が内側から溢あふれている。

　瑞希は不思議にときめく胸をかかえながら、自身の想おもいを亮平に打ち明けた。

「大学で師匠に会ったばかりのころは、なんだかもう寝ねることも、食べることも忘れてね。無我夢中で制作してた。課題とか、点数とか、そういうのは関係なかった。ひとに見せようとも思わなくて、ただ糸とだけ向き合っていた。だから、師匠がときどき僕の後ろから織りを見ていたことだって気づかなかった。その年に織りあげた作品は染せん織しよく工芸展に入賞したけど、それですぐさま食べていける訳じゃない。卒業後はどうしようかと思っていたら……」

「石津光塩の工こう房ぼうに誘さそわれたんだ」

　瑞希は「うん」と首しゆ肯こうした。

「師匠と機はたを並べて織っているときは、いつでも僕は幸せだった。しんとした仕事場に、杼ひを通す音、踏み木を踏むときのあの響ひびき。僕があのときに感じた気持ちは、きっと消えることはない。ずっといつまでも僕のなかで生きている」

　大事な想い出が瑞希の眸ひとみを輝かがやかせる。亮平は、なんだかまぶしいものでも見たように目を細めた。

「瑞希は光塩先生が好きなんだな……」

「うん、好き」

　素す直なおにこぼれる心情がまるで幼い子供のような返事にさせた。亮平にわかってもらえたうれしさが、瑞希のなかから構える気持ちを消している。

「好きだよ、僕は。師匠が大好き」

　ふふっと笑い、するとその直後、隣となりにあった彼の気配がいきなり変わった。

「……え？」

　彼は眉み間けんを険しくし、唇くちびるをきつく引き結んでいた。日に焼けたその頰ほおは強張って、よほど強く奥歯を嚙かみ締しめているせいか、顎あごのあたりがほんのわずかに震えている。

　いつも情じよう緒ちよが安定している亮平が、めったに見せることのない表情だった。

「亮平？　どうし……!?」

　青みを含んだ黒い眸はいまは伏ふせられ、彼の感情を隠かくしている。けれども、亮平がひどく苦しんでいることが瑞希には見て取れた。

　首を傾かたむけ、もっとよく彼の顔を覗のぞこうとしたとたん、さっと伸びてきた両りよう腕うでが瑞希の身体を抱だきこんだ。

「あ……っ？」

　座った姿勢から亮平が瑞希を抱き寄せたのだ。膝が崩くずれ、男の胸に倒たおれこむような体勢になりながら、瑞希は困こん惑わくの声を発した。

「な、なに……っ？」

　亮平は答えない。ただ抱き締める腕の力を強くしただけだった。

「ね、亮平……苦しいの？　具合でも悪くなった？」

　上半身を圧あつ迫ぱくされて、肺に空気が入りにくい。それになにより、いきなりの行動が瑞希を当惑させていた。

「違う。具合は悪くない」

　呻うめくような低音が耳元でする。悪くないと言われても、ただならぬ彼の様子は安心できるにはほど遠く、瑞希は腕を突つっ張ぱって、いったん離はなれようとした。

「離して、亮平。ちょっとだけ腕を緩めて」

　こんなにきつく抱かれていては、相手の顔を見ることも叶かなわない。亮平がどんな具合か心配なのに、それを確かめられないのだ。

「お願い、亮平……顔、見せて……っ」

　けれども亮平は、さらに抱ほう擁ようを強めただけだ。

（苦し……っ）

　前のめりの体勢で、頰は亮平の鎖さ骨こつの辺りにぴったりとつけられている。片方の耳から伝わる彼の鼓こ動どうは大きく速く、それを聞くと、不安な気持ちばかりではなく、なぜかこちらの脈動まで乱れてしまう。

「亮平、どうしたの？　……なにがあったか、僕に教えて」

　問う声が震えていた。がっちりとホールドされた瑞希の肢し体たいは、逞たくましい肉体に包まれて、男の匂においと、鼓動と、熱しか感じられなくなってくる。

　亮平はこんなにも『男』になっていたのだろうか？

　有う無むを言わさず、瑞希を捕とらえ、その両腕の鎖くさりで縛しばりつけられるほど。

「亮平っ……痛い……っ」

　骨が軋きしむ圧迫感に、顔をしかめた瑞希が痛みを訴うつたえると、腕の縛いましめが突とつ然ぜん緩ゆるんだ。

（……っ!?）

　まだ声が出せないで、ただ眼前の男におのれの視線を向ける。

　その面おもてから少しでも彼の気持ちを量りたいのに、亮平は目を伏せて、すっと瑞希から身を引くと立ちあがった。

「りょ、へい……？」

「……ごめん」

　ごく低い声を畳たたみに落としたきり、亮平は踵きびすを返すと、座ざ敷しきから出ていった。
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　それから随ずい分ぶん経たったあとも、瑞希はいまだに戸と惑まどいを胸に秘ひめたままだった。

　亮平は、どうしてあんなふうに自分を強く抱き締めたのか？

　しかし、瑞希はその問いを直接本人に聞くことはしなかった。

　彼に「なぜ」と訊たずねたとたん、なにかが崩れてしまいそうで怖こわいのだ。

　それに亮平のほうにしても、瑞希を抱き締めたことなんていっさいなかったと言わんばかりに、ごくさりげなく振ふる舞まっている。普ふ通つうに話しかけ、いつものように身体の調子を気き遣づかい、世間話で笑え顔がおを見せる。

　そして、そのようにされてしまえば、ますますこちらは亮平の心情を聞きにくくなってくる。

　なすすべもなく、ただ悶もん々もんとした幾いく日にちかが過ぎてのち。亮平は瑞希と一いつ緒しよに夕食の後片づけを終わらせると、コーヒーを淹いれてやろうかと言ってきた。

「いい豆を見つけたから、買ってきたんだ。それとちいさな焼やき菓が子しも」

「だったら、カフェのほうに行く？　あそこならコーヒーを淹れる器具も、カップもたくさん揃そろっているし」

　そういう流れで、ふたりは一階の縁えん側がわから中庭を突っきっていくことにした。庭から行くほうが、玄げん関かん先さきの細道をぐるっと回って大きな通りに出るよりは、随分と早いからだ。

　この古民家は敷地が広く、周囲も同様にゆったりした家構えになっているので、夜になるとかなり暗い。サンダルを履はいた瑞希がおぼつかなく歩いていると、亮平が「ほら」と腕を出してきた。

「転ぶだろ。摑つかまって」

「ん。ありがと、亮平」

　彼の着ているチェックの袖そでに触ふれたとき、瑞希はほんの少しだけ硬くなる。

　あのとき──亮平に痛いくらい抱き締められていたときを思い出してしまうからだ。

「瑞希……？」

「あ……ううん。なんでも……それより今晩の魚のムニエル美味おいしかったね。あれ、亮平が育ててたハーブだよね？」

「オレガノだ。瑞希が気に入ったんなら、あれを使ってまたなにか作ってやる」

「わ、ほんと？　ありがと、亮平」

　にっこり笑って亮平の袖を摑んで……しかし、瑞希は胸の内に緊きん張ちようを潜ひそめていた。

（いつまでも気にしてる僕のほうが変なのかな？）

　どうしてもあれ以来、亮平の間近にいると無心ではいられないのだ。

（亮平は、なんとも思っていないのに……）

　あのことがあった次の日、亮平は何事もなかったように爽さわやかな表情で「おはよう」と挨あい拶さつしてきた。

　瑞希はそれでほっとしたが、気持ちのなかに戸惑いは残っている。ことに、こうして亮平に触れているとどきどきするのが止められなくなってくるのだ。

「さ、先に行って鍵かぎを開けるね」

　カフェの勝手口が見えたところで、瑞希は亮平から手を離し、そちらに向かって駆かけ出した。

（お願い。胸、鎮しずまって）

　瑞希は心臓の上の辺りを押さえながら、カフェのなかに入っていく。それから、店の明かりを点つけると、できるだけ普通の顔をして振り向いた。

「亮平がコーヒーを淹れてくれるの初めてだよね。買った豆ってどんなやつ？」

「ベースはコロンビア。それに、ブラジルとモカを合わせる」

　亮平が豆の銘めい柄がらを言いながらカウンターの内側に入っていく。

「こいつを淹れるまで、瑞希はそこに座ってて」

　言われるままに、カウンターの前にある背の高い木の椅い子すに腰こしかけた。

　この店は近くの寺社を訪おとずれる観光客と、近所の馴な染じみ客のために、週末だけ開けている。今日は金曜で誰だれもいないし、ふたりでここを使っても特に問題はないはずだった。

　そうして、しばらく待っていると、鼻先にいい匂いが漂ただよってくる。「ほら」と亮平が差し出してきたコーヒーカップを受け取って、ひと口飲むと、瑞希は眸ひとみを輝かがやかせた。

「すっごく、美味しい！」

「ほんと？」

「ん、すっきりして飲みやすいし、それでいて口のなかに味わいが広がっていくっていうか……。これ、ひょっとして田端さんと同じくらいか、それよりも美味しいくらい」

　どこでコーヒーの淹れかたを習ったのかと聞いてみたら、義兄の國明が教えたと言う。

「父さんがコーヒー好きだったからね。そのうち俺が見よう見まねで作ってみて、ちょっとしたコツを教えてもらってからは、俺がこれの担当になったんだ」

「でもほんと、よくできてるよ。プロの味と変わらない」

　皿に載のせた焼き菓子も出してもらって、にこにこ顔の瑞希が述べると、亮平が苦く笑しようしながら礼を言う。

「褒ほめてもらって、どうも。瑞希の口に合ってよかった」

　それから長身の青年は着けていたエプロンを外し取ると「ん？」と首を傾かしげてみせた。

「瑞希、ほらここ」

　亮平が自分の頰ほおを指してみせる。焼き菓子の欠片かけらがついてしまったかと、瑞希は右みぎ頰ほほを自分で撫なでた。

「そうじゃなく」

「え、どこ？」

　亮平がカウンターの向こうからぐっと身を乗り出して、瑞希の頰に触れようとしたときだった。

　カランと扉とびらのベルが鳴り、誰かが戸口から入ってきた。驚おどろいて、ふたりは一いつ瞬しゆんそこで動きを止めてしまう。

「……えっ、わ……すみません」

　表の入り口から入ってきたのは、短たん髪ぱつに、スリムな体型の青年だった。

「田端さん……!?」

　彼はここ『地の塩』のマスターで、湘しよう南なんに分校がある工科大学の学生だ。普ふ段だんはきびきびした動作をする男だが、このときばかりは茫ぼう然ぜんとした様子になって突つっ立っている。

「こんな時間にどうしたの？」

「え、いや……なんというか……」

　困ったふうに田端がつぶやく。訳がわからず瑞希が小首を傾げたら、亮平が「入ってください」とうながした。

「なにかの用事でここに来られたんでしょう？」

「う、うん。そうだけど……」

　遠えん慮りよがちにこちらのほうに寄ってきて、田端は亮平だけを見ながら用向きを口にする。

「明日あしたの仕込みで氷が不足しているかと思ったんだ。ほら、最近は随分暑くなってきたから。それで、氷の残量を確かめに近くまで来たところ、店に明かりが見えたから」

「だったらこっちに。器具はすぐに片づけますから」

　勝手に使ってすみません、と亮平が真面目な調子であやまった。田端は自分と同じくらいの目線にある相手を眺ながめ「きみは……？」と訊ねてきた。

「俺は、淡島亮平です」

「え。淡島さんと同じ名字？　ってことは、親しん戚せきのひとかなにか？」

「瑞希は俺の叔父おじになります」

　田端は切れ長の眸をぐるっと回したあとで、困った顔で頭を搔かいた。

「悪い、おかしな態度を取った。見慣れない人間だから、ちょっとばかし戸と惑まどったんだ」

　それだけだと田端は言う。亮平も淡たん々たんとうなずいた。

「こちらこそ、驚かせて悪かったです。ここ最近になってから、瑞希と同居をはじめたので、田端さんにはご挨拶が遅おくれました」

「同居って、きみが母おも屋やに？」

「はい。最初は大学の学生寮りようにいたんですが、親の許可も得て、こちらに住まわせてもらうことになりました」

　亮平の説明は田端を納なつ得とくさせ、感心もさせたようだ。へえ、と目を瞠みはったあとで、

「それはよかった。淡島さんもあの家にたったひとりじゃ不用心だし……こんなしっかりした甥おいごさんに来てもらってよかったですね」

　最後の台詞せりふは瑞希に言って、田端はおもむろに厨ちゆう房ぼうへと足を進める。そうして、亮平が使っていた器具を見ると、興味を惹ひかれた様子になってそちらのほうに近づいた。

「これはきみが淹れたコーヒー？」

「はい。そうです」

　亮平と田端が並べば、同年ねん齢れいのように見えるが、実際は田端のほうが歳としは上だ。亮平もそれは推測がついたのか、丁寧な言葉使いをしていたし、いまは田端が使用済みのコーヒー殻がらを指で掬すくうのを脇わきに控ひかえて見守っている。

「……ふうん。これって、きみ自身が豆をセレクトして淹れたんだよな？」

「あ、はい」

「このサーバーに残ってるやつ飲んでいい？」

　亮平が首しゆ肯こうすると、田端はカップに茶色い液体を注ついだあとで、香かおりを嗅かぎ、ややあってからほんのわずかにそれを含ふくんだ。そのあと軽くうなずいて、カップのコーヒーを全部飲み干す。

「ふん。なるほど」

　納得したふうにカップを置いて、田端は亮平に問いかける。

「淡島くんは飲食系のバイトってしたことある？」

「あっと、まあいちおうは。バイトとして正式に雇やとわれてはいないですけど、旅先のボランティアで手伝ったことくらいなら」

　唐とう突とつな質問に、亮平は幾いく分ぶん首を傾かたむけて返事した。それを聞いて、田端は満足げににやりと笑う。

「多少はありか……じゃあ、いいな。うちはメニューも少ないし、きみならきっとすぐにおぼえられると思う。とりあえず、トースト系と、サンドイッチの作り方だけ教えるから。特製カレーのレシピは近々書いてくるよ」

「え、あの……どういうことです？」

　思いがけない成り行きに、亮平は面めん食くらった顔をしている。しかし、田端は「いい人材が見つかったから」とにんまりしながら述べてきた。

「いやあ、俺も三年生だし、ぼちぼち卒論だの就活だので忙いそがしくなるんだわ。それまでに店長交代の引き継つぎをしときたいんで」

「店長って……」

「この店はちいさいから、慣れた人間がふたりいれば充じゆう分ぶん回せる。ついこのあいだバイトの子が辞やめたところで、次の募ぼ集しゆうをかけてたんだ。淡島くんが入ってくれれば、そっちのほうはもういらないし」

　口早に説明したあと、瑞希のほうに視線を向ける。

「この店のオーナーとして、淡島さんは彼を雇うのは賛成ですか？」

　いきなり振ふられて、瑞希は当とう惑わくしてしまう。なんとも言えず瞬またたきすると、田端が問いを重ねてくる。

「淡島くんがオッケイだったら、問題がありませんね？」

「あ、ええまあ……亮平がしたいなら」

　そもそもオーナーとして田端になにか言えるほど、この店に瑞希は貢こう献けんしていない。なにもかも任せきりで、平生から申し訳ないと思っているくらいで、発言権などまるでないのだ。

「淡島くんは？」

　亮平はごく簡単にうなずいた。

「バイトはしなくちゃと思っていました。ここなら近いし、雇ってくださればありがたいです」

「じゃあ決まりな。まずは明日からフロアのほうに入ってくれ」

　田端はぽんと亮平の肩かたを叩たたくと、氷の在庫を確かめたのち、ふたりに挨あい拶さつして店を出ていく。

　表のドアが閉まったあとで、瑞希は「いいの……？」とカップを洗う亮平に問いかけた。

「近いって、この店から家まではそうだけど、北鎌倉でバイトしたら遊びに行くところはどこにもないよ。いいとこ、湘南のあたりくらいで」

「遊びに行くところはなくてもいいさ。いまはこの店のバイトのほうが何倍も面おも白しろそうだ。田端さんからカフェのレシピを教わるのも楽しみだしね。俺自身は誘さそってもらって、助かると思ってるけど」

　そうは言うけれど、それは亮平が瑞希との生活をいちばんに考えているからだ。いままでと同じように瑞希の身近でなにくれとなく世話をして、かつバイトの収入も無理なく得られる。その目的に、もっとも適合していると思ったから、田端の誘いに乗ったのではないだろうか？

「ここに決めちゃってかまわないの？　ほんとに亮平、無理してない？」

「もちろん」

　あっさり告げる青年を見返して、瑞希は「だったら」と申し出た。

「明日、僕もこのカフェに来る。皿洗いくらいなら手伝えると思うんだ」
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　そののちは流れるように日々が過ぎ去り、大学生が夏休みになる時期が来た。亮平は平日用に鎌倉駅前にある酒屋のバイトをはじめたが、カフェでの仕事も土、日は欠かさず続けている。

「ほれ、あがり。三番に持ってって」

「はい了りよう解かい。それと一番さん、シナモントースト追加です」

「ん、オッケイ。あと、ピッチャーに……」

「氷ですね、わかりました」

　即そく座ざに返す亮平は、すでに田端との息もぴったりになっている。

　本格的な夏に入り、古民家をそのまま利用したこのカフェは、地元の客と観光客とで開店中は終日賑にぎわっている。

　亮平は、カフェでのバイトは初めてだったが、実際にやってみれば面白かった。

　元々調理や、皿洗いは得意だし、一日中立ちっぱなしでも苦にはならない。オーダー取りからはじめた仕事にはすぐさま慣れたが、バイト初日に手伝いを買ってくれた瑞希のほうは早々に厨房から姿を消した。洗い物をしているときにグラスを割って指を傷つけ、本業に障さわるからと田端とふたりしてなにもしないでいてくれと頼たのんだのだ。

　今日はこの季節にはめずらしく、朝からいまにも雨が降りそうな曇くもり空ぞらが続いていたが、土曜日でもあることから客の姿は途と切ぎれない。昼を過ぎ、午後三時を回って、ようやく客足が引いたとき、田端が休きゆう憩けいを取るようにうながしてきた。

「亮平くん、そろそろあがって飯食えよ」

　白い綿シャツにブラックジーンズ、その上からカフェエプロンを締しめている田端の姿は、亮平と似たり寄ったりの格好だ。田端は当初、亮平を「淡島くん」と呼んでいたが、元々瑞希を「淡島さん」と呼んでいるので、まぎらわしいと「亮平くん」に変えたのだ。

「じゃあ、ここを洗ってから」

　遅おそい昼食を取る前に、流しの食器を洗っておこうとしていたら、厨ちゆう房ぼうの奥にある勝手口から瑞希がふらっと入ってきた。いつの間にか外は小雨で、瑞希は傘かさなしに中庭を突つっきってきたらしく、身体からだのあちこちが濡ぬれている。

「亮りよう平へぇ……」

　力ないつぶやきが意味するところを察すると、その先を言われる前に応じてやる。

「はいはい。なにが食いたいんだ？」

　瑞希は今朝、食事を簡単に済ませると作業場に向かっていった。まだ機はた織おりはしていないみたいだが、次の構想が形になりつつあるのだろうか、食事のときもすっかり上の空だった。

　亮平は仕事の邪じや魔まにならないように、静かに家事を終わらせると、カフェのバイトに入っていたが、この休憩に様子見しようと思っていたところだった。

「瑞希がまだかかるようなら、ピザトーストでも持っていこうと思ってた」

「あ……じゃあそれを」

　そう言うものの、いまだ仕事に気を取られているのだろうか、妙みように足元がおぼつかない。ふらふらこちらに来ようとして自身の足に蹴けつまずくという、ある意味器用なことをした。

「……っ」

「あぶない」

　亮平が機き敏びんに両りよう腕うでを差し出すと、そのうえに細い肢し体たいが倒たおれかかる。抱だき止めて、大だい丈じよう夫ぶかと訊たずねたら「ふにゃあ」と気の抜ぬけた返事があった。

「ああまだこっちに戻もどってないか」

　これでよく途と中ちゆうで転ばなかったものだと、亮平は瑞希の手を引き、カウンター席に導いていく。

　瑞希はまだぼうっとしていて、亮平が椅い子すに座らせ、頭と肩とをタオルで拭ふいていくときもされるままになっていた。

「濡れるってわかってんのに傘を差そうとしないんだよな」

　ぼやきながらも艶つやのある茶色い髪かみから滴しずくを拭き取る。手にしたタオルで揉もみこむように丁てい寧ねいに拭いていたら、ふっと『その箇か所しよ』が目に入った。

（うわ……）

　どんな悪戯いたずらか、瑞希のシャツの胸のところに雨あま粒つぶの大きな染しみが広がっている。ちょうどそこが乳ち首くびの部分で、布地を透すかして淡あわい色の尖とがりが見えているのだった。

（だから、下に肌はだ着ぎを着てくれと言ったのに）

　瑞希は服装には無む頓とん着ちやくで、面めん倒どうだからとたいていは白シャツとスラックスとで過ごしている。作業のときだけは小こ袖そでに野の袴ばかまを着用するが、それも作さ務む衣えより似合うからと光塩が大量に仕立てさせていたのが理由だ。

　作業中ならこうもならなかったのに、と内心こぼす亮平は、しかしそこから目が離はなせない。いつか見たことのある風ふ呂ろ場ばでびしょ濡れになった瑞希と、その折の艶なまめかしい肢体とが甦よみがえり、亮平の煩ぼん悩のうを搔かき立てるのだ。

（このひとはまた無自覚に色っぽいし……）

　瑞希が湯あがりに上気した肌はだをして目の前をよぎるとき、石せつ鹼けんのいい香かおりが鼻先にふわっと漂ただよう。あれはちょっと自分自身の理性が試ためされている気がする。

　たったいまも無防備な姿を晒さらすこのひとは、本当に罪作りだと心中で嘆たん息そくし、亮平は刺し激げきの強い眺ながめから無理やりに視線を剝はがすと、その足元にひざまずいた。

「ほら、足出して」

　サンダルで湿しめった草地を歩いてきたからボトムの裾すそと、足とがぐっしょり濡れている。桜色の爪つめを見ながら、タオルで足の甲こう、指先、足裏と拭いてやり、裾の水気も取ってやったそのあとで腰こしをあげ「ひとまずこれで大丈夫」と請うけ合った。

「……ありがとぅ……」

　ぼんやりしているときの瑞希は、隙すきだらけですごく可愛かわいい。ずっとこのままでもいいのにな、と馬ば鹿かなことを考えながら厨房に戻っていって、瑞希のための食事作りに取りかかろうとしたときだった。

「……なんですか？」

　横で田端が妙な顔をしてこちらを見ている。なにか言いたげにしているので、こちらも手を止めて見返すと、ややあってから口をひらいた。

「あのさ、ちょっと聞いていい？」

　亮平がうなずくのを待ってから、ふたたび田端が声を発する。

「亮平くんって、ほんとに淡島さんの甥おいっ子だよな？」

「ほんとってか……義理ですけど、まあほんとです」

　とくに隠かくすことでもないので、現状のまま相手に伝える。

「俺の祖父が瑞希を籍せきに入れたので」

　こまかいことは省いて言うと、田端は「ああ」とうなずいた。

「悪いな、身の上を詮せん索さくする気じゃなかったんだが、お客さんがやたらときみとの関係を聞いてくるんで」

「俺とのって……？」

　田端が亮平の顔を見て「ああ違ちがう」と手を振ふった。

「亮平くんの素す性じようがあやしいとか、そんなんじゃないんだって。とくに変な言動もしていない。ただ、なんつうか、甘いのよ」

　カウンターに背を向けて、ひそひそ声で田端は言う。

「亮平くんて、かなりできるやつだろう？　仕事はすぐにおぼえたし、客あしらいも結構上手にこなせるし。なのに、それを鼻にかけたところもなくて、いっつも謙けん虚きよで真ま面じ目めだし」

「それは……ありがとうございます？」

　語ご尾びに半分疑問形をくっつけて田端に返すと「そういうとこがね」と苦笑された。

「淡たん々たんとしてるっつうか、歳としのわりに大物風なんだよな。だけど、あの淡島さんにはめちゃくちゃに甘いだろ。単体だって相当に目立つのに、ふたりで雰ふん囲い気き作られたら、ただ口開けて遠巻きに眺ながめるしかなくなるもんな。だから、常連さん達も気になって仕方ない訳」

　亮平は返事をすることができなかった。瑞希がいるとき、彼しか見えていなかったおのれの姿を改めて自覚したのだ。

（めちゃくちゃ甘くて、雰囲気作って？）

　思えば、頰ほおが熱くなる。耳まで赤くして、固まったままでいたら、田端が「へえ……」と驚おどろいた顔をした。

「亮平くんでもそんな顔をするんだな。なんか、すごくめずらしいもの見た気がする」

　感じ入ったようにつぶやき、ややあってから、田端は我に返ったように「ああいやいや」と手を振った。

「親しん戚せき同士で仲がいいのは悪いことでもなんでもないし。むしろ、淡島さんが元気になって、常連さん達も喜んでるから」

　なだめる声に、亮平も気を取り直し「俺はなんとも思ってないです」と言おうとしたときだった。

（……？）

　戸口のほうに向けられている田端の顔色が変化している。つられて亮平が振り向くと、そこには三十代半ばかと思われる男がひとり立っていた。スーツ姿に眼鏡の男は、これまで亮平が見かけたことのない客だ。彼は濡れた傘をたたむと、周囲に視線をめぐらせる。

「や、瑞希。久しぶり」

　瑞希の客は、以前外商部の社員達が来て以来だ。怪け訝げんに思いつつカウンターに目をやって、亮平は驚いた。

（瑞希……!?）

　彼はもうぼんやりしていなかった。普ふ段だんから大きな目をより大きくして、声をかけてきた男のほうを見つめている。

　震ふるえる唇くちびる。血の気の失うせた白い頰。尋じん常じようではない瑞希の様子に、亮平は緊きん張ちよう感かんを募つのらせながら彼の傍そばに行こうとしたが、わずかの差で男のほうが早かった。

　男は亮平を遮さえぎるように背を向けて、瑞希に向かって話しかける。

「母おも屋やのほうに回ったんだが、返事がないからここかと思った」

　細い肩かたに手を置く仕草は妙に慣れたふうだった。

「……っ!?」

　その男に触ふれられて、瑞希の身体からだがびくっと跳はねる。あからさまに怯おびえる反応を示した瑞希に、しかし男はいささかも配はい慮りよを見せようとしなかった。肩の上に置いた手を摑つかむ動作に変えたあと、

「直じかに会うのは光塩先生の葬そう儀ぎ以来か？　元気そうにしてるじゃないか」

「か、片桐さん……腰越先生から、なにも聞いていませんか……？」

　片桐と呼ばれた男は、瑞希に断ることはせず隣となりの席に腰かけた。

「コーヒーひとつ」と言ったのは、田端にだ。それから、やおら瑞希のほうに顔を向ける。

「聞いたことは聞いたけどね、随ずい分ぶん誤解があるんじゃないかって気がするんだ。俺にだって自分を弁護する権利くらいはあるだろう？」

「で、も……僕は、もう……」

　言って、瑞希は亮平のほうを見る。助けを求められたかと、思わず亮平が身を乗り出せば、彼はハッと目を瞠みはり、さらに怯えた顔をした。

（……え？）

　瑞希は隣の男より亮平を怖こわがっている。こちらに来ないでほしいと全身で訴うつたえている。

　どうしてだと聞こうとしたら、その前に瑞希がふらっと立ちあがった。

「と、とにかく場所を変えて話を」

「ああいいとも」

　片桐は余よ裕ゆうの表情で席を立つ。

「光塩先生の……ああ、いまはきみの家だったっけ？　そこで話をしようじゃないか」

「で、でも……」

「じゃあ、ここで。俺は声が大きいほうだし、周りにはきみを知ってる人間が少なからずいるようだけど、それでも別にかまわないな？」

　これは脅おどし文もん句くだと思ってもいいだろう。我が慢まんしかねて「おい」と強い声こわ音ねを投げたら、瑞希がふるふると首を振る。

「ほ、ほんとになんでもないんだよ。彼は……あの、仕事関係のひとだから。話が終わるまで、亮平は母屋に来ないで」

　必死になって言い置くと、唇くちびるをきつく嚙かんで亮平から顔を背ける。

「きみ、すまないね。コーヒーはいらなくなった」

　そう田端に告げる片桐はここの構造をよく知っているようで、迷いなく勝手口の扉とびらをひらくと、そこから瑞希を伴ともなって立ち去った。

「はーあ……」

　ふたりの姿が消えたとたん、田端が大きく息をつく。

「……あの男は誰だれなんです？」

　拳こぶしを握にぎり、奥歯を嚙み締しめていた亮平は、いまだ男がその場所にいるかのように勝手口を睨にらんでいる。

「あいつは光塩先生が本を出版するときに担当だった男だよ。すごく熱心な編集で、しょっちゅうあっちの母屋のほうに顔を出してた。その絡からみでカフェにもよく来てたから、俺は顔を知ってるけどな……。もう二度と来ないって思ってたのに」

　吐はき捨てる田端の口調に、あの男が好かれてはいないと知った。

「なんで、もう来ないって思ってたんです？」

「なんでって……」

　一いつ拍ぱく置いて、田端が肩をすくめてみせる。

「最後のほうでは淡島さんがあの男を避さけてたし、光塩先生もあいつのことを不快に思ってたみたいだから。はっきりとはわからないけど、あるときからぴたりと来なくなったから、出禁でもくらったんだと思ってた」

（瑞希が避け、光塩先生も不快だと感じていた……？）

　その男がなぜいまここに現れたのか。しかも、瑞希に脅しめいた言葉を投げて、ふたりだけになろうとした。

（それに瑞希が言っていた、腰越先生って、なんなんだ？）

　確か、彼は瑞希の顧こ問もん弁護士だ。その人物が片桐に聞かせていたこととはなんだ？

　瑞希の怯えた様子といい、自分の与あずかり知らぬところで、なにか大きな問題が起きているのに違ちがいなかった。

（俺は来るなと言われたけれど……）

　ここでじっとしていられない。

「田端さん。俺、ちょっと長めの休きゆう憩けいを取らせてもらっていいですか？」




　　　　◇　　◇




　亮平が田端にそう聞いた少し前。片桐に連れられて母屋に向かう瑞希の心は、驚きよう愕がくと恐おそれとで黒く塗ぬり潰つぶされていた。

　片桐が警告を無視して、瑞希の前に現れたのにも戦せん慄りつしたが、それ以上に気にかかることがある。

（亮平に、見られてしまった……）

　亮平は他のひとよりずっと敏さといし、あれだけのやり取りでも、片桐と瑞希との関かかわりが仕事のうえではないのだと気づいていたかもしれなかった。

（嫌いやだ、それは……）

　光塩に片桐との関係を気づかれてしまったときも相当に動どう揺ようしたが、いまはそのときどころではなく惑わく乱らんしている自覚がある。

（亮平は、もし片桐との関係に気づくようなことがあっても、僕に対して偏へん見けんを持つような人間じゃない）

　それはよくわかっていて、それでも瑞希は嫌なのだ。理り屈くつ抜ぬきに、そのことを知られたくない。

　胸に当てた手を握り、瑞希は片桐に続いて縁えん側がわから母屋に入る。彼はさっさと応接間に入りこむと、座ざ卓たくの前に座りこんだ。

　図ずう々ずうしい男の態度に波立つ心を意志の力で抑おさえこみ、瑞希は座卓の向かい側に立ったままで口をひらいた。

「あなたが来たのを歓かん迎げいするつもりはないです。あなたには、すでに弁護士から警告があったはずで、僕はこれを不当な行こう為いだと思っています」

　家に入れたのを、目の前の男に誤解されたくない。もしも瑞希が片桐の言い分を拒きよ否ひしたら、カフェにいた皆みなの前で自分との関係をおおっぴらに告げてしまう。そう匂におわされていなければ、ここに彼が来ることを承知したりはしなかった。

　瑞希がきっぱりした口調で告げると、片桐は不ふ愉ゆ快かいそうに頰ほおを歪ゆがめた。

「初しよっ端ぱなからご挨あい拶さつだな。こっちは雨のなか、わざわざ来てやった……」

「弁解があると言うならお聞きします。でもこれきりです。今後いっさい僕には接せつ触しよくしないでください」

　相手の台詞せりふを断たち切って瑞希は言った。片桐はふふんと肩かたをすくめてみせる。

「そんなふうに肩ひじ張って、俺を拒きよ絶ぜつしなくていいだろ？　仮にも俺は恋こい人びとで、きみの初めての男なんだ」

　いたぶるような声音が瑞希の心を傷いためる。片桐が初めての男なのは本当だが、それを彼から思い出させてほしくなかった。

「僕が、あなたと……そういう関係になったのは、恋人とかそんなのじゃなかったはずです。それはあなたも知っていることでしょう？」

「さあ、知らないな。俺がおぼえているのは、きみが俺と寝ねたがって、誘ゆう惑わくしたってことくらいかな」

「……っ、違います。それは事実じゃありません」

　白々しい男の噓うそに怒いかりを感じ、瑞希はきっぱり言ってのけた。

「そんなことをするためにあそこに行ったんじゃないんです。確かに僕は、あのときまではあなたに好意を持っていました。でもそれは恋人になりたいだとか、ましてや寝たいとか、そういうものでは絶対なかった。もしもあなたがそんなふうに思っていたなら、まるっきりの勘かん違ちがいです」

　あのころの瑞希の目には、片桐は石津光塩の業績を深いところまで理解している、有能な編集者に映っていた。熱心に光塩の話を聞き取り、作業場をつぶさに見、書かれたものを丁てい寧ねいに読みこんで、それらを本にしてまとめるために慎しん重ちように作業を進める。

　彼は明らかに光塩の作品と、その人ひと柄がらとに魅みせられていて、真しん摯しそのものというような作業ぶりが、同じく師し匠しようを尊敬する瑞希には好ましく思えたのだ。

　高名な染せん織しよく家かを信しん奉ぽうする編集者と、織りの師匠に見こまれて大切に育てられている内うち弟で子しと。どちらもまず、光塩という存在があり、それがなければ、おそらく一生縁えんのない相手だった。

「勘違いなんかじゃない」

　しかし、片桐は瑞希との繫つながりに固こ執しゆうした。どんなに嫌だと言っても頑がんとして受け入れず、買い物先や、カフェ『地の塩』でも待ち伏ぶせされ、ついにはこの屋や敷しきにまで押しかけてきた。その折に、ひとりで留守番をしていた瑞希が片桐に襲おそわれて、必死で抵てい抗こうしていたときに光塩がちょうど帰宅したことで、すべてが明るみに出たのだった。

「あのあと光塩先生は俺がなにを言おうともいっさい耳を貸さなかった。そのうえ、俺を遠ざけて……俺は先生をあんなに尊敬していたのに！」

　片桐は目を据すわらせて叫さけんだあと、激しい勢いで立ちあがった。

「な、なにを……っ!?」

　いきなりこちらに回ってくると、片桐はすごい力で瑞希の両りよう肩かたを摑つかみ締めた。

「やめてください！」

「この家で、きみが俺を受け入れれば、光塩先生が俺のことを批難したのは間ま違ちがいになる。きみだって、ずっと男っ気なしで来て、身体からだが寂さびしかっただろ？　きみが満足するくらい、俺がよくしてやるからな」

「や、嫌だ……っ！」

　無理やり畳たたみに押し倒たおされて、瑞希は悲鳴をあげていた。片桐に触ふれられると、ぞっとするほど気持ちが悪い。

「じっとしてろ！」

　うなじに荒あらい息をかけられ、顔をしかめて瑞希は抗あらがう。

　どうしても、絶対に、この男に触れられたくない。

「やっ……嫌っ……りょ、りょうへい……っ」

　切せつ羽ぱ詰つまって叫ぶ瑞希は、恐きよう怖ふと嫌けん悪おに惑乱していて、自分が誰だれを呼んでいるのかわからなかった。

「た、助けて……っ。亮平……っ！」

「動くなと言ってるだろ！」

　片桐が怒ど声せいとともに握にぎった拳こぶしを振ふりあげた。

（殴なぐられる……!?）

　思わず瑞希がぎゅっと目を閉じたその直後。

「う、わ……っ！」

　身体に圧しかかっていた重みが突とつ然ぜん消え去った。

（……えっ？）

　何事かと目をひらいたら、畳の上に眼鏡を飛ばして転がっている片桐の姿が見えた。

　そして、その脇わきには漆しつ黒こくの髪かみをした青年が、怒りに目を光らせて立っている。

　その瞬しゆん間かん、瑞希は自分が誰を求めていたのかをはっきりと自覚した。　>>>♥

「亮平……っ」

　彼の傍そばへと無意識に身体が動く。

「瑞希！」

　こっちに来いと伸のばされた長い腕うで。瑞希は夢中で男の胸に飛びこんだ。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　片桐といるところをあれほど亮平に見られたくないと思っていた瑞希なのに、こうして彼に包まれると、抑えがたく安あん堵ど感かんが湧わき出してくる。声も出せずにうなずくと、亮平がさらに強く瑞希の身体を抱だきこんだ。

「きっさま……よくも」

　憎ぞう悪おのこもる唸うなりが背後から洩もれてきた。思わず後ろを見ようとして、しかし瑞希は背中と後頭部を押さえた両手に自分の動きを阻はばまれる。

「あんなやつ、瑞希は見るな」

　抑えた声こわ音ねが耳を打つ。すると、いったんは忘れていた不安がいっきに噴ふき出してきて、瑞希の胸を苦しくさせた。

（亮平は……どう思ってる？）

　突然やってきた男をこの家に入れ、そのうえ揉もめ事を起こしている自分のことを。

　考えれば改めて怖こわくなり、瑞希は亮平の腕のなかで身を硬かたくした。

「おまえは誰だ？」

　片桐の問う声に、亮平が低く応じる。

「あんたに名乗る必要はないと思うが？」

「は。亮平って瑞希が言ってたのがおまえのことだろ？　独り身かと思ったら、光塩先生が亡なくなってすぐ、この家に男を引っ張りこんだ訳か」

　片桐は亮平の存在をねじ曲げて受け取ったようだった。姿勢をそのままに「違ちがいます」と返したが、相手は聞く耳を持たなかった。

「それで、二ふた股またがばれるのを怖がって、俺を撥はねつけていたんだな。弁護士に、俺が一方的につきまとっているんだと噓までついて……ただ単に、こいつと乳ちち繰くり合っていたかっただけじゃないか」

　片桐の言い草にたまりかねて、瑞希は首だけを後ろにひねった。自分のことはなんと言われてもかまわない。ただ、亮平をそんなふうに貶おとしめられるのは嫌いやだった。

「亮平はそんなんじゃない。僕を心配して来てくれたんです」

「ああそうか。心配してもらったあとで、下半身の世話までされていたんだな」

　嫌みたっぷりに言ったあと、さらに片桐は毒を吐はく。

「で、どうだった？　瑞希の身体は？　こいつは元々ゲイだからな。ちょっとやさしくしてくれる男がいたら、食いついて離はなさないんだ。俺のときもこいつの相手は大変だった」

　ひゅっと瑞希は息を吞のんだ。

　片桐の言うのは噓だが、全部がでまかせという訳ではない。瑞希がゲイで、片桐と寝た事実は本当だ。それを亮平の前で告げられ、瑞希の心臓が凍こおりついた。

「だけど、おまえは先生の一部分だ。先生が教えた技量と、先生のいた家と、作品とを持っている。俺はそれらを全部大切にしてやるよ。だから、さあ、こっちに来い」

　心身が強張って、にわかに声が出せない瑞希は、何回も首を振り嫌だという意思を示した。

　片桐は間違っている。瑞希は光塩の一部分などではないし、片桐に自分を大事にすることなどできはしない。なにより、瑞希がそうされたくない。

（僕が大切だと思ってて、大事にしてほしいのは……）

　そのとき、亮平が耳元でささやいた。

「瑞希。ちょっとだけ離すから──」

「さあ来い、瑞希！」

　亮平の台詞せりふに片桐のそれがぶつかる。

　次の瞬間、瑞希を抱き締しめていた腕が、まっすぐ下に向かって動く。瑞希がすとんと畳に尻しりをつけた刹せつ那な、亮平がその脇から足を踏ふみ出し、片桐の動きを阻んだ。

「……ってえ！」

　わめいた片桐は宙で一回転して畳の上に落ちていた。

　亮平が瑞希に摑みかかろうとする相手の勢いを利用して、足あし払ばらいで倒したのだ。それから、立ち直る暇ひまを与あたえず、男の上に圧しかかる。あっという間にうつ伏せにさせ、逆向きに腕をひねって、亮平は片桐から悲鳴に似た叫び声を引き出した。

「や、やめろ……っ！」

「これまで瑞希になにをした？」

　亮平は冷めた声を出していたが、瑞希にはめったに怒おこらない自分の甥おいが憤ふん怒ぬに駆かられているのがわかった。

「おっ、俺は瑞希の恋こい人びとでっ……誤解を解こうとしただけだ」

　そうじゃないだろと、腕をさらにねじられて、片桐は情けない悲鳴をあげた。

「って、てえって！　やめ……痛い！」

「瑞希があんなに怯おびえるほど……ひどい目に遭あわせたあげく、つきまとっていたんだな？」

　亮平はこれまでに聞いたことがないくらい冷えた声音を出している。頰ほおを強こわ張ばらせる片桐のみならず瑞希までぞっとしながら、這はってそちらに行こうとした。

「りょ、亮平」

　なにをしようとしていたのか、自分でもわからない無意識の動作だった。しかし、その直後、亮平は拳を振りあげ、片桐の顔のすぐ脇の畳を殴った。

「ヒッ……！」

「これだけは言っておく。いまの瑞希には俺がいるんだ。もしまた瑞希にちょっかいを出すんなら……」

　亮平はもう一度同じ箇か所しよに拳を当てた。畳が抉えぐれ、片桐がしゃっくりみたいな喘あえぎを洩らす。

「ひっ、ひっ……ぃ」

「亮平、やめて」

　片桐をかばいたい気持ちではなく、亮平がこんなことでトラブルに巻きこまれるのがつらかった。亮平が自分のために片桐を殴ってしまえば、そのあとどんな災難が降りかかるかわからない。

「片桐さん」

　ただ漫まん然ぜんと守られているのではなく、自分からも行動すべきだと心を決めて、瑞希は震ふるえる膝ひざを叱しつ咤たして立ちあがった。

「あなたに言いたいことがあります。僕は師し匠しようの一部じゃない。淡島瑞希という人間なんです。そしてその僕は、あなたのことが好きじゃないし、もう二度と顔を見たいとも思わない。あなたが退ひいてくれないのなら、僕は法に訴うつたえるつもりです。告こく訴そすれば、たぶんあなたは有罪になるけれど、そうしてもかまいませんね？」

　瑞希の本気を感じたか、こちらに向けた横顔が青くなった。

「俺は……」

「瑞希、こいつを告訴するまでもない。俺がここでこいつの息の根を止めてやるから」

「ひゃ……ヒエッ」

　淡たん々たんと言ったあと、亮平が片桐の首を摑んだ。思わずハッと息を吞んだ瑞希だが、制止の声が出せないのは、亮平の気き迫はくがあまりにも凄すさまじくて、完全に気押されていたからだった。

　こんなにも怖い男を目にするのは初めてで、瑞希も顔面蒼そう白はくになっていたら、亮平はおもむろに腰こしをあげ、片桐の腕を摑んで立ちあがった。

「お、俺をっ、どうす……っ」

「どうしてほしい？」

　亮平が低く訊たずねる。もはや片桐は見み栄えを張ることもできないで、無様に助けを求めはじめた。

「やめてくれ……っ、たす、助けてっ」

「もう瑞希につきまとわないと俺に誓ちかえ。そうでないと……」

「ちっ、誓う……っ」

　哀あわれな声で叫さけぶ男は、瑞希に見せていた傲ごう慢まんさの欠片かけらもない。薄うすっぺらい人間性を露ろ呈ていさせ、しかし片桐はそれを屈くつ辱じよくと感じる余よ裕ゆうすらないようだった。

「それじゃあこの家から、瑞希の前からいますぐ立ち去れ」

　亮平は片桐の首根っこを引っ摑み、中庭へと向かっていく。

　すでに片桐は自分のことだけで手いっぱいになっているのか、瑞希の視界から消えていくまで、一度もこちらを見ようとはしなかった。

（……っ）

　ふたりが立ち去ったそのとたん、瑞希はへなへなと尻を落とした。

　座ざ敷しきのなかでひとりになると、片桐が来たときからいままでの情景がいっせいに甦よみがえり、胸がきつく締めつけられる。

（亮平に……全部知られた）

　惑わく乱らんしている頭のなかに、それだけがくっきりと浮うかんでいる。

　瑞希が片桐と寝ねていたことと、その顚てん末まつを亮平は知ったのだ。

（あの男につきまとわれていたことも……それを亮平に言わないでいたことも）

　亮平は猛もう烈れつに怒っていた。息の根を止めると言ったのは、言葉のうえのことだろうが、あんな台詞が出るくらい彼は物ぶつ騒そうな気分でいるのだ。

（僕のために……僕のせいで、亮平にあんな言葉を使わせた）

　片桐を退けた勝利感は微み塵じんもなかった。自分の甥おいへの罪悪感で心が押し潰つぶされそうだ。

　瑞希が動くこともできず、張はり裂さけそうな胸をかかえてその場にうずくまったままでいたら、まもなく亮平が戻もどってきた。

「あいつは帰らせた。帰り際ぎわにもう来るなと睨にらんでやったら、呆ほうけた顔でうなずいてたよ」

　声が聞こえた瞬しゆん間かんに、瑞希はびくっと両りよう肩かたを跳はねあげた。次いで、勝手に全身が震え出す。

「瑞希、大だい丈じよう夫ぶ」

　さっと亮平が近づいて、瑞希の隣となりに膝をつく。

「あいつはもう来ないから。もし来ても、あいつが瑞希と会う前にちゃんと追っ払ぱらってやる」

　そう頼たのもしく請うけ合ってくれるけれど、瑞希は顔があげられない。

「ご、ごめんなさい」

「ごめんって……あやまることなんかなにもないだろ？」

　やさしい声が告げてきて、そっと上体が起こされる。けれどもやっぱり瑞希は彼の目が見られずに、ぎくしゃくと立ちあがった。

「ご、ごめん。ほんとに……僕、作業場に戻ってるから……っ」

　そして瑞希はふらつく足で逃にげ出したのだ。

（……もう少し落ち着いたら、ちゃんとあやまる……だから、いまは……ちょっとだけ……）

　押し潰されて、砕くだけた気持ちを拾い集める時間が欲しい。そうすれば、たとえどんなにきつくても、また亮平の顔を見て謝罪ができる。

　瑞希は何度も転びそうになりながら、糸置場に向かっていった。
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　そうして逃げこんだ糸置場の片かた隅すみにしゃがみこんで、どのくらい経たっただろうか。時刻はよくわからないが、玄げん関かんのチャイムが鳴った。とっさに身をすくめ、瑞希が動けないままでいたら、またしてもチャイムが鳴る。それから引き戸の向こう側で「宅配便でーす！」と大きな声。

　ここにくる宅配便のドライバーは、住人がなかなか出てこないのを知っているので、そう簡単にあきらめない。もう一度大きな声で叫ばれて、瑞希はそろそろと腰をあげた。

（亮平は……カフェに戻った……？）

　廊ろう下かに出て窺うかがうと、休きゆう憩けい時間が終わったのか、彼の気配はしなかった。重い心を引きずったまま、玄関の引き戸を開けて荷物を受け取る。送り状には手打ちそばと書かれていて、これは安あ曇ずみ野のから養父母が瑞希に送ってくれたものだ。

　彼らの気き遣づかいに感謝しつつ、包装された紙箱をとりあえず台所に持っていく。どこに置いておこうかと思ったものの、頭がまだよく働いていなかったのか、無む闇やみにそこらの引き戸や抽斗ひきだしを開けてしまった。

（あ……）

　大きな水屋の最下段にあったのは、光塩が好きで飲んでいた日本酒で、それをなんとなく眺ながめたあとで、瑞希はずっしりと重みのある一いつ升しよう瓶びんを取り出した。

　瑞希は元々酒に弱く、味も好きではなかったが、このときにはだからこそ口にしてみようかと思ったのだ。

　養親からもらったそばをひとまず流し台に置き、洗いかごからコップをひとつ取りあげて、瑞希は日本酒の瓶を携たずさえ、ふらふらと行き場所を探してさまよう。

　亮平が帰ってきたらまず来るだろう二階は避さけて、さきほどまでいた糸置場に向かったのは、無意識の判断だった。

　ふたたび瑞希は板の間の片かた隅すみに腰を下ろし、まるで毒でも呷あおるようにコップに注ついだ酒を喉のど奥に流しこんだ。

「……僕は、馬ば鹿かだ」

　味もわからず何なん杯ばい目かを飲み干したとき、低くつぶやく声が出た。

「僕は大馬鹿だ。片桐さんがどう言ったって、この家に入れるべきじゃなかったんだ」

　わかっていたはずなのに、瑞希は亮平に知られたくないばっかりに、よけいにトラブルを大きくした。しかも結局、片桐との関係を亮平に全部知られ、彼には似合わない物騒な言葉を吐はかせた。

「ごめんね、亮平……」

　腹のなかが焼けつくように熱いのは、いっき飲みしたアルコールのせいだろうか。妙みように脈みやく拍はくが速くなり、目の前がぐらぐらして定まらない。

　どんどん視界が霞かすんでいき、やがて現実感も、時間の観念もなくなって、固い板の間にただじっと座りこんでいたときだった。

　前触れもなく、瑞希の混こん沌とんとした頭の上から静かな声が落ちてくる。

「瑞希。飲むんなら座敷に行こうか？　板の間じゃ身体からだが冷える」

「……誰だれ？」

　言ったとも思わずにつぶやくと、一いつ瞬しゆん置いて「俺のことがわからない？」と声がした。

　瑞希は曖あい昧まいに首を振ふり「……ごめんね」とあやまった。

「なんで、瑞希があやまるんだ？」

「僕がもう少ししっかりしてたら、亮平に嫌いやな思いをさせないで済んだんだ。息の根を止めるなんて、あんな台詞せりふを言わせないでもよかったのに……」

　誰に言っているのかは不明だが、言葉ばかりはすらすらと口から出てきた。

「瑞希はあやまらなくていいんだ」

　何者かはおぼろなままで、けれどもその声を耳にすると、ほっと身体の強こわ張ばりが解けてくる。誰かが自分のすぐ近くに座った感じがしたときも、なぜなのかは不明だが警けい戒かいする気はしなかった。

「嫌な思いはしていないし、あの台詞を吐いたのは、俺が……そう、あいつに嫉しつ妬としていたからだ」

「嫉妬……？」

　声こわ音ねの苦さに驚おどろいて、瑞希はとっさに問い返す。いまだ頭ははっきりと動いておらず、聞いたことは理解できていなかったが、その響ひびきには意識せずに反応していた。

「瑞希があいつと……そう思ったら、頭が煮にえた。そのうえで、嫉妬する俺自身にも腹が立った。瑞希はそれどころじゃなかったのに。俺がなにも知らないでのうのうと暮らしていたとき、瑞希はひどい目に遭あってたんだ。たったひとりで、誰にも言えずに苦しんで」

「そうじゃないよ」と、考えるより反射で瑞希は否定した。

「師し匠しようが僕の気持ちを汲くんで、誰にも言わないでいてくれたんだ。……それに、僕はひとりじゃなかった」

「ひとりじゃなかった……？」

　大きくうなずくと、がくんと上体が前に傾かたむく。すると、しっかりした感かん触しよくがこちらの身体を支えてくれた。やさしいぬくもりに包まれて、瑞希はほうっと息をつく。

（ああ……あったかい）

　こうして誰かの気配を間近に感じていると、ひどく素す直なおな気分になれる。うながされるまま瑞希はぽつぽつと自分の気持ちを打ち明けはじめた。

「あの一件は……師匠に助けてもらったお陰かげで、ひとまず片づいていたけど……僕はずっと自分が悪かったと思ってた。普ふ通つうにしようと思ってても笑えなくて……でも、そんなときに『あのひと』からの伝言と、山ツツジの写真とが届いたんだ」

「『あのひと』……？」

「師匠の友人。名前は知らなくて……だけど、すごくやさしいひと。花の写真と、伝言とで、僕をいつも励はげましてくれてたんだ」

　身体はひどくだるいのに、言葉だけは易やす々やすと紡つむがれていく。まるでもうひとりの自分自身が勝手に動いているようだった。

「あのとき聞いた伝言はね──修しゆ業ぎようはどうですか？　もしも悩なやんでしまうようなことがあったら、どうか空を見あげてください。雲があっても、かならずその上にはこんな青空が広がっていますから──山いっぱいに咲さいてるツツジと、雲ひとつない空の画像……僕はそれを見て少し泣いて……次の日から笑えるようになったんだ」

「瑞希……」

　真しん摯しな声音が耳を打つ。なぜか、自分が摑つかまれている箇か所しよが震ふるえているような気がした。瑞希は無意識に、その部分に自分の手を添そえて口をひらく。

「そんなふうに、僕は『あのひと』の言葉にいっぱい支えられた。なのに、僕はまだ一人前になれなくて……修業のほうも、気持ちのうえでも……」

「気持ちのって？」

「ん……僕はこのことで正直になれなかった……自分をごまかして、隠かくそうとしてばかりいた」

「隠すって、片桐のことについてか？　だけど、それは誰だって言いたくないことだろう？」

　そうだけど……と瑞希はおぼつかなくうなずいた。

「僕は特に……亮平には知られたくなかったんだ。亮平にだけは、僕が……男と寝ねたことを知られたくないと思った」

　言い終えてしばらくはなにも聞こえてこなかった。静かな場所で、やさしいぬくもりに抱いだかれて。ただでさえ定さだかではない瑞希の意識が、やがてふわふわとどこかに漂ただよいはじめたとき、ふいに低く呻うめくような声がした。

「瑞希は……そんなことを俺に聞かせちゃ駄だ目めだったんだ……そんなのを聞いたら、俺は……」

　必死になって、なにかを堪こらえているようなせつなげな響きだった。

　その声音を耳にして、瑞希までが肺を絞しぼられた感じがして苦しくなる。この温かく、やさしい気配がつらがっている。それはどうしても見過ごせなくて、ゆるやかに腕うでを伸のばすと、そこにあるものをそっと撫なでた。

「瑞希……！」

　とたんに、ぎゅっと抱だき締しめられて、唇くちびるに熱いものが重なってくる。

　痛いくらいに上体を締めあげられ、息も苦しくなっているのに、なぜか瑞希は抵てい抗こうする気持ちが起きず、むしろこの感触にうっとりと自分の身を任せていった。
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　慈いつくしむような誰かの手が、まるで靄もやのかかったような視界のなか、瑞希の髪かみを搔かき回まわしていく。

「可愛かわいい、瑞希。すごく可愛い……！」

　情感のこもる声音を耳にささやき、男は、舌で口こう腔こうの内側を舐なめ、怯おびえたように引っこめている薄うすいそれを先で突つつく。そうして、自分の舌とそれとを絡からませて、少し強めに吸いあげた。

「ん、む……ふっ」

　瑞希はくぐもった声を洩もらすと、男のシャツをきゅっと握にぎる。おぼえず縋すがりつく仕草になったら、相手はさっきよりも大だい胆たんに舌を使った。くちゅくちゅと音がするほど口腔を搔き回されて、瑞希の背筋が快感にわなないた。

　身体に沁しみこんでいた酒の酔よいと、新たに注がれる快楽とが、瑞希から正気を奪うばい、蜜みつにまみれた夢のなかにいるような心地ここちにさせる。

「気持ちいい？」

　唇をわずかに離し、男は指で瑞希の背筋をなぞりつつ問いかける。

「あ、僕……っ」

　瑞希の目め尻じりには滴しずくが引っかかっていて、それが転がり落ちる前に男の口づけが涙なみだを吸い取る。

「それとも、嫌？」

　唇が触ふれ合う寸前の位置から眸ひとみを覗のぞきこまれ、瑞希はかすかに「やじゃない……」とつぶやいた。

（だってこれ、気持ちいい）

　肉体だけのことではなく、この存在に包まれると、心がいやおうなく惹ひきつけられる。

「じゃあ、もっとしてもいい？」

　さらに一歩踏ふみこまれ、瑞希の眸は揺ゆれたけれど、駄目だとは言わなかった。

「ん……っ」

　男にふたたびキスされて、うっとりと目を閉じる。前をひらかれ、ひんやりとした空気を感じたその直後、熱い手のひらがそこを覆おおった。熱心な仕草で胸を撫でられているときに、突とつ起きに指が引っかかり、瑞希の背中がびくっと震えた。

「ここがいいんだ？」

　今度は意図して、男が乳ち首くびをいじってくる。そこで感じたことなんて一度もないのに、淡あわい色の突起の部分を捏こねるようにされてしまうと、下腹が熱くなった。

「あ……いや……っ」

　次し第だいに兆きざしてくる自分の変化が怖こわくなって、瑞希が身体からだをよじったら、またもキスを仕かけられる。

「ふぅ……っ……ん、ん……っ」

　深いキスを施ほどこされつつ、左の胸だけいじられる。はだけたシャツは肩かたからずり落ち、そこばかりいじくられる乳首は真っ赤になっていて、触れられるたび強い痺しびれを瑞希に訴うつたえてきた。

「そこ、ずっと……やっ……」

　胸に触れるのはやめてくれと男に告げたつもりなのに、相手はふっと悪い笑えみを浮うかべると、耳じ孔こうに直接声を注ぐ。

「こっちだけは嫌いやだった？」

「あぅ」

　左を摘つままれ、右のほうにはキスされる。舐めて吸ってを繰くり返されて、かりりとそこを齧かじられれば、自分でも思わぬほどの甘い喘あえぎがこぼれ出した。

「ああ、ん……っ」　>>>♥

　いつの間にか瑞希はシャツを脱ぬがされており、ボトムの金具もひらかれていた。半はん裸らの瑞希に、男が覆いかぶさって、耳孔に吐と息いきを吹ふき入れてからなだめる声でささやいてくる。

「怖くない。いじるだけ」

　下着のなかに手を入れられて、直じかに性器に触れられる。すると、そこが跳はねあがり、男の仕草を嫌がっていないと知られた。

「そっとするから」

　男が瑞希のこめかみにキスをして、性器をゆっくり擦こすりはじめる。そこへの直接の快感は胸のそれよりずっと強くて、瑞希は戸と惑まどい、男の腕をぎゅっと摑んだ。

「やっ、だ……」　>>>♥

　駄目と言いかけ、しかし瑞希は唇を男のそれで塞ふさがれた。あせる声こわ音ねは彼の口腔に吸いこまれ、瑞希は（んっ、んっ）と喘ぎを洩らして身をくねらせる。

（ああっ……出る……っ）

　まだ擦られてさほども経たっていないというのに、瑞希のそれは反り返り、先から滴をこぼしている。男の手のなかで瑞希のペニスが湿しめった音を立てていて、それがよけいに淫みだらな気持ちを募つのらせる。

「達いきそうか？」

　キスをやめて問いかける男にがくがくとうなずいて、瑞希は汗あせばむ彼の首筋に頰ほおを寄せた。

「うっ、あっ、あ……んっ」

　背中を突っ張らせ、瑞希は男の手のなかに精を放った。

　射精の余よ韻いんに震ふるえる身体をしっかりと抱き締めて、男は耳に熱く激しい心情を注ぎかける。

「好きだ、瑞希！」

　聞き覚えのある声に、瑞希の背筋がちいさく震える。

　いつまでも身体のなかに消え残るその響ひびきにたゆたいながら、瑞希は甘い夢のなかにおのれの意識を委ゆだねていった。
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　翌朝、瑞希が眠ねむりの底から浮かびあがってきたときには、自分の布ふ団とんのなかにいた。起き抜ぬけはいつも頭が働かない。それに今朝はいつにも増してひどく身体がだるかった。しばらく茫ぼう然ぜんとしていたあとで、目ま蓋ぶたをぱしぱしと瞬しばたたいた。

（……あれ？　いつ寝ねたんだっけ）

　パジャマに着き替がえた記き憶おくがないが。

　ともかく起きようと上体を起こしたら、頭にがんと殴なぐられたような痛みが走った。

「いたた……」

　なぜこんなにも頭が痛くて、胸がむかついているのだろう？

（えっと、確か……糸置場にいたときに、宅配便で荷物が届いて……）

　頭を両手でかかえながら、ゆうべの記憶を掘ほり起こす。けれども少しも思い出せず、霞かすみのかかった記憶のなかを手て探さぐりしていたときだった。

（……なんで、胸がひりひりしてる？）

　どうしてだろうとパジャマの前をひらいてみると、赤みを残した自分の乳首が目に入る。

「え、ええ……っ!?」

　ぎょっとして、瑞希は大きく目を瞠みはる。

「……これっ、なに……っ？」

　どうしていいかわからなくて、瑞希は真っ青になりながら布団の上に突つっ伏ぷした。

（誰と、なにをして、こんなことに……）

　片桐のはずはなかった。あのときに押し倒たおされはしたものの、胸などいじられてはいなかったから。

（でも、だったらどうして……？）

　さんざん思い迷ったあげく、こんなことをしたのが誰なのかいちばん当てはまる人物が脳裏に浮かんだ。

「まさかっ。僕、亮平と……っ!?」

　否定したいが、絶対違ちがうとは言いきれない。どころか、もっとも可能性があると言えば亮平だ。

（で、でも……っ、なんで……っ？）

　詳くわしいことを思い出そうとするものの、糸置場で酒を飲んでいたあたりから記憶が完全に途と切ぎれていて、どうしても事の成り行きがわからない。

　瑞希は思い悩なやんだ末、ついに破れかぶれの気持ちで、これはもう亮平に聞いてみるしかないと決めた。

（だけど、なんて言えばいい……？）

　全身をすくませながら、ともかく着き替がえを手早く済ませ、洗面所で顔を洗うと、おずおず居間に入っていった。

　亮平はすでに朝食の支し度たくを済ませ、座ざ卓たくの前のいつもの席に座っている。

「……おはよぅ」

　うつむいて消え入るような声を洩もらすと、座卓のほうから普ふ通つうのトーンで朝の挨あい拶さつが返ってくる。

「おはよう、瑞希。今朝は洋風の献こん立だてにしといたから。食しよく欲よくがないようでも、ヨーグルトと果物だけは食べといたほうがいい」

　亮平が言ったとおり、座卓の上には、スコーンと、サラダと、ヨーグルトと、グレープフルーツがすでに用意されていた。けれども瑞希は到とう底ていなにかを食べるような心境ではなく、身を縮ませて彼の前に膝ひざをついた。

「あ……えと」

　なにをどう言っていいかわからず、瑞希はしきりに眸ひとみを揺ゆらす。

　ややあってから、しかしどうしてもこれを聞かねばと決心し、思い切って口をひらいた。

「僕……亮平に、なにか、した？」

　漆しつ黒こくの髪かみをした青年は、シンプルなデザインのカットソーと、ジーンズとを身に着けて、黙だまってこちらを見つめている。

（な、なんで……なにも言わないの？）

　震えあがる心持ちで、彼の返事を待っていたら、しばらくしてからため息交じりに向こうからも問いが来る。

「瑞希はなにもおぼえてないんだ？」

　その口調は咎とがめるようではなかったけれど、なぜか瑞希は胸の痛みをおぼえながらうなずいた。

「うん。糸置場で飲んでたあたりからはさっぱり……あ、だからって自分のしたことを帳消しにする気はないんだ」

　罪悪感に押し潰つぶされそうになりながら瑞希が言うと、亮平は眉み間けんを寄せて、何事か考える風ふ情ぜいになった。

「……瑞希はもしかして、自分のほうから俺になにか仕かけたんだと思ってる？」

「あ。そ、そうだけど？」

　まぶしいこの朝日のなかでは、亮平はすっきりと爽さわやかな様子をしていて、まさか男の自分に対して迫せまったなんて思えない。しかも、自分は九歳も年上で、亮平の叔父おじなのだ。

（いつもよりさらに大人びて見えるけど、それは僕の気のせいかもしれないし）

　亮平は元々大人っぽい雰ふん囲い気きだったが、今朝はさらに落ち着いて、頼たのもしい気配を漂ただよわせていた。

　そして、その亮平が、こちらのほうを注意深く見つめながら訊たずねてくる。

「おぼえてないのにどうしてなにかあったかもって思ったんだ？」

「それは……僕の、えと、胸が赤くなってたから……」

　その先は言いにくく、瑞希は「ごめんね」と身をすくませてあやまった。

　蟬せみの鳴き声が聞こえはじめた居間のなかで、つかの間亮平は無言のままおのれの想おもいを追いかけているようだった。それからふっと笑えみを洩らして、

「ごめんって……なにを言ってるんだかな」

「え。でも」

「瑞希が酔っぱらってたから、俺がつい悪戯いたずら心を起こしたんだ」

「え……。い、悪戯って……」

　亮平が酔った自分にそんな悪戯をするだろうか？

　戸と惑まどって瑞希が幾いく度ども目蓋をぱちぱちさせていたら、さらに亮平が詫わびてくる。

「酔っぱらって眠りこんでた瑞希を二階につれてって、服を着替えさせてたときに、こうしたら起きるかなってちょっとだけ触ってみた。悪ふざけをして、ほんとごめん」

　亮平はそう告げて、瑞希の前で頭を垂れた。

「え、そ……そんな……頭なんか、下げないで」

「じゃあ、瑞希は怒おこってないか？」

「う、うん。それに……あやまるのは僕のほうだし」

　亮平が自分に対してこんなふうな悪ふざけをしたというのは、なんだか妙みような気がしたが、それきり追つい及きゆうしなかったのは、瑞希が無意識におのれに枷かせをかけたからだ。

　亮平が悪戯と言うのならそれでいい。むしろそのように終わらせてしまいたくて、瑞希は違ちがう方向に話をずらした。

「あの。昨日は僕、亮平に迷めい惑わくかけてごめんなさい」

「ごめんって？　瑞希は俺になにかした？」

「えと……片桐さんとの問題に、亮平を巻きこんでしまったから」

　しかし、亮平はきっぱりと頭かぶりを振った。

「巻きこまれた訳じゃない。瑞希はむしろ俺を遠ざけようとしてた。なのに、あえて追っかけていったのは俺の意志だ」

「でも、僕は……片桐さんを家にあげたし……そうでなければ亮平だって」

「あれはあいつに脅おどされて、仕方なくやったことだろ？　腰越先生もそう言ってたし、瑞希に落ち度はなにひとつない」

　亮平の台詞せりふを聞いて、瑞希は目を丸くした。

「じゃあ、先生に……？」

「うん。あの件で、腰越先生が動いているのがわかったから。それを知って、連れん絡らくなしはまずいだろ？　あれから電話で、やつが来たことの報告と相談をしておいた。先生は瑞希がいいなら、すぐにもあいつを告発するだけの用意があると言ってたよ」

　聡さとい亮平は事情を吞のみこみ、身内として弁護士の腰越に連絡したのだ。機き敏びんな対応に思わず感心したけれど、告こく訴そはいらないと彼に告げた。

「僕は……もういいと思ってる。やりかたは間ま違ちがってたけど、片桐さんが師し匠しようを崇すう拝はいしてたのはほんとだし……僕も彼に言いたいことはすべて伝えた」

　あれほど上から目線だった片桐が、亮平の助勢によるものとはいえ瑞希の前で情けない姿を晒さらし、こちらの言い分に反論することもできないでいた。

　瑞希はもう片桐が怖こわいとは思わなかったし、亮平がこうして自分の味方として物事を考えてくれるなら、これをいつまでも引きずっていてはいけないと、そう素す直なおに思えたからだ。

「瑞希がいいなら、それでいいさ。腰越先生はいつでもいいから瑞希の都合がつくときに連絡してほしいって」

「あ、うん。あとで電話を入れておくね」

　そう応じて、身動きしたとき、布地で擦こすれたのだろうか、ふいにぴりっとした感かん触しよくを胸に感じた。

（……っ！）

　無意識に顔をしかめて、胸のほうに手をやれば、亮平が真正面からこちらを見み据すえた。

「瑞希はほんとに……ゆうべのことを忘れちゃった？」

「えっ、うん。頭のなかに靄もやがかかったみたいな感じで……」

　言いかけて、ふいに大きく胸が鳴った。

　まるで慈いつくしむように自分の肌はだを撫なでていた大きな手のひら。耳元で囁ささやかれた真しん摯しな声こわ音ね。

　それらすべてにうっとりして、同時にひどくせつなかった。

　あれらは……夢の出来事か？

「瑞希？」

　ハッとそちらに視線を向ければ、真しん剣けんに瑞希を窺うかがう男のまなざしが目に入る。

　刹せつ那なに息を吞み、それから大きくひらいた眸を膝に落として、瑞希はふるふると首を振った。

「……なんでもない」

　返事をうやむやにしてしまったが、絶対にそれ以上追及してはいけないのだ。このことをひとたび表に出してしまえばとんでもないことになる。なぜなのかはわからぬものの、しきりと自分の耳みみ許もとでそうささやく声がしている。

「なんだか、夢のなかにいたみたいで……ほとんどなにも思い出せない」

　こちらは本当のことだった。亮平は、一いつ拍ぱく置いてから「そっか」と言った。

「それじゃ朝飯、食っちまおうか？」

　亮平が皿からスコーンを取りあげると、健康的な白い歯でひと齧かじりする。日常そのものの仕草に瑞希はほっとして、自分もスプーンに手を伸のばし……次いで、横ざまに引っくり返った。

「瑞希!?」

　ぶり返してきた激しい頭痛と吐はき気けに襲おそわれ、そのあとはなにも考えられなくなった。あげくに熱まで出してしまい、亮平にかかえられて瑞希は自分の布ふ団とんのなかにふたたびもぐりこむ始末になる。

　瑞希が亮平の作ってくれた雑ぞう炊すいを食べられるほど回復したのは、その日の晩になってからのことだった。
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　その後、瑞希はどうにか起きあがることができたが、夏の暑さも加わって、なかなか体調が戻もどらなかった。亮平に看護されて寝ねたり起きたりしているうちに、彼がしたと言う『悪戯』の一件は、いつしか意識の表面に出てこなくなっている。

　そして瑞希がまだ復調しないうちに、腰越は片桐宛あてに今回の暴挙に対して抗こう議ぎする文書をしたため、以後は予告なしに告訴に踏ふみきるという宣告も通達した。

　弁護士からの厳然とした処置に、さすがにこれ以上はと思ったのか、それともすでに亮平の存在に怯おびえていたのか、片桐からはあれきりいっさい連絡は途と絶だえている。

　亮平はいまだに警けい戒かいを解かないようで、電話のベルや玄げん関かんの呼び出し音が鳴るたびに身構える様子だったが、瑞希にしてみれば、また別の想いがある。

（片桐さんはきっともう連絡をしてこない）

　おそらく片桐は、社会的な立場を投げ捨て、おのれが不利益を被こうむってまで瑞希を手に入れようとしないのではないだろうか。

　確かに片桐は光塩を心底信しん奉ぽうしていたが、その実、崇すう敬けいしている相手から可愛かわいがられる自分の姿をなによりも愛していたのじゃないかと思う。だから、いっときの狂きよう熱ねつがぺしゃんこに潰つぶれてしまえば、あえて自分が罪人になる途みちを進むとは考えにくい。

　そして、そうした推測は当たっていたのか、それきりなんの問題もなく日常はさらさら流れ、やがて瑞希の体調も完全に回復したころ、ふたりの生活はほぼ元どおりになっていた。

「瑞希、今日の昼飯はカレーにした」

　亮平は相変わらず週末は古民家を改装したカフェ『地の塩』で働いていて、田端が言うにはもう店長を任せてもいいくらい腕うでがあがっているそうだった。

「わ、ありがと。亮平の作るカレーは絶品だものね」

　鎌倉の海の幸を使ったカレーはカフェの客にも人気があって、店で出されるそれを目当てに週末ごとに通ってくるひとも多い。瑞希は亮平が育てたハーブのサラダとともに、彼の料理を自宅で食べるという贅ぜい沢たくを味わっていた。

「ごちそうさまでした」

「お粗そ末まつさま」

　そののち亮平と一いつ緒しよに食器を片づけながら、瑞希は午後の予定を告げる。

「今日は三時に美術館のひとが来るんだ」

　光塩の連作、宇う治じ十じゆう帖じようを受け入れる準備が済んで、美術館の館長がそこの職員を伴ともなって、自らこの屋や敷しきを訪おとずれる段取りになっている。

　まもなく手て筈はずが整いそうだということは、すでに亮平には伝えていたから、吞みこみ顔で彼は軽く首しゆ肯こうした。

「そっか。いよいよか」

「ん。師匠の作品を寄き贈ぞうする美術館はね、近代の作品が中心で、絵画だけじゃなく、陶とう芸げいや、染せん織しよくなんかの工芸品もたくさん所蔵してあるんだ」

　この連作は、美術館が催もよおす特別企き画かく展の会場にしばらく展示されたのち、常設会場であるコレクション・ギャラリーに移設される予定だった。

　光塩の作品が生前の望みどおり美術館に寄贈される。それは喜ばしいことだけれど、一いち抹まつの寂さびしさもまた瑞希に与あたえる。しばらくのちに、瑞希はカフェに戻っていく亮平と別れたあとで作業場の控ひかえの間に入っていくと、梱こん包ぽうされた荷物の前でふっとため息を吐きだした。

「あっちに行っても元気でね」

　まるで生き物にするように荷物を撫でる。それから板の間に座りこみ、ぽつぽつと光塩の思い出話を誰だれにするでもなくつぶやきながら、玄関のチャイムが鳴るのを待ち続けた。







「それでは確かにお預かりいたします。ご寄贈、ありがとうございました」

「あ、いえ。師匠の作品をお願いします」

　一階の応接間で瑞希と美術館の館長とが深々と頭を下げ合う。灰かい白はく色しよくの髪かみをした館長は、梱包した作品を美術館の職員達に運ばせるよう指示してから、

「特別企画展の準備が整い次し第だい、ご連れん絡らくを差しあげます。その折には、ぜひご臨席賜たまわりますようお願いします」

「はい。かならず行かせてもらいます」

　もう一度ふたり同時に頭を下げて、館長は立ちあがった。

「それではこれで……ああ、お見送りはここまでで結構ですから。このたびは本当にありがとうございました」

　廊ろう下かを歩き、玄関の三和土たたきに下りようとした瑞希を留とどめて館長が礼を述べる。そうして、玄関の引き戸が閉められ、彼らの姿が見えなくなると、にわかに寂さびしさが込こみあげてくる。

「行っちゃったな」

　瑞希の心を代弁するようなこの声は、すぐ後ろから聞こえてきた。瑞希は前を向いたまま、こくんと頭を縦に動かす。

「うん。行っちゃった」

　それから瑞希はゆっくりと振ふり返り、酒屋のバイトでさらに逞たくましさを増している青年を目に入れた。

「亮平、カフェは？」

「ちょっとのあいだ、抜ぬけさせてもらったから」

　自分を心配してわざわざ戻って来てくれる、そのやさしさがうれしくて、瑞希は「ありがと」とちいさく告げた。

　亮平は（大だい丈じよう夫ぶか？）と視線で聞いて、ためらいがちに腕を伸ばす。さらさらの茶色い髪を梳すくように上から下に手を滑すべらせて、差しこんだその指で首筋をそっと撫でた。

（……っ？）

　刹那に瑞希はびくっと身体からだを震ふるわせる。

「あ、ごめん」

　亮平はハッとしたように告げてくると、ぱっと指をそこから離はなした。

「じゃ、俺はカフェに戻るから。なにかあったら店に来て」

　いつになく口早に伝えると、彼はそそくさと玄関から縁えん側がわへと向かっていく。

（思い、出した……）

　慈いつくしむような男の手つきが、靄もやのかかった記き憶おくの一部を鮮せん明めいにした。

　瑞希はその場に突つっ立ったまま、亮平を見送ることもできないで、脳裏から浮うかびあがるあの夜の情景を甦よみがえらせた。

　──可愛い、瑞希。すごく可愛い……！

　応接間の畳たたみの上で、男が自分にキスをしている。気持ちをこめて、何度となく。

　それから、シャツを脱ぬがされて、胸を撫なでられ、そこにも口づけを降らされて……。

　──じゃあ、もっとしてもいい？

　瑞希はその声に抗あらがわず、男の行こう為いを許してしまい……どころか、甘い吐と息いきさえこぼれさせた。

　──ああ、ん……っ。

　記憶はそこでふっつりと途と切ぎれていた。しかし、瑞希を驚きよう倒とうさせるには充じゆう分ぶんな内容で、腰こしを抜かした瑞希はその場に尻しり餅もちをつく。

「……こ、これって!?」

　はずみで飛び出した瑞希の記憶は、ねっとりと甘い匂においを纏まつわらせつつ、瑞希の身体に沁しみこんでいく。ぞくんと下腹に慄おののきを生じさせ、瑞希は涙なみだ目めで突っ伏ぷした。

（これが……あの晩に、起こったこと……!?）

　しかも、それがすべてではないらしいのだ。

　男が亮平であることは、あの晩こそ自覚していなかったのだが、いまははっきりそうとわかる。

（悪戯いたずらでも、悪ふざけでもないじゃないか）

　亮平の仕草はどこまでも丁てい寧ねいで、激しい想おもいをあえて抑おさえて瑞希を大事にしてくれていた。

　瑞希を摑つかむ力が強くて、わずかに顔をしかめただけで、亮平はそのあと気をつけて加減をするのがわかったのだ。

（なのに、なんでただの悪戯と言ったんだ？）

　それも、いまなら理解できる。

　亮平は瑞希を追い詰つめたくなかったから、わざとそのように言ったのだ。自分が悪いと頭を下げて、瑞希の心を守ってくれた。

「……亮平」

　彼はいつもそうだった。瑞希を第一に考えて、いつでも大切にしてくれる。

（だけど、亮平……悪戯じゃないんなら、あれはいったいなんだったの？　ただの好こう奇き心しん？　親切の延長線？　僕が片桐さんとのことですごくショックを受けてたから、慰なぐさめてくれようとしただけのこと……？）

　瑞希は両手で火ほ照てった顔を押さえたけれど、いつまでもそこから熱が引かなくて、帰宅した亮平に心配されて早々に寝ねかされた。

（ごめんね、亮平。風邪かぜ気ぎ味みだってごまかして）

　だけど、いまはどうしても彼の顔をまともに見ることができないのだ。

　布ふ団とんのなかで目だけ出して、瑞希はその晩、何度も何度も亮平が自分にキスをしていた光景を甦らせた。

（あんなふうに抱だき締しめられて、キスされて……僕はうっとりしてたんだ）

　自分にあんなことをした彼の気持ちがわからない。

　やがて本当に熱が出てきたのだろうか、瑞希の目まな裏うらには男の顔をした亮平と、彼の汗あせばんだ首筋と、自分に触ふれるたび動く二の腕うでの筋肉と……熱っぽくささやかれる男の言葉が浮うかんでは消え、そうしてまた……といつまでも頭のなかをめぐり続けた。
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　瑞希の熱は翌朝には治まったが、いまだに頰ほおの赤みは消えないでいたらしい。

「平気か？　瑞希」

　朝食の席で顔を合わせたとき、亮平が気がかりな表情で、額に腕を伸のばそうとした。瑞希は反射でそれを避よけ、そのあとハッと上うわ擦ずった声を出す。

「へ、平気」

　明らかに胡う乱ろんな態度を取ってしまった。それに気づいて、なおさら瑞希はあせってしまう。

「瑞希……？」

「きょ、今日は、出かける、から。えっと。古ふる沢さわさんの店まで行くんだ」

　なんでもいいから普ふ通つうの会話をと、とっさに浮かんだ事こと柄がらを口にする。

「ほら、亮平も知ってるよね？　駅前にある土産みやげ物もの店てんの古沢さん。あのひと師し匠しようの友達で、毎年茅ちヶ崎さきの花火大会にみんなで行くんだ。今年は……師匠がいないけど、古沢さんが幹事になって、町内のみんなと一いつ緒しよに僕達も誘さそうからって言ってくれて」

　亮平とは視線を合わせず、田端も来るからと言葉を添そえた。

「あ。それに、亮平の都合がついて花火大会に行けるなら、浴衣ゆかたを仕立ててもらおうかと思うんだ。亮平、浴衣を着るのは嫌いや？」

「それは別に嫌じゃないけど……」

「じゃあいいね」

　なにか言いたげな亮平を遮さえぎって、口早に言葉をかぶせる。あせり過ぎていることはわかっているが、亮平のいまの姿が記憶のものと重なって、瑞希の目の前をちかちかさせてしまうのだ。

　亮平は微かすかにため息をついたのち「いつ行くんだ？」と聞いてきた。

「えっとね」

　予定の日時を彼に告げると、やおら瑞希は腰をあげて、そそくさと居間から出ていこうとした。

「瑞希、飯は？」

「あ、あの。ちょっと……思いついたことがあって。忘れないうちにメモしたいから。ご飯はあとからいただくね」

　作業場に向かっていく胸の内はなんともいえないうしろめたさと、訳のわからない高鳴りとが交じり合い、もはや自分ではどうにもならない状態だった。

（僕の馬ば鹿か。亮平にあんな態度を取ったら駄だ目めだ）

　なにがあったかと思われてしまうのに。

　なのにどうしても平常心には戻もどれないまま一日過ごし、続く翌日と、その次も、やはり亮平と自然体で接することができなかった。

（普通にしなきゃ。明日あしたは絶対に元どおりの態度になる）

　夜になって布団に入り、瑞希はこれで何度目かの想いを浮かべる。

　亮平を意識し過ぎてぎくしゃくしている。それは自分でもわかっていて、しかし波立つ心をなかなか鎮しずめられなかった。

　眠ねむりに入れず、瑞希が襖ふすまから窓のほうに寝ね返がえりを打ったとき。

（……っ!?）

　背後の襖が静かにひらいた。それからひそやかな足音が近づいてくる。瑞希は全身を硬こう直ちよくさせて、布団のなかで息を詰めた。

「瑞希、寝てる……？」

　ごく低く落とした声。すぐには返答を出せずにいると、亮平が畳たたみの上に腰を下ろした気配がした。

（なっ、なにをしに……っ？）

　眠っていると思っていて、そこに座ったということは、ここ数日の態度の悪さを咎とがめに来たのではなさそうだ。

　瑞希が鼓動を乱しながら横たわったままでいると、彼が微かに吐息を洩もらした。

（…………あ）

　常夜灯の明かりの下で瑞希は目を見ひらいた。

　この吐息で思い出した。これを聞いたのは耳元近くで、瑞希が亮平に抱だき伏ふせられていたときだった。

　──ああ、ん……っ。

　瑞希が身をくねらせると、熱い吐息が耳じ孔こうに吹ふき入れられ、それからなだめる声が聞こえた。

　──怖こわくない。いじるだけ。

　そのあと、瑞希は巧たくみで熱心な男の仕草に負けてしまい、彼の手のなかに精を放ってしまったのだ。そしてまもなく、瑞希の鼓こ膜まくと心を震ふるわせた激白が……。

　──好きだ、瑞希！

（……っ！）

　びくん、と弾はじかれたかのように全身が跳はねたのは、実際に亮平が自分の肩に触れたからだ。

　触れるか触れないかの接せつ触しよくは、しかし情事の回想で敏びん感かんになっていた瑞希の身体からだを反応させるには充じゆう分ぶんだった。

　肩からさっと指が離はなれ、少しのちに亮平が問いかける。

「起きてたのか？」

　振ふり向むけないで、瑞希はこくこくと首を振る。たったいままで思い出していた情景と、背後の亮平の気配とで、頭のなかは沸ふつ騰とうしていた。

（好きだって……亮平が、僕のことを好きだって……！）

　甥と叔父おじとが交かわし合うなごやかな好意ではない。あれは、あの声は、相手を真しん剣けんに愛している男が発するものだった。

「……あ、っ」

　またも瑞希はびくっと慄おののく。ふたたび亮平が肩に触れてきたのだった。そうして膝ひざ立だちになったあと、こちらの顔を覗のぞきこむ姿勢から聞いてくる。

「もしかして、あの晩のこと思い出した？」

　瑞希は言葉では答えなかったが、強こわ張ばる頰が亮平に正解を与あたえたのか、しばらくしてから彼がふうっと息をついた。

「そうじゃないかと思ってた。ここ数日、様子がおかしかったから」

　言って、亮平は敷しき布ぶ団とんと横たわる身体とのあいだに腕を差しこんだ。それから上体を掬すくうように抱き起こし、自分のほうに向けさせながら膝ひざ上うえに瑞希を乗せた。

「りょ、っ……！」

　パジャマ姿で膝ひざ抱だっこの体勢にさせられて、瑞希は目を白黒させる。いまだに感情は大おお荒あれでいるというのに、こんな格好になってしまうと、ますます頭が混乱してきた。

「それで瑞希は思い出して、どう思った？」

「ど、どうって……」

　自分がこのことをどう感じているのかを、はっきり意識しろと言うのか？

　亮平はものすごく大切なもののように瑞希をしっかりかかえたまま、低い声でさらに問う。

「俺が怖い？　俺が嫌きらい？」

「そ、それは……ない、けど」

　亮平はここに来る前、風ふ呂ろに入ってきたらしい。夏の夜気に交じっているのは、シャンプーの香かおりと、なにか……妙みように艶なまめかしい匂においだった。

「ないけど、なに？」

「ぼ……僕、は……」

　亮平は抱く腕に力をこめて、すぐ近くから返答を待っている。彼の真剣な表情を前にすると、もはやごまかすこともできず、ついに瑞希はおのれが畏おそれていることを口にした。

「……亮平は國明義兄にいさんと、雅美義姉ねえさんの息子むすこなんだ。僕はあのひと達からほんとによくしてもらった。ふたりは僕を何度も家に呼んでくれ、家族同然に扱あつかってくれたんだ」

「だから？」

　亮平は揺るぎないまなざしで先をうながす。苦いものでいっぱいの瑞希の心はそこから掠かすれる声音を洩もらした。

「あんなことしちゃ駄目だった……こんなふうに抱かれていてもいけないんだ」

　義兄の國明も、義姉の雅美も、瑞希にとっては大事な身内だ。もしも亮平とこんなことになっていると知ったなら、きっとすごいショックを受けてしまうだろう。

「瑞希はたぶん、そう言うだろうと思ってた」

　亮平はこちらを見下ろし、落ち着いた様子で言った。

「瑞希は淡島の家族を大事にしてるから。だけど、俺は止まらないんだ。瑞希を好きでいることがやめられない」

「す、好きでも……いままでどおりに、身内の好きで……」

　それはできないと亮平が首を振る。

「瑞希のためらいもわかっているけど、俺はこうなるのが自然だと思ってる」

「し、自然って？」

　叔父と甥おいとで、それ以上の関係を持つことが自然だと言うのだろうか？

　瑞希が惑まどいを面おもてに出すと、亮平は「聞いてくれ」と揺ゆれる眸をひたと見み据すえる。

「以前に瑞希は──咲さく花は外に表れる前にこのなかにちゃんとある──そう言って、自分の胸を押さえただろ？」

「あ、うん」

　記き憶おくにはあるものの、亮平がなにを言いたいかぴんと来ない。漠ばく然ぜんとうなずけば、彼がふたたび言葉を続ける。

「あのとき、俺も同じだって思ったんだ。俺のなかに芽生えた想おもいは年ごとに大きく根を広げていって、伸のびた枝の内側にはいずれ咲かせる花の用意ができあがる。そんなふうに、俺が誰だれを好きになるか、もうとっくに決まってたんだって」

「もうとっくに……？」

　桜の木に桜の花が咲くように、どんな色、どんな形の花が咲くのか、亮平の心のなかにも用意があった……？

「俺が好きになるのは瑞希だ。最初から。最後まで」

　青を含ふくんだ黒い眸が、それまでさまよっていた瑞希の視線を心ごと捕とらえてくる。すると、瑞希は息さえも止まってしまって、ただ目の前の相手を見るしかできなくなった。

（いつの間に……亮平は……）

　彼は瑞希が気づかぬうちに成長し、好きな相手に堂々と愛を告げる男の顔になっていた。

「瑞希はどう？　俺がまだ中学生の子供にしか思えない？」

　ややあってから、亮平が幾いく分ぶん気配をやわらげて聞いてきた。瑞希は目の前にある精せい悍かんな顔を見て、否定のしるしに首を振る。

「そ、れは……もう、ないけど」

「よかった」

　亮平は目を細め、抱いた身体を軽く揺すった。それから頭を斜ななめに倒たおし、瑞希の頰ほおに自分のそれを添そわせてくる。

「りょ、亮平……!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。襲おそったりしないから。ただ、少しのあいだこうしていたい」

「お、襲……っ」

　顔をぴったりくっつけられて、瑞希が声を裏返せば、まもなく耳元に笑いを含んだ声が聞こえる。

　彼は低く笑えるくらいに余よ裕ゆうを表しているようで……しかし、添わせた身体から伝わるのは、常よりも速さを増した鼓こ動どうだった。

（だったら、僕のも……）

　自分のこのどきどきも、きっと亮平に伝わってしまっている。頰を添わせ、鼓動を交わらせ、しかし彼はそれ以上の行こう為いには進まない。

（亮平は、我が慢まんしてる）

　瑞希のためらいを知っているから。自分の欲よく望ぼうよりも瑞希の気持ちを優先させてくれているのだ。

　そしてそれを裏書きするかのように、彼は重いため息をつき、瑞希を前より強い力で抱だき締しめた。

「瑞希……。俺はもう子供じゃない。瑞希が望めばどんなふうにでも愛してやれる。だけど、中身は変わっていない。ずっと瑞希が好きなままだ。子供のときの愛情が消えてしまった訳じゃない。瑞希をただ純じゆん粋すいに慕したう気持ちも残ってる。だから瑞希に……無む理り強じいはしたくない」

　せつなげに想いをこめて告げられる彼の台詞せりふが瑞希の心に深く刺さる。

　無意識に口をひらき、けれどもどうしても言葉にならない。

　なにか言えば、堰せきを切って自分の想いが溢あふれてしまう。もしそうなれば、もはや叔父と甥の関係ではいられなくなる。

　瑞希が望めば、亮平は確かな男の愛情で自分を包んでくれるだろう。

　だけど、酔よっていたあの晩はともかくも、このまま亮平の愛を受け入れることはできない。

　淡島の家族は自分を育ててくれた。自分にとっても大切な拠よりどころだ──そうした想いが枷かせとなって、瑞希の心を縛しばっている。

（言えない……どうしても）

　亮平に惹ひかれる想いと、あくまでも彼は身内だという意識。

　相反するふたつの気持ちに引き裂さかれ、瑞希の心が悲鳴をあげる。

（だって、亮平は……僕の……っ）

　亮平はそんな瑞希をかき抱いだき、なにかに耐たえているかのように固く目を閉とざしたまま、長いあいだその姿勢でじっとしていた。
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　亮平の告白を聞いてから、瑞希はますます彼の姿を直視できなくなっている。亮平を見て胸が騒さわぐ自分がうしろめたくてたまらず、なのに彼が近くにいるとそちらにばかりに意識が向いてしまうのだ。

　苦しくてたまらなく、けれども無理して普通に振ふる舞まおうとして……結局はぎこちない態度にしかなれなかったが、亮平は特になにも言おうとはしなかった。

　そうして、表面上だけは何事もなく過ぎていき、やがて花火大会の当日がやってきた。

「亮平、おかえり」

　縁えん側がわから戻もどってきた亮平を出で迎むかえて瑞希は言った。

　今日はカフェ『地の塩』を早はや仕じ舞まいして、茅ヶ崎にある花火大会に行くことになっている。ふたりは駅の改札前で、田端やみんなと待ち合わせる予定だから、いったん亮平は母おも屋やのほうに戻ってきたのだ。

　しかし、いつもならすぐに「ただいま」と返してくれる亮平が、縁側にあがったところで目を見ひらいてじっとしている。

「どうしたの？」

　瑞希が小首を傾かしげて聞くと、ハッとしたふうに瞬またたきしてから亮平が応じてくる。

「あ……いや。瑞希はもう浴衣ゆかたを着たんだ？」

　彼の視線は瑞希の纏まとう白地の浴衣に向けられている。これは葡ぶ萄どう色いろと、薄うす鼠ねずみ色と、黒緑色のよろけ縞じまが入ったものだ。涼すずしげな色目に合わせて、角帯も紺こんから青、白へと変わるぼかし染めの品を選んだ。

　亮平がそこから動かず、あまりにも真しん剣けんな顔つきで眺ながめているので、瑞希は段々決まり悪くなってきて、頰を染めてうつむいた。

「あの……亮平のも用意してるけど、どんなのかあっちで見てみる？」

　うながすと、ようやく亮平が視線を逸そらして足を踏ふみ出す。

　自分もまた踵きびすを返して彼の前を歩きながら、瑞希は背中に当てられる熱い視線を感じ取り、胸の鼓動が速くなってくるのをおぼえた。

（あ……歩きにくいよ）

　そんなに凝ぎよう視しされてしまうと、浴衣を通して自分のすべてを透すかし見られている気がする。そして、そのせいでぞくぞくするような感覚が瑞希の肌はだを粟あわ立だたせ、呼吸さえもままならなくさせるのだ。

　亮平の浴衣が置いてある応接間に入ったとき、息がひどくあがっていて、それを落ち着かせるのに必死だった。

「こ、これ。柄がらは僕が亮平に似合うものをと思って見立てた」

　畳たたみの上のたとう紙を瑞希はひらいて、仕立てあがりの浴衣を見せた。

「どう、かな？　こんな感じは嫌いやじゃない？」

　亮平の浴衣は紺地で、柄は変わり吉よし原わら繫つなぎだ。それと一いつ緒しよに献けん上じよう柄がらの角帯を広げて見せたら、亮平が「いいな、それ」とうなずいた。

「ありがと、瑞希」

　笑いかける亮平を目にしたら、思わず視線が下に向く。瑞希はそれをごまかすために、角帯の縫ぬい目を調べるふりをした。

「ん。すごく綺き麗れいにできてるよ。亮平は自分で浴衣って着たことある？　ないなら、僕が手伝うけど……」

「自分じゃやったことがない。手伝ってくれると助かる」

「あ、うん……じゃあまずは、下着一枚になってくれる？」

　平常心とはほど遠い気分で指示を出してみたが、実際に亮平がそのとおりの姿になると、よりあせる気持ちが高まる。

（亮平って、こんなにがっちり逞たくましかった……？）

　ここのところ酒屋のバイトで、日に焼けたし、筋肉がついてきたなと感じてはいたものの、こうして彼の半はん裸らを見ると、思っていたより身体からだができていたと知る。

　瑞希は目の前がちかちかするのをおぼえながら、浴衣を持って背後に回ると、広い肩かたに着せかけた。

「た、丈たけはちょうどいいみたいだね」

　上うわ擦ずる声を洩もらしながら、ふたたび亮平の前に戻る。衿えりを持って背中の縫い目を合わせると、右の上前を左ひだり脇わきに持っていき、左の上前を逆方向から右のに重ねた。

「あの、亮平。腰こしのところ、苦しくない？」

「平気」

　短く答える亮平は、視線を前方に据すえたままだ。その頰ほおは強こわ張ばって、なんだか怒おこっているような顔をしている。

「次は腰こし紐ひもを……む、結ぶからね」

　自然に話そうと思うのに、着つけのときには抱きつくような体勢になるしかなくて、頭に血がのぼってしまい、舌が上手うまく動かない。

　瑞希は着つける手順さえ忘れそうになりながら、なんとか腰紐を結び終えた。

「それじゃ、帯を……」

　動どう揺ようし過ぎだと自分を叱しかり、次いで亮平はどう思ったかとちらりと見あげる。

（……う）

　亮平は凄すさまじいほど熱を孕はらんだまなざしでこちらを見ていた。ふたりの視線がぶつかって、瑞希はもう動けなくなる。

「……みず、き」

　かすれる声が艶なまめかしい。ぞくっとくる感かん触しよくを背筋に走らせ、瑞希は「なに……？」と唇くちびるの動きだけで彼に応じた。

「俺、は……」

　キスされる、と瑞希は思った。

　亮平の両手があがり、こちらに伸のばされかけている。その手が瑞希を捕とらえたら、きっと自分は抵てい抗こうできない。抱き締められて、キスされて、そして、そのあとは……？

　瑞希は震ふるえる唇で「りょ、へい……」と声をこぼした。

「お、帯……結ばないと……遅おくれる、から」

　懸けん命めいに紡つむいだ言葉に、亮平は唇を引き結び、拳こぶしを握にぎる仕草で応こたえた。

　一いつ瞬しゆん目を閉じ、肺から息を吐はきだして、

「そうだな。みんな待ってるし」

「ん……待たせると、悪いものね」

　ようやく外れた視線にほっとため息が出る。それでも動どう悸きは治まらず、亮平の帯を結んでいくあいだ、背中に冷や汗あせを搔かくくらい動揺しっぱなしのままでいた。

（これで、できた……？）

　なんとか着つけを終わらせると、瑞希は亮平の背後に回って帯を整える仕草をしながら、波立つ心を鎮しずめようと努力する。

「済んだよ、亮平……これで、いつでも出かけられる」

「ん。瑞希」

「なっ、なに？」

「……着つけ、サンキュ」

「あ……っ、ううん。どういたしまして」

　落ち着こうと思っていても、亮平のひと言ずつに瑞希は内心飛びあがるほど大きく反応してしまう。

（ほんとにこれで花火大会、一緒に行ってこられるだろうか？）

　不安でいっぱいになりながら、瑞希は亮平のあとに続いて屋や敷しきを出ていったのだった。




　　　　◇　　◇




　ふたりを北鎌倉の駅前で待っていたのは、古沢をはじめとする同じ町内の面々だった。カフェの常連客達も例年どおりにいたけれど、今年はなぜか若い女が多かった。

　瑞希と亮平がそちらのほうに連れ立って歩いていくと、十代後半くらいだろう女の子達が興奮した様子になって目め配くばせし合う。

（……？）

　瑞希は思わず首を傾かしげた。飾かざり立てた浴衣姿の彼女達は、どうやら亮平を眺めてはしゃいでいるようだ。

「おうい。おふたりさん、こっちこっち」

　浴衣姿の古沢に手招きされて、瑞希と亮平はそちらに近づく。歳としを取っても元気な店主は、ふたりの浴衣を褒ほめてから、今夜の段取りを述べはじめた。

「茅ヶ崎まではここから電車で行くからね。大船で乗り換かえて、駅に着いたら、海岸まではみんな一緒に行動する。途と中ちゆうでもしはぐれたら、私の携けい帯たいに電話すれば、落ち合う場所を教えるから」

　番号は知っているねと、古沢から念押しされて、瑞希はこっくり首を振ふる。

「花火を見終えたら、駅前の『囲い炉ろ裏り』で飲み会の予定だよ。そっちの幹事は田端くんに頼たのんだから、なにかあったら彼に訊たずねて」

　今夜のまとめ役である古沢は、仕草で横の田端を示す。それにも瑞希はうなずいて、後ろにいるはずの亮平を視線で求めた。

（あれ……？）

　亮平は近くにおらず、離はなれたところでさっきの若い女の子達に囲まれていた。

「すごいな。モテモテ」

　古沢の隣となりから田端もそちらを眺めていて、短く口笛を吹ふいてみせる。

「まあなんつうか、亮平くんは目立つしな。普ふ段だんから狙ねらってる子もたくさんいるし、こんなイベント絶好のチャンスだもんな」

　田端は瑞希に聞かせるつもりはなかったらしく、独語の調子でごく低くつぶやいた。なのに、瑞希はそれを耳に入れてしまい「ほんと？」と傍かたわらの男を見あげる。

「亮平を気にしてる子がたくさんいるの？」

　田端はあせった顔をして、いやいやと手を振った。

「たくさんなんて。いまのはただの憶おく測そくですから」

　それよりその浴衣、似合いますねと、田端が急いで話題を変える。そう言う田端は和装ではなく、洒落しやれたカットソーとジーンズとを身に着けていた。

「さすが、染せん織しよく家かが作った着物」

「え。でもこれは僕が作ったものじゃないよ。馴な染じみの呉ご服ふく屋で反たん物ものを選んで仕立ててもらっただけ」

「じゃあ、見立てのセンスがいいんですね」

　田端が愛あい想そよく言ったとき、いきなり背後から声がした。

「瑞希、行こう」

「あ。うん」

　亮平は少しばかり不ふ機き嫌げんな顔をしている。それがなぜかわからなくて、不思議な気持ちがしたけれど、それもつかの間、亮平の後ろから女の子達がぞろぞろとついてきたので、むしろそちらが気になった。

「淡島くんて、鎌倉駅前の酒屋でバイトしてるんでしょう？」

「わたしも見かけた。『山秀』でしょ。今度、ジュース買いに行くね」

「あたしはカフェの新メニュー、食べてみたよ。しらすとチーズが入った揚あげパン。あれ、すっごく美味おいしかった！」

　女の子達が振ってくる話題は尽つきず、合間に亮平の身辺事情を聞いてくるので、瑞希はいきおい彼から離れて、もっぱら田端としゃべる流れになっている。

　それでも田端との会話に身が入らずに、女の子達に囲まれている亮平を瑞希がちらちら見ていたら、隣のほうからなだめる口調が降ってくる。

「気にすることないですよ。あれはただのファン心理みたいなもんで」

「ぼ、僕は別に気にしてなんか……」

　そう言ったのは噓うそだった。本当はものすごく気にしていた。

　亮平を囲んでいるのは、ほとんどが高校生くらいの年代の女の子達で、色いろ鮮あざやかな浴衣と髪かみ飾かざりが華はなやかだった。亮平の傍そばにいると、可愛かわいらしくて、どの子もお似合いのように見える。

（そうだよね……こっちのほうが、ずっと亮平にふさわしいもの）

　なのに、亮平はなぜあえて瑞希を恋れん愛あいの相手に選ぼうとするのだろう？

　考えたらわからなくなってきて、瑞希は長い睫まつ毛げを伏ふせた。

「あ、その。あっちの女の子達、ほんとは淡島さんも気になっているんですよ。ただ、なんていうか」

　田端がこちらを慮おもんぱかって、取り成そうとしてくれている。それに気づいて、瑞希はなんでもないんだというふうに微び笑しようを作って田端を見あげた。すると、短たん髪ぱつのこの青年はちょっと顎あごを引き気味にして、はっきりしない声を出した。それから頭を搔かいたあと、

「えと。高校生の子供達には、淡島さんはちょっと敷しき居いが高い感じで……」

　田端が言っているときに亮平が近づいてきて、いきなり会話に割りこんだ。

「瑞希。携帯持ってきた？」

「え、うん？　この袋ふくろに入れてるけど？」

　応じて縮ちり緬めんの手て提さげ袋を掲かかげると、おもむろに亮平が首しゆ肯こうする。それを眺ながめて、瑞希は訝いぶかしい気持ちになった。

（ひととの会話を突とつ然ぜん切るような真似まねなんてしたことないのに）

　どうしたのかと思っていたら、またも女の子達が寄ってきて、瑞希と亮平のあいだを隔へだてる。

「もしはぐれたら、俺のスマホに電話して」

　それくらいしか亮平とは話ができず、瑞希はもっぱら田端とぽつぽつ会話しながら茅ヶ崎の駅に着いた。

「……すごい人出」

　普段は北鎌倉の住居兼けん工こう房ぼうに引きこもったままの瑞希に、この賑にぎわいはかなりきつい。光塩がいたときにも毎年花火大会に来ていたけれど、いつまで経たっても慣れるということはなかった。

　駅から会場までの道には屋台が数多く並んでいて、かき氷や、しらすビールなどといった、のぼりがあちこちに立っている。瑞希はそれらをなんとなく眺めていたが、次し第だいに歩みが遅おそくなっていくのを感じた。

　田端が古沢に話しかけられ「ちょっと打ち合わせしてきます」とこちらに断って離れたのをきっかけに、一いつ緒しよに来たみんなからは少しずつ距きよ離りがひらく。

　亮平は一団の真ん中あたりを歩いていて、周りの若い女の子達からしょっちゅう話しかけられていた。

（あの子達は同じ町内に住んでいて、そのうえカフェの常連客で、あの酒屋の得意客でもあるんだから、仲良くするのは当たり前だ）

　そんなふうに考えて、しかし瑞希の心は晴れない。亮平が、なにかにつまずいて転びそうになった子を、とっさに助けてやったのを見てからはなおさらだった。

（駄だ目めだな、僕は）

　おのれが嫉しつ妬としているのを自覚して、瑞希は気持ちを沈しずませた。

　亮平を身内だからと拒きよ絶ぜつして、なのにこのありさまだ。

　自分の愚おろかさを厭いとう想おもいをいだいているうち瑞希は完全に仲間とはぐれた。皆みなを探そうとしたものの、この人波には逆らえず、どんどん違ちがう方向に流されていく。

　途中で手提げ袋のなかにある携けい帯たい電でん話わが着信を教えていたので、瑞希はメールで【はぐれてごめんなさい。こっちは大だい丈じよう夫ぶ。ひとが多いし、探すのは無理なので、直接飲み会の場所に行きます】と亮平に送信した。

　その後、メールの返事は戻もどらず、亮平は了りよう解かいしたなと考えながら、しかし瑞希はますます落ちこんでいく自分がわかった。

（平気なふりをしてるけど、ほんとは亮平に傍にいてほしいって思ってるんだ。なのに、どうしても踏ふみきれなくて、立ち止まったままでいる。僕はきっと……ずっとこのままなんだろうな）

　思ったとき、ふっと隣を歩く女性のバッグが目に入った。籐とうで編んだかご型のバッグには、造花のヒマワリがつけられていて、それがきっかけになったのか、瑞希は『あのひと』の写真と伝言とを思い出した。

　──ヒマワリは太陽に顔を向けて咲さくそうです。そんなふうに、あなたが目指す方向にまっすぐ進んでいけるように。それを願ってこの写真を撮とりました。

（自分が目指す方向にまっすぐに……）

　建前も、理り屈くつもなしに。ごまかさず、噓をつかず、亮平が瑞希に告白したように、潔いさぎよい気持ちになって。

（桜の木に桜の花が咲くように……）

　瑞希の心にはどんな色、どんな形の花が咲こうとしているのか？

「……亮平」

　彼を探しに行こうと思った。

　──花の色は咲く前にここにあるんだ。

　そして、瑞希も、木々も、その命に変わりがないなら、たったいま自分の心に潜ひそめている存在はひとつだった。

　とっさに瑞希は周りの様子を見回した。もうすぐはじまる花火大会を待っている人々は、この海岸をいっぱいに埋うずめている。明かりのない浜はま辺べでは少し離はなれたところのひとの顔など定さだかでない。

　けれども、瑞希は亮平に会いたかった。彼を見つけて、自分の想いを伝えたかった。

「亮平、どこ……？」

　人波を搔かき分わけようと、瑞希が足を踏み出したとき。

「瑞希！」

　着物を乱し、息を荒あららげたその男が、砂すな浜はまに立つ人々を押しのけながら現れたのだ。

　思いもよらぬ光景を視野に入れ、瑞希はしばしその場から動けない。

　日に焼けた肌はだ。漆しつ黒こくの髪かみ。精せい悍かんな顎の線。瑞希を見み据すえて逸そらさない目。いまは紺こん地じの浴衣ゆかたを纏まとう、ひとより際きわ立だって優すぐれた体たい軀く。

　それらは瑞希が求めていたものであり、相手もまた自分のことを激しく求めているように、懸けん命めいに近づいてくる。

（ずっと……僕を探してくれていた？）

　あれからずっと。こんなに暗く、ひとが多い場所だというのに？

　下げ駄たを履はいた瑞希の足が無意識に前に出た。少しでも傍に行こうと、花火見物の客達を押しやって、ただ夢中で歩みを進める。

「亮平！」

　それぞれ必死で歩み寄り、やがて砂を踏む瑞希の下駄が、おのれが欲ほつしてやまない男の間近で止まる。

　互たがいの目を見み交かわした瞬間に、ふたりの頭上で光の輪が広がった。

「はじまった！」

　見物客の歓かん声せいがあちこちから湧わきあがる。しかしそれは聞こえずに、瑞希は汗あせだくの男のほうに腕うでを伸のばした。

「よかった……！　やっと見つかった」

　ハアッと亮平が両りよう肩かたから力を抜ぬいた。差し出していた瑞希の手を取り「探した」と低くつぶやく。

「悪い、瑞希。俺が変なこと考えないで、ずっと瑞希の傍にいればよかったんだ」

「変なこと……？」

　亮平は少しだけ言いにくそうにしたあとで、口をひらいた。

「田端さんから言われたんだ。俺が女の相手なんかしてるから、淡島さんがはぐれたって」

　だけど、と亮平が台詞せりふを続ける。

「俺は嫌いやだったんだ。あの子達が瑞希に見み惚とれて、妙みように意識してたから。俺をかまっているあいだ、そっちに気が向かないで済むだろうって」

「え、でも……彼女達は僕よりも亮平を意識してたよ」

「そういうのはどうでもいいんだ」

　面めん食くらって瑞希が言うと、亮平がきっぱり断じる。

「ちょっとでも瑞希が誰だれかにそんな目で見られるのは嫌なんだ。だから、女の子達と引き離しておこうと思って……だけど、結果は俺の焼やき餅もちで瑞希がはぐれて、心細い気持ちにさせた」

「……それって」

　自分が亮平に独どく占せん欲よくを感じたように、彼もまた焼き餅を焼いていたのか？

　思うと、じわじわと胸に情感が込みあげて、瑞希の頰ほおを上気させる。

（ふたりとも同じなんだ。僕にあった独占欲が、亮平のなかにもあるんだ）

　いまの気持ちをどんなふうに伝えればと思っていたら「ほんとごめん」と亮平が頭を下げる。瑞希はあわてて「違う」と言った。

「僕が勝手に離れたんだ。亮平のせいじゃない。それに、僕は心細くはなかったよ」

「じゃあなんで、さっき俺が見つけたとき、泣きそうな顔をしてた？」

「それは……」

　わずかにためらってから、瑞希は正直になろうと思った。

「僕も、焼き餅を焼いてたから。女の子といる亮平を見ていると胸が痛くて……。嫉妬している僕は身勝手で、つくづく馬ば鹿かだと思ったけど、亮平に傍そばにいてほしかった」

　思いきって本当の気持ちを明かすと、握にぎられていた指にぐっと力がこもった。

「いつだって俺は瑞希の傍にいる。これまでも、これからも。ずっと瑞希を大切に想ってる」

　決して破られない誓ちかいのように亮平が言う。

　その台詞を耳にして（……あ）と瑞希は口をひらいた。

　──俺の心はいつでもあなたの傍にあります。これまでも、そしてこれからも。ずっとあなたを大切に想っています。

（手紙のあの文句とそっくりだ）

　まさか、と瑞希は思った。これはただの偶ぐう然ぜんなんじゃないだろうか？

　それにしても……と思い直して、どきどきしながらも声だけは平静に問いかける。

「あのね、亮平。前にくれたヒマワリの写真だけど、あれはどこで撮さつ影えいしたの？」

「ああ。あれなら北ほく竜りゆう町の……」

　言いさして、亮平がハッと言葉を吞のみこむ。

　瑞希は胸に込みあげてくる情感をおぼえながら、長いあいだ大切な存在だった『あのひと』を見返した。

「亮平が……『あのひと』だった？」

　質ただすと、彼は悪びれずに「そうだ」と認めた。

「いつ、わかった？」

「ついさっき。亮平の言った台詞は、『あのひと』の手紙の文句と一いつ緒しよだった」

　瑞希は自分が見み出いだした事実に心が震ふるえていたが、なおも疑問は残っていた。

「なんで亮平は師し匠しようを介かいして、僕に写真と伝言を寄よ越こしたの？　それにどうして、師匠は亮平を自分の友人なんて言ったの？」

　亮平はどう話そうかと考える顔になり、ややあってからおもむろに当時の事情を打ち明ける。

「中学二年生の夏以来、瑞希とは会える機会がなくなってしまったし、父さん達からは修しゆ業ぎようの邪じや魔まになるだろうから連れん絡らくするなって言われてた。だけど、俺はどうしても瑞希の顔が見たかったんだ。会って、声が聞きたかった。だから、貯めてた小こ遣づかいを引き出して北海道から北鎌倉に行ったんだ」

　それが中学二年生の十月ごろのことだと言う。

「だけど、いきなり光塩先生の仕事場に押しかけるのは躊ちゆう躇ちよして……屋や敷しきの周りをうろついていたときに、先生が不ふ審しんに思って俺に声をかけたんだ」

　瑞希はうなずき、視線で話の続きを求めた。

「そのあと先生は、俺からひととおり事情を聞いて、やっぱり会うのはよせと言った。瑞希はいまが大事な時期で、集中して勉強をしないといけないときだからって。だけど、伝えたいことがあるなら自分の友人からだと言って、瑞希に伝えると約束してくれたんだ」

　それで瑞希にもはっきり事情が吞みこめた。亮平は遠くから自分に会いに来てくれて、なのにこちらを思いやって、励はげましの気持ちだけを託ことづけてくれたのだ。

　瑞希はあの当時少年だった亮平の気き遣づかいが胸に沁しみるほどうれしかった。

　自分も亮平を忘れたことはなかったが、会いに来てくれたらと彼に言うのはこちらの我わが儘ままだと思っていたのだ。

　亮平には亮平の生活があるのだから、寂さびしいなんて感じるのはよくないことだと。

「あの写真は？」

　半ば泣きそうになりながら瑞希が問えば、亮平がそれについての種明かしをしてくれる。

「最初は花の写真だけ渡わたすつもりじゃなかったんだ。学校でキャンプに行ったときの写真をいろいろと持っていて、それを見せて瑞希とおしゃべりする気でいたんだ。だけど、写真で俺だとわかるのはまずいと思って、そのとき一緒に撮とっていた花の写真だけを渡した」

　それを瑞希が喜んだと光塩からのちに聞き、以後亮平は花の写真を贈おくることに決めたと言った。

「瑞希に渡すんだから、できるだけ綺き麗れいな花がいいと思った。バイトして、旅行して、その先でもずっといい花はないかって探してた」

「ずっと……？」

「うん、そう。瑞希のことを一度も忘れたことはなかった」

　見ひらいた大きな茶色い眸ひとみから、涙なみだがひと粒つぶこぼれ落ちる。ひと粒、そして、またひと粒と。流れる涙を拭ぬぐいもせず、瑞希は微かすかな声で問う。

「僕達……ずっと、繫つながってた？」

「うん。瑞希」

「僕は……」

　唇くちびるを震わせて瑞希が言いかけたとき、またも花火を打ちあげる音が轟とどろく。周囲の人々と同じように、瑞希も反射でそちらを眺ながめた。

　夜空に咲さく大輪の花。現れてはたちまち消えていくこの花は、植物のものとはまったく違ちがうけれど、華はなやかで、力強く、また儚はかなくて美しい。

　瑞希は天に咲く花を双そう眸ぼうに映したあとで、地上の亮平に視線を戻もどし、自分の心にあるものをいまは臆おくさず彼に晒さらした。

「僕は、亮平が好きだ」

　言葉にすればシンプルな、けれども万ばん感かんのこもる台詞。

　刹せつ那な、亮平は大きく身体からだを震わせた。そうして、食い入るように瑞希をおのれの視線で捉とらえる。

「いま、なんて言った……？」

　瑞希はさっきよりちいさい声で「好き」と告げた。

「もう一回。聞こえなかった」

　聞こえているはずなのに、真顔で亮平がうながしてくる。

　いまさらながら何回も言わされると恥はずかしい。瑞希はもっとちいさな声で、

「亮平、大好き」

　とたん、ものすごい勢いで手首が引かれた。力に負けてつんのめった細い肢し体たいは逞たくましい男の胸に抱だき取られ、火傷やけどしそうな息い吹ぶきとともに低い声が注がれる。

「今晩、俺は瑞希を抱くから。もうこれ以上我が慢まんできない。瑞希の浴衣ゆかたを引っぺがし、瑞希の全部を俺だけのものにする」

　瑞希は思わず息を吞んだ。　>>>♥

　自分の眼前には、夜の海色をした眸がある。そして、そこにも熱情という火の花が咲いていた。

「帰ろう。いますぐに」

　改めて瑞希の手を取り、亮平が足を踏ふみ出す。

　海に背を向けて家路を急ぐふたりには、華やかに咲いて散る光の花はすでに見えなくなっていた。
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「瑞希……！」

　北鎌倉の家の玄げん関かんをくぐるなり、亮平は瑞希の身体を抱きすくめてきた。

「亮平、ここは玄関で……っ」

「戸は閉めた！」

　そこまでしか待てなかったか、男の腕うでが瑞希を抱き潰つぶさんばかりにぎゅうぎゅうと締しめつけてくる。

「い、いた……っ」

　肋ろつ骨こつを折られそうで、思わず身じろいであらがうと、ようやく片方の腕だけを離はなしてくれた。

「ちょ、待っ……ん、んっ」

　肺に息が戻ってきたと思ったのもつかの間で、顎あごを摑つかまれ、いきなり唇を塞ふさがれる。がちっと前歯が当たったのは結構痛くて、瑞希は細い眉まゆをひそめた。

「ふ、ん……む、ん、んん……っ」

　痛いし、苦しいし、めちゃくちゃだとは思うけれど、なぜか逆らう気にはまったくなれない。それだけ亮平が自分を求めているのだと感じられれば、少々乱暴でもかまわなかった。

「あっ、待っ、て……」

　それでも抱ほう擁ようがきつ過ぎると思ったから、ほんの少し緩ゆるめてと言ったのに、嚙かみつくいきおいで怒ど鳴なられる。

「待ってられるか！」

　こんなふうに言われたおぼえは一度もなくて、びっくりして固まると、壁かべに身体を押しつけられた。

（痛……っ！）

　ごつんと後頭部を壁にぶつける。瑞希は亮平の激しさに押しまくられて、すっかり目を回してしまった。

「りょ、りょう……あ、ああ……っ」

　性急に浴衣の衿えりを引っぱられ、はだけたところから手を差し入れられる。胸を撫なでられ、乳ち首くびを摘つままれる力が強くて、瑞希はまたも痛いと言った。

「……ふ、ん、うぅっ」

　ぶつけるみたいな口づけと、引っぱられる乳首がつらい。眉み間けんを寄せて耐たえていたら、衿をぐっと摑まれて、いっきに浴衣の上の部分を引き剝むかれた。

「ん、んっ、んんっ……りょ、あ……っ、や……」

　顎を舐なめられ、うなじに舌を這はわされたあと、鎖さ骨こつをがりがりと齧かじられる。痛くて、怖こわくて、それでも抵てい抗こうしたくはなくて、瑞希は喘あえぐことしかできない。

「か、齧らな……あ、ああ……っ」

　いきなり胸に食いつかれて悲鳴をあげる。これはもう愛あい撫ぶではなく、獲え物ものを食くらう獣けものの仕草だ。

　いつもはやさしく、ときには淡たん々たんとしているはずの亮平から獰どう猛もうと言えるほどの激しさを見せられて、瑞希は恐きよう怖ふをおぼえてしまう。

「ちょ、ちょっと待っ……」

　亮平を押しのけようと、彼の胸を両手で押せば、上から体重をかけられて、玄関口の廊ろう下かの上に倒たおされる。仰あお向むけの体勢から反転し、とっさに前に這おうとしたら、腰こしを摑んで押さえこまれた。

「な、なに、を……っ」

　帯をほどこうと、むちゃくちゃに引っぱるから、かえってそれが締まって苦しい。ついには固結びになったようで、亮平は帯をそのままに浴衣の裾すそをまくりあげた。

「や、っ」

　彼は瑞希の下着に手をかけ、いっきにそれを引きずり下ろした。そうしてこちらの身体をまたぐと、腰を強く摑んでくる。

「りょっ……そんな……っ」

　自分は行こう為いを嫌いやがっていないのに、まるで凌りよう辱じよくするみたいにされてしまうと、怖さが先に立ってくる。

　手足をじたばた動かして、圧しかかる身体から這い出そうとしていると、前まえ触ぶれもなく股こ間かんのそれを摑まれた。

「うあ……っ!?」

　思わず叫さけびをあげながら顎を反らす。ぎゅっと握にぎられたそこが痛くて、それでもなにがしかの快感はあったのだろう。亮平が軸じくをむやみに扱しごき出すと、そこが兆きざしてくるのがわかった。

「う……あ……あ……っ」

　こんなやり方はめちゃくちゃだと思うのに、亮平がすることを瑞希の身体は許してしまう。うなだれていた瑞希の軸が次し第だいに勃たちあがってくるにつれ、腰が自然と浮うきあがった。

「亮平っ、お、落ち着いてっ」

「落ち着いていられるか！」

　せめて、もうちょっとゆっくりと思うのに、亮平は吼ほえるみたいに返してきた。

「やっとこうできるんだ。瑞希が俺の、俺だけの……！」

　あとはもう言葉ではなく行為で示され、大きな手に摑みこまれた軸をぐちゃぐちゃに扱かれた。その痛みと快感に瑞希は背筋を震ふるわせて涙なみだ声ごえを喉のどから洩もらす。

「やっ、あ……あ……っ」

　自分がどんな格好をしているのか不明だが、きっとすごくみっともない格好をしているのだろう。でも、それすらも気にしているゆとりがなくて、強ごう引いんな男の仕草に快感を呼び覚まされる。

　怖いのに嫌じゃなく、つらいのに抵抗する気がしないのは、やっぱり自分もこれを望んでいたからだ。どんなひどいやり方でさえ、亮平がさわっていると、いやおうなく感じてくる自分がいる。

「あっ、も、そこそんな……っ、される、と……っ」

　出ちゃいそうだと、身体を硬かたくし、内うち腿ももがわなないたとき。圧しかかる背後の重みがふっと消えた。

「……ああ、クソッ……！」

　いきなり手を離されて、廊下の床ゆか板いたに這ったまま振ふり向むけば、亮平が拳こぶしで自分の頭を殴なぐった。

「……亮平!?」

　ゴツッとものすごい音がしたから、相当衝しよう撃げきはあったはずだ。なのに痛そうな顔もせず、亮平は獣みたいな呼吸をくり返している。

「み……っずきっ……」

　知らず「はい！」と律りち儀ぎに返してしまったのは、その迫はく力りよくに押されたために違ちがいない。

　亮平は抑おさえた息を数度吐はき、それから一度胸が反るほど深呼吸した。

「ごめん。針が振り切れた」

　理性が戻もどったと感じられる亮平の声こわ音ねが耳に届いたとたん、強こわ張ばっていた瑞希の頰ほおがおぼえず緩んだ。

「無茶して悪かった。この家に戻った瞬しゆん間かん、頭のどっかが吹ふっ飛んだ」

　亮平は「ごめん」とふたたびつぶやいて、まだ消え残る光を眸ひとみに宿したまま、べったりと額に浮いた汗あせを拭ぬぐう。その様を見た刹せつ那な、瑞希はもうじっとしていられずに、男の胸に自分から飛びこんだ。

「瑞希……？」

「こ、怖くなんかなかったよ。だから、あやまらなくていい」

　本当はものすごく怖かった。けれどもその分、彼の想おもいの深さがはっきりと感じられたし、結局最後は思い留とどまってくれたから。

　まだ少し震える声で瑞希が言うと、今度は加減して抱だき締しめられ、頭を何度も撫でられた。

（ああ、これは……僕の知ってる亮平だ）

　さきほどまでの激情を露あらわにした亮平にはぞくぞくするような感覚をおぼえたが、やっぱり瑞希はいまの亮平がすごく好きだ。

「キスしていい？　今度はめちゃくちゃにしないから」

　瑞希が微かすかにうなずくと、顎にそっと手が添そえられる。上を向かされ、真しん剣けんな表情で見下ろされると、いまさらとは思うけれど、にわかに恥はずかしくなってきた。

「あ、あの。りょう……」

　言いかけた顔の上に影かげが落ち、甘く深い口づけが降ってきた。

「ん……ふう……っ」

　舌が絡からむ深いキスは、瑞希の思考を散り散りにさせていく。床ゆかに尻しりをつけたまま夢中でキスを返していたら、胸に触ふれてくる指を感じた。

「ふっ……」

　今度のタッチはやわらかで、さっき手て荒あらくされたために少しひりひりしているそこを労いたわるように撫でてくる。

「ここ赤くなってるな。……痛かった？」

「う、ううん」

　実際には痛みはあるが、そうだと瑞希は言えなかった。さっきまでの激しい仕草とまるきり違って、じっくりそこを調べるみたいにされてしまうと、すごく気恥ずかしくなってくる。

（もし、亮平に痛いといったら、どんなことをしてくれるの？）

　そう思ったら、困るのと同じくらいにそれを待っている自分に気づく。

「瑞希。お詫わびにここのとこ、舐めていい？」

「えっ、や、いい……っ」

　まるでいまの考えを見み透すかしたみたいに問われて、瑞希はあせる。いらないと言ったつもりの『いい』だったのに、亮平はそれを了りよう承しようの意味だと解かい釈しやくしたらしい。

　瑞希は「待って」とあわてていたのに、亮平は「いいと言った」とどんどん行為を進めてくる。

「そんな……あ、あ……っ」

　頭を下げた亮平が瑞希の胸に口づけている。最初は赤くなったところをぺろぺろ舐められ、その感かん触しよくがくすぐったいのと妙みような気分がするのとで、瑞希は頰を染めながら腰を何度ももじつかせた。

「まだ痛い？」

「ん……平気……あ、ぅ……っ」

　ちゅうっと乳輪ごとそこを吸われて、知らず上体が反り返る。すると、自ら胸を突つき出した姿勢になって、男の舌がますます自由に動き回った。

「少しは気持ちいい？　下も……ああ、よくなっているみたいだ」

　股間に手を這はわされて、瑞希はびくんと身体からだを震わす。

　キスと、胸への愛撫とで、亮平の言うようにすでにそこは張り詰つめていた。元々放出寸前なのを途と中ちゆうでやめられていたのだからなおさらだ。

「あっ、あっ、あ……っ」

　男の指に先せん端たん部分を甘くいやらしくいじめられ、あっけなく瑞希の快感は埒らちを明けた。

　悲鳴にも似たか細い声を洩らしながら、放出の悦えつ楽らくに震えていれば、涙なみだの滲にじんだ目め尻じりに口づけが落ちてくる。

「相変わらず感じやすいな」

　返事ができないで、瑞希が真っ赤になってしまうと、ものすごくうれしそうにこちらの顔を亮平が覗のぞきこむ。

「よかったと思ってるんだ。さっき乱暴にしたせいで、触れられるのが嫌になっていないかと心配してた」

「ぼ、僕は平気だよ。最初のも……強引にされたって、感じてたのは知ってたよね？」

　精いっぱい強気な調子で瑞希が言うと、亮平がまいったというふうな顔をした。それから耳たぶをかるく嚙かみ、その感触で瑞希の肩かたを跳はねさせてから、男の色気に溢あふれた響ひびきを耳じ孔こうに注ぐ。

「瑞希が平気なら、もっと先まで進んでいい？」

「もっと先って……？」

　幾いく分ぶんたじろぐ気分になって瑞希は聞いた。

　まさかいきなり挿そう入にゆうされるとか、そんなのではないだろうか？

　そうした経験も過去にはあったし、ましてや亮平は男同士のセックスなどしたことはないはずだ。

　瑞希がひそかに危き惧ぐしていたら、思っていたのとは違うけれど、やっぱり不安になるようなことを言われる。

「瑞希をめちゃくちゃに可愛かわいがりたい。瑞希を良くして、感じてる顔を見て、泣いて俺のを欲しがるくらいにさせたいんだ」

「……っ！」

　あからさまな台詞せりふが呼吸を止めさせる。さっきまでの行こう為いも充じゆう分ぶん恥ずかしいほど感じていたのに、それ以上亮平に感じさせられてしまったら、自分はどうなってしまうのだろう？

「そ、そういうこと、言わないで……」

「どうして？」

「亮平、吹っ切れ過ぎだって……僕、恥ずかしいよ」

「嫌いやじゃない？　恥ずかしいだけ？」

　おまけにこのずるい男は、瑞希の意向を伺うかがうことで嫌だと言えなくしてしまうのだ。

「ん……恥ずかしいけど、嫌じゃない」
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「ああん……っ……ふぁ、あっ……や……っ」

「これ気持ちいい？」

「あうっ」

　唾だ液えきで濡ぬれた乳ち首くびをきゅっと摘つまみあげられ、瑞希の背筋がびくんと震ふるえる。

　さんざんいじられ、吸われたそこはちょっとした刺し激げきでも過か敏びんに反応してしまい、自分のよりも太くて硬かたい感触の指先で嬲なぶられると、じんと腰こしに痺しびれるような快感が走り抜ぬける。

「や、もう……そこばっか」

「胸だけじゃ物足りない？　もう一回ここから出すか？」

「ふあ……んっ」

　男の手が半はん勃だちになっている瑞希のしるしを掬すくいあげる。さっき出したばかりのそれは真っ赤になって濡れていて、もうやめてほしいのに軸じくをかるく擦こすられるとまたも兆きざしてくる気配があった。

「あう……もぅ……いっ」

「だったら、こっち？」

　股こ間かんの奥に手を伸のばされて、瑞希は肩を跳ねあげた。

「やっ、そこは、もっ……しなくて、いい……っ」

　亮平は瑞希を二階にある自分の部屋に連れていくと、押し入れから布ふ団とんを出し、その上に横たわらせた。そして、それからのちは延々と瑞希だけが気持ちよくなることばかりされているのだ。胸と、性器を愛あい撫ぶされ、どこかから出してきたジェルで窄すぼまりをほぐされて、瑞希はもう快感で揉もみくちゃになっている。

「あ……あ、んふ……っ」

「なかは随ずい分ぶんやわらかくなったけど……ここちょっと固いままだ」

「ひあっ」

　少し引かれた男の指が体内のある一点を押し潰つぶすみたいに抉えぐる。とたん、瑞希はびくっと震え、軸も同じ反応をした。

「ああそっか。ここが瑞希の……」

　こちらの反応で勘かんづいた亮平がそこばかり攻せめてくるから、瑞希はそのたびに艶なまめかしい声をあげつつ全身をわななかせる。

「そこ、や、出る……っ」

　またもや軸が腹につくくらい反ってきて、そこからだらだらと先走りがこぼれ出ている。

　このままではまたも瑞希だけ射精してしまうだろう。

　いくら亮平が自分はいいと言っていても、こちらばかり達いかされたくない。ぽろぽろ涙をこぼしながら「出したくない」と訴うつたえた。

「ああ泣いた。ごめんな、瑞希」

　そう亮平はあやまるけれど、その目は欲よく情じように光ったままだ。

　自分を激しく求めてくる男の顔。欲望の熱を湛たたえた彼の眸ひとみを見返すと、どきどきしてくる気持ちと同時に、ふっと別の感情が湧わいてきた。

（僕は……怖こわがっている？）

　快感に身も世もなく乱されていて……亮平が大好きで……なのに、どこか深いところで畏おそれる気持ちが消しきれていないのだ。

　それを意識したくなくて、瑞希は指を入れられたまま亮平に縋すがりついた。

「瑞希、どうした？　……泣かせてごめん。ほんとに嫌ならやめるから」

　違ちがうと瑞希は首を振ふった。

「身体がきつい？　どこか痛くしているか？」

　瑞希は顔があげられず、ふたたび違うと仕草で示した。

　亮平はしばらく黙だまっていたあとで、ぼそりと低い声を落とす。

「もしかして……父さん達のこと、気にしてる？」

　ハッと瑞希は視線をあげた。その目に怯おびえが浮うかぶのを自分でも抑おさえられない。

「瑞希は俺と……こうなってるの、後こう悔かいしてる？」

「う、ううん……そうじゃないけど……っ」

「けど、なに？」

「僕と寝ねたら、亮平はみんなを哀かなしませるかもしれない」

「だから？」

　亮平は瑞希のなかから指を抜き、真しん摯しなまなざしでこちらの眸を見み据すえてきた。

「瑞希は俺と繫つながりたくない？　それだけの覚かく悟ごがないか？」

「か、覚悟はあるよ……っ」

　瑞希は震える声で言った。

「それに、亮平と繫がりたくない訳がない。僕らはずっと気持ちのうえでは繫がっていたんじゃないか。亮平だってあの手紙に書いてきたよね──常にあなたと結びつけられているのです──って。だけど、やっぱり平気だと割りきれないんだ。義兄にいさんたちがどうでもいいって思えない」

　いったん決心しておいて、往おう生じよう際ぎわが悪いにもほどがあるが、事の最中に義兄のことを持ち出されれば、罪悪感に胸が疼うずく。

　亮平は微かすかに息を吐はきだすと、乱れていた瑞希の髪かみを丁てい寧ねいに撫なでつけた。

「瑞希はたぶん俺とのセックスの最中に、父さんのことを言ったら萎なえるんじゃないかと思った」

　だけど、と亮平が揺ゆるぎない目でこちらを見つめる。

「それでも俺と繫がってほしいんだ。どれほど不安でも、罪悪感に駆かられていても。どんなに怖いと思っていても、俺から離はなれないでくれ」

　息を吞のんで瑞希は亮平の顔を見返す。

　瑞希の目の前にいるのは、火の花を眸に宿し、責めも批難も充じゆう分ぶん承知したうえで、愛する者の手を離さない一人前の男だった。

「俺は……瑞希にできないことを言ってるか？」

　そんな男が哀しい顔を見せるのは、たぶん彼が自分のことより瑞希を大切にしているからだ。

　不安なのは、亮平も同じこと。それはわかっていたはずなのに……。

「ううん、ごめん。僕は亮平と結ばれたい。繫いだ手を離したくない」

　だから、そうして……と瑞希は涙なみだの滲にじむ目で微笑ほほえんだ。

「僕を亮平のものにして」

　亮平はそうしてくれた。改めて瑞希を布団の上に寝かせ、舌を絡からませるキスをしてから、視線を合わせて亮平が自分の性器を瑞希の窄まりに宛あてがった。

「あ……あ……あ……っ」

　くちゅっと音がして、押し当てられた先せん端たんが窄まりの入り口を圧あつ迫ぱくしながら食い入ってくる。次いで、男の熱くて硬い塊かたまりが柔やわ襞ひだを擦りながらゆっくりと奥のほうを目指していった。

「きついか、瑞希？」

「ん……平気」

　亮平自身を受け入れるのは、思いのほかつらくなかった。事前によくほぐしてくれていたからだろうか、大きなものが瑞希の肉襞を押し拡ひろげて入ってくるのに、ほんの少しも痛くない。どころか、粘ねん膜まくを硬い欲望に擦られるのは驚おどろくほど快かった。

「んっ、んんっ……い、いい……っ」

　こんな感覚ははじめてだった。こうして自分自身の内部で亮平の大事な場所を包んでいられるのはすごくいい。感じるままに口走ったら、男の嵩かさがさらに増した。

「あっう」

「痛いか、これ？」

「い、痛くっ、ない……っ」

　亮平の欲望が自分の肉襞を擦りながら、大きく出たり入ったりする。

　引かれるときは背筋がぞくぞくするような快感をおぼえるし、ぐっと奥まで挿そう入にゆうされると、痺しびれるように甘かん美びな感覚がこみあげる。

「気持ち、いい、よっ」

　亮平がしてくれるなら瑞希はなんでも気持ちがいい。

　急ぎ過ぎて少し乱暴になってしまった亮平も瑞希は好きだし、大事に丁寧に愛撫してくれる仕草も好きだし、汗あせで浴衣ゆかたをくしゃくしゃにして瑞希の上に跨またがっている亮平も好きなのだ。

「りょうへい……好き」

　快感で眼前を霞かすませながら掠かすれる声で囁ささやくと、亮平が「俺も」と言って、荒あれた呼吸を吐き出す唇くちびるにキスをする。

「瑞希が好きだ。可愛かわいいのも。色っぽいのも。やさしいのも。すれてなくて、純情なのも」

　ひと言告げるたび、亮平はおのれの性器を濡ぬれてやわらかな肉筒に突つき入れるから、瑞希は何度も愉ゆ悦えつの喘あえぎを洩もらしてしまう。

「身内想おもいで。誠実で。真ま面じ目めに努力する瑞希が好きだ」

「あっ……あ、う……ああ……っ」

「この感じやすい身体からだもすごく好きだけど……俺がいちばんうれしいのは、瑞希が俺を、好きでいてくれるところだ」

「亮平……っ」

　瑞希も亮平に好きだと言ってもらってうれしい。自分も亮平が大好きだ。

　やさしくて、家族想いで、我が慢まん強づよくて、頼たのもしくて、真摯にひとを思いやれる。

　普ふ段だんは大人っぽく落ち着いて振る舞まえるのに、瑞希に関することになるとびっくりするくらい激しくなるのも。他の人間には淡たん々たんとしているのに、瑞希にだけはものすごく甘くなるのも。

（だけど、本当はどんな亮平でも好きなんだ）

　それを彼に告げたいけれど、いまはとてもそれだけの余よ裕ゆうがない。

　だから瑞希は男の律動に揺さぶられるまま、そこで少しでも気持ちよくなってくれればいいと思う。

「ど、どんなふうに、してもいいよ……っ」

「瑞希？」

「りょ、亮平が、好きなように……っ、あ、ふぁっ……」

　瑞希のうながしに応えるように、彼の動作が大きくなる。いっぱいにひらかされた白い腿ももは、彼の腰こしがぶつかるたびに快感に戦慄わなないた。

「ああん……あ、あっ……や、りょう、へい……っ」

　いまはかろうじて手首のあたりにまとまっている袖そでをあげて、瑞希は男にしがみつく。そうして彼の浴衣の肩かた口ぐちに歯を当てて、淫みだらな喘ぎを抑えようとしたけれど、次のひと突きでのけぞって、恥はずかしい声がこぼれた。

「あっ、ん……や、や……っ」

　男を包んだ粘膜が痺れるくらい擦こすられている。入り口も、中も、奥も、彼のものでいっぱいで、それが激しく動くにつれて、ぐちゃぐちゃと淫いん猥わいな水音を立てていた。　>>>♥

「気持ち、いいか？」

「ん、んっ……い、よ……出、そう……っ」

　射精の予感が瑞希の内腿を慄かせる。無意識にぎゅっとあそこを絞しぼったら、瑞希の上で男が一いつ瞬しゆん息を詰つめた。

「瑞希……！」

「あ、もっ……い、達いくぅ……っ」

　もはやこれ以上我が慢まんできない。さらに膨ふくらんだ雄ゆう根こんに感じるところを圧迫されて、瑞希はあえかな叫さけびを発しつつ絶頂を得た。

「あ、ああ……っ」

　いったん高みに放ほうりあげられ、そのあとで、旋せん回かいしながら落ちていく感覚が瑞希を襲おそう。

　怖こわくて手を伸のばしたらそれをしっかり握にぎられて、瑞希は安あん堵どと快感を与あたえられつつ視野を霞ませていく。

　意識を失う寸前に認にん識しきしたのは、自分の内部をしたたかに濡らしている熱い感かん触しよく。

　そして、瑞希の心を捕とらえて離さない火の花を宿した眸ひとみだ。
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　亮平が目覚めると、窓の外から入りこむ蟬せみの声が聞こえていて、瑞希は隣となりにいなかった。

　ゆうべ──というか、今日の明け方、意識をなくした瑞希の浴衣を脱ぬがせてやり、身体を丁寧に清めてから、自分のシャツを上だけ着せて布ふ団とんに寝ねかせた。そうして亮平もその隣に身を横たえて、眠ねむる瑞希を飽あきもせずに眺ながめていたが、いつしか寝入っていたのだろう。目をひらくと自分の横に瑞希はおらず、部屋の隅すみに置いていた彼の浴衣も帯もなかった。

（どこに行った？）

　亮平自身は身体をざっと拭ふいただけで、着き替がえずそのまま眠っていたから浴衣が皺しわだらけになっている。とりあえずＴシャツとジーンズとに衣服を取り替かえてから、廊ろう下かに通じる障子をひらいた。

（……二階にはいないのか？）

　下はどうかと階段まで行ってみれば、蟬の鳴き声に入り交じってパタンパタンと規則的な音が聞こえる。

（あれは、たぶん機はた織おりの）

　ジーンズを穿はくときに確かめた時刻は午前六時だった。朝が弱い瑞希にしては仕事にかかる時間が早い。しかもゆうべあんなことがあったのに、と大おお股またで織り場の入り口まで足を進める。

　そこの戸口は開け放しになっていて、亮平が廊下から内部をのぞくと、果たして瑞希が布を織る作業をしていた。

　小こ袖そでと野の袴ばかまを身につけて、一心に機を織る瑞希の姿がなにかを祈いのるように見えて、亮平は喉のどから声が出てこない。

　自分が来たことにも気づかない瑞希の様子を眺めながら、無言で佇たたずむ亮平の脳のう裏りには、かつて彼と交かわした会話が浮うかんでいた。

　──こうやって、布を織っていくんだよ。

　機には最初に経たて糸いとを掛かけておき、そこに杼ひで横糸を通していく。そうして足で板を踏ふむと、一本分だけ布になるのだ。

　以前に瑞希から教えてもらった工程は、亮平にしてみれば気の遠くなるような手間だと思った。根気のいる作業だなと正直な意見を述べたら、瑞希は『そうだね』と微び笑しようしたあと『でも』と面おも持もちをあらためた。

　──いったん掛けた経糸は変えられないけど、それに横糸を交えることで無限の可能性が生まれるんだよ。ちょっと人間の一生に似てるよね。

　時間の流れは変えられないけど、そのときどきの気持ちが当人の生き方を形作る。

　あのとき瑞希はそう言ったのだ。

（いま……瑞希はなにを考えてる？）

　不安を胸に立ちつくし、どのくらい経っただろうか、ふと瑞希が顔をあげ、亮平を視野に入れてふわりと笑った。

「瑞希、そっちに行ってもいいか？」

「うん、亮平」

　ほっとして、亮平が作業場に入っていくと、機の前に座ったまま瑞希がこちらを眺めている。傍そばに立って、表情を窺うかがってみたものの、瑞希がどんな気持ちでいるのか読み取れなかった。

「朝起きて、それからずっとここにいたのか？」

「うん」

「起こしてくれればよかったのに」

「亮平はよく寝ていたし……僕はここに来たかったんだ」

　こちらには声をかけずに寝ね床どこを抜ぬけ出し、自分のもっとも大切な場所に来る。しかも、そこは亮平が勝手に立ち入れない聖域のようなところだ。

　この事実がいいものには思われず、亮平はつかのま沈ちん黙もくしていたあとで、あるいはと思われる事こと柄がらを口にした。

「瑞希は俺とセックスしたのを後こう悔かいしてるか？」

　ストレートな言いざまだったが、それは聞いておきたかった。こちらの憶おく測そくで勝手に決めつけてしまうよりも、正直な気持ちを自分に教えてほしい。

　真しん剣けんな面持ちで訊たずねたら、瑞希は「ううん」と首を振ふった。

「後悔はしてないよ。僕は亮平が好きだから」

「そうか」

　ふうっと亮平は両方の肩かたを下げた。

　じゃあよかったと、単純に済ませられる問題でもないのだろうが、瑞希がそう言ってくれたのはうれしかった。

「朝起きて、瑞希が横にいないから心配した。ゆうべの出来事をなかったことにしたくなったかと思ったんだ」

「そうじゃないよ。僕はただこの糸を見て、確かめたかっただけだから」

「糸を見て、確かめる……？」

「うん。この経糸ね、藍あい染ぞめなんだ。紺こう屋やさんが僕の頼たのんだとおりの色を染め出してくれたんだ」

　瑞希が機に掛けてある糸のほうを指差した。

「この色がなにかわかる？」

　亮平もまた機に目を向け、軽く首を傾かたむけた。

「いや。ずいぶん濃こい色に染めてあるなってことだけ。黒に近い青色か？」

　言ったら、瑞希が姿勢を変えてこちらと視線を合わせてきた。

「いま僕が見ている色だよ」

「え？　あ……もしかして？」

「うん。そう」

　瑞希がふふっとやわらかな笑えみを浮かべる。

「亮平の眸の色。僕のここにある色だ」

　握った左手を瑞希は自分の胸に当てた。

「瑞希……」

　亮平は身を屈かがめると、艶つややかな髪かみに触ふれた。胸のなかに強い情感が込みあげていて、なんだか泣きそうな気分もしていた。

「ありがとう」

　いっそ敬けい虔けんな心持ちさえおぼえながらささやくと、澄すんだ眸がこちらを見返す。

　自分のそれが青を含ふくんだ黒色なら、瑞希の眸は不純物のいっさいない琥こ珀はくだろうかと、ふと思う。

「僕こそありがとう」

　瑞希は言って、繊せん細さいな指先を差し伸べた。

「あのね。少しだけこの手を握っていてくれる？」

　亮平は瑞希に言われるままにした。互たがいの手の指を組み合わせるように握り、瑞希は座って、亮平は立ったまま、想おもいをこめて眸を見交わす。

　もしもこののち試練のときが訪おとずれても、ふたりの胸にあるものを忘れまいとするように。

（花の色は外に表れる前に、このなかにちゃんとあるから）

　厳げん粛しゆくな誓ちかいのようにふたりはしばし見つめ合い──ややあってから、瑞希がやわらかな笑みを浮かべた。

「ね、亮平。お腹なか空すいたね」

「それじゃ、さっそく朝飯作ろう。瑞希はなにが食いたいんだ？」

　穏おだやかな日常を呼よび戻もどし、亮平も笑みかける。瑞希を立たせ、ともに二階へ向かう亮平の心のなかは深い愛情に満たされていた。

「ホットケーキ、頼んでいい？」

「了りよう解かい。シロップはあったかな？」




　　　　◇　　◇




　そののち、瑞希と亮平の時間は穏やかに過ぎていった。

　あれから瑞希は亮平と相談のうえ、ふたりが結ばれたということを國明夫ふう婦ふに告げるのは、亮平が大学を卒業したときにするのだと決めてある。それまで肉体交こう渉しように関しては、最後までしないでいようと約束したが、これはなかなか互いにとってきつい取り決めになっている。

　それでも、ふたりは一いつ緒しよに暮らしていられることに感謝して、それぞれの仕事と勉学に励はげんでいた。

　そうして夏を越こえ、秋が更ふけ、冬を目前にしたある日。瑞希は亮平を作業場に呼び寄せた。

「亮平、これを見てくれる？　今日、仕立て屋から届いたんだ」

　瑞希にうながされ、亮平が応接間に入っていき、とたん息を吞のみこんだ。

「これ、は……」

　黒に近い青い布はその裾すそと袖そでのところにさまざまな色糸が織りこんである。その華はなやかで、艶やかな彩いろどりは、同時に儚はかないまでの繊細さを表現していた。

「すごいな……」

　つぶやいてのち、亮平はその場から動かない。それきりいつまでも瑞希の作品を見み据すえているので、瑞希は心配になってきた。

「あの……この着物、どんな感じ？」

　おずおずと問いかけると、ようやく亮平が口をひらく。

「綺き麗れいだ」

　それしか言わなかったけれど、瑞希はその口ぶりと、食い入るようなまなざしから、亮平が感動してくれたとわかった。

「これ、次の染せん織しよく工芸展に出品するつもりなんだ」

　ほっとして瑞希が言うと、ややあってから亮平がこちらを向いた。

「そっか。すごくいい出来だもんな」

「僕は、この着物の作品名を『花映しの海』にしようかと思ってるんだ」

　告げると、亮平は宙に視線を投げたあと、もう一度瑞希の作品に向き直った。

　彫ほりの深い、男らしい横顔を眺ながめながら瑞希は思う。

（この夏、亮平と過ごした晩を僕は一生忘れない。たとえこの先どんなことがあったとしても、互いを想うふたりの心と……あのときの記き憶おくとが僕達を支えてくれるに違ちがいないから）

　そう。瑞希は決して忘れることはないだろう。

　あの夜に見た、天に咲さく火の花を。

　そしてそれを映すように亮平の眸ひとみにあった、瑞希への激情を。

「瑞希？」

「ん、なに？」

「好きだ」

　瑞希はハッと目を瞠みはり、いまは正面から自分を見ている亮平を見つめ返す。

　その眸に映るのは、真しん摯しな表情の瑞希の恋こい人びと。

　そして瑞希の心にあるのは……。

　この胸に咲き誇ほこる、世界にただひとつしかない花だった。

「僕も、大好き」

　瑞希が手を出すと、亮平もまた腕うでを差し伸のべてくる。

　互いに手を繫つなぎ、寄り添そって、ふたりは同じものを見つめる。

　それぞれへの愛情というかけがえのないもので繫がれながら、瑞希と亮平はふたつの心に咲いている花の色を確かに見ていた。







　あとがき







　こんにちは。はじめまして。今城けいです。

　今回は鎌倉が話の背景になっています。鎌倉は海と山に囲まれた歴史のある街。さまざまなメディアで取り上げられることの多い、人気のある土地柄ですし、海の幸にも恵まれて、食べ物の美味おいしい場所。なかでも『生しらす』は名物のようですが、じつはこちらの料理、神戸にいても食べられます。明石あかし海かい峡きようで獲とれた『生しらす』で作った丼どんぶり。一度だけ食べたことがありますが、ねっとり甘くてむちゃくちゃ美味しい！　今年の解禁日は四月末頃らしいので、その折にはぜひ食べに行こうかと思っていますが……残念ながら私の場合は計画倒れに終わる可能性が大きいです。

　この話に登場します瑞希の染織の師、石津光塩のように、特別に贅ぜい沢たくはしないけれども旬しゆんのものを美味しく食べて、いい酒を楽しく飲み、せっせと仕事に精を出す。そのようになりたいとは思いますが、これがなかなか……余裕のある大人の生活を送るのは難しいです。




　とはいえ、私のあくせく人生にも楽しみがありまして、それはこの拙せつ作さくのイラストを拝見すること。

　天野ちぎり様がお描かきになる亮平と、瑞希、そして美しい花々は素す晴ばらしいです。このような拙作に華はなを添そえてくださり、本当にありがとうございました。誠心より感謝申し上げます。




　それから担当様。このたびはいろいろお世話になりました。プロット段階から含がん蓄ちくあるご示し唆さをいただき、勉強になりました。深く感謝いたします。そのうえ休日までおつきあいくださり、本当に恐きよう縮しゆくです。もしも次の機会に恵まれましたなら、さらに精しよう進じんいたします。




　そして末筆になりましたが、ここまでお読みくださった皆みな様さまにも深く感謝申し上げます。

　このたびは義理の叔父おじに尽つくすタイプの年下攻せめとなりましたが、はたしてどのようなご感想をお持ちでしょうか？　楽しんでいただけたならなによりですが。




　この話のふたり、亮平と瑞希とは、しばらくはビタースイートな関係が続くのかもしれませんが、きっといつかは晴天の下もと、北竜町のひまわり畑で家族に囲まれて笑い合う、そんな日がくるのじゃないかと思いますし、それを作者も心から願っています。

　それでは、最後までお読みくださりありがとうございました。感謝をこめて。





今城　けい　
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蜜みつ色いろの純じゆん情じよう
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